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3 繭墨はおとぎ話の結末を知っている
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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StoryⅠ






　あるところに、一匹の■がおりました。

　■は、彼の住処すみかに、人間の墓場を選びました。

　涙で濡ぬれたその場所は、常に嘆なげきで満みち溢あふれておりました。

　嘆きとは、人々の絶望であり願望です。

　歌のような嘆きを聞き、■は思いつきました。







　人の死が嘆きと言うのなら、それを覆くつがえしてみせましょう。







　■は、墓穴を掘ほり起おこし、棺かん桶おけを打ち壊しました。

　中には蛆うじ虫むしと朽くちた骨がありました。

　人の体はパンとワインでできています。

　しかし、人はパンとワインだけで、できているわけではありません。

　揃そろえられる材料は、致ち命めい的てきに足りません。

　欠けた材料をこね回し、■は人を作ってみることにしました。







　人を作るのは神様の所しよ業ぎようです。

　ですが、神様はいません。

　それならば、人など作れません。







　だから、■は化け物を作りましたとさ。

　物語は、これでおしまいです。







　──────────多分、ね。







　しかし、選ばれし者は誰だれよりも、幸さいわいだ。

　一時的といえども、その夢は何よりも美しい。





　　　　＊　＊　＊






　────────カンッ

　硬かたいシェル型のチョコレートが、木こ漏もれ日びの上に転ころがった。僕ぼくは床ゆかに這はいつくばり、それを見つめる。不意に頭上から白い手が伸びて来た。その指先がチョコレートに触ふれる寸前、僕はそれをつまみあげた。

　勢いよく放り投げる。

「─────あっ」

　チョコレートは放物線を描き、ゴミ箱へ消えた。乱暴に床を拭ふき、体を起こす。ソファーに座った繭まゆ墨ずみが、不ふ機き嫌げんそうに僕を見上げた。編あみ上あげ式のドレスワンピースが、細い体を飾っている。豪ごう奢しやな姿は西洋人形のように美しい。だが、それもだらしなく寝転がっているせいで台無しだ。

　繭墨あざかは、今日も絶賛、暇ひまを持もて余あましているらしい。

「ひどいじゃないか、小お田だ桐ぎり君───もう、机にチョコはないんだよ？」

　しかも、冷蔵庫まで歩く気力すらないときた。

　やはり、拾ひろって食べるつもりだったのか。

　僕は溜ため息いきを吐つき、机の上を見回した。大量の空あき箱ばこが転がっている。リボンと包装紙の山の中には、大きな水すい槽そうが埋まっていた。ひらりと中で紅あかい尾が弧こを描えがく。

　紅い金魚が、ガラスの内側を舞っている。

　水槽の中に、水は一いつ滴てきも入っていない。

　傷一つないガラスに、黒く彩いろどられた爪つめがそっと触れた。その手首を素早く摑つかむ。すると、繭墨はけだるげに瞬またたきをした。

「……一体何かな、小田桐君？　これは、ボクの貰もらい物ものなんだ。近くに引き寄せて眺ながめるくらい、いいだろう？」

「わかりやすい噓うそを吐かないで下さい。アンタ今、水槽をひっくり返そうとしたでしょう？」

　騙だまされてたまるか。

　ひきつった笑顔を向けると、繭墨は溜息を吐いた。首を左右に振り、肩をすくめる。

「いいじゃないか、小田桐君。ボクは見ての通り退たい屈くつしているんだ。君が部屋中を駆け回る姿でも眺めれば、きっと少しは気が紛まぎれるよ」

「よりにもよって、金魚と追走劇を繰り広げるのは二度とごめんですよ、繭まゆさん。捕まえて水槽に戻すのに、一体何時間かかったと思ってるんですか？」

　数日前、金魚が水槽の蓋ふたを押おし開あけ脱走した。捕ほ獲かくするため、部屋中を走り回るはめになったのだ。虫むし取とり網あみを片手に奔ほん走そうした結果、翌日は筋きん肉にく痛つうに悩まされた。

　この金魚は、空を飛ぶのだ。一度逃げだせば大変なことになる。

「いいじゃないか。小田桐君。部屋の拭ふき掃そう除じばかりしているようだし、君も暇なんだろう？　それなら、ボクを楽しませてくれたっていいじゃないか」

「掃除をしているのに暇、というのは理屈としておかしいでしょう？　部屋の拭き掃除の何が悪いんですか何が」

　僕は床に置いたバケツに近寄った。雑ぞう巾きんを水に浸ひたし、絞しぼる。徹底的に拭き掃除をした後、空気を入れ替えるのが最近の日課だ。繭墨は不満気だが、無視して実行している。濃のう厚こうなチョコレートの香りは薄れないが、息詰まるような閉へい塞そく感かんは晴はれつつあった。

　このまま続ければ、チョコレートの匂いも払ふつ拭しよくできるかもしれない。

　千里の道も一歩から。僕の地道にして壮大な計画だ。

　繭墨は机の上を搔かき乱みだした。ベビーチョコレートの残りを発見し、口へ注そそぎ込こむ。頰ほおをハムスターのように膨ふくらませ、彼女は訴うつたえた。

「きみふぁそういうふぇどね、ほだぎりくん」

「繭さん、聞こえません。退屈なのはわかりましたから、人間の言葉まで放ほう棄きしないで下さい」

　繭墨は肩をすくめ、クッションにダイブした。動かなくなった彼女を眺め、頷うなずく。繭墨が退屈しているのはいいことだ。チョコレートの粉を拭き、再び雑巾を水に漬ける。繭墨は今にも死にそうだと全身で訴えているが、構う気はない。




　退屈は人を殺さないのだから、我が慢まんしてもらおう。

　繭墨もいい加減、平へい穏おんの良さに気がつくべきだ。




　五月、水み無な瀬せ家けの事件後、凪なぎの海のように穏おだやかな日々が続いていた。水無瀬家は現在、傷ついた一族を立て直しているらしい。雄ゆう介すけは教師に目をつけられたらしく、最近は大人しく高校に通っている。一人で一族を纏まとめる白しら雪ゆきのことは心配だが、それ以外に、特に悩みの種はない。

　僕の機嫌とは裏腹に、繭墨の精神状態は荒こう廃はいの一いつ途とを辿たどっている。振り向くと、彼女は両手を胸の上で組み合わせていた。百年の眠りにでもついていそうな様子だ。息をしているのか不安になる。散さん歩ぽにでも行ってはどうかと提案しようとした時だった。

　電話が鳴り響いた。

　無機的な機械音が、空気を切きり裂さく。

　思わず雑巾を取り落とした。バケツの中の水が派手に飛び散る。繭墨は目を開くと、珍しく自分から歩き出した。細い指で受話器を摑み、退屈そうに囁ささやく。

「──────はい、繭墨霊能探偵事務所………おや、君か」

　不意に、その声が親しさを帯びた。にやりと、紅い唇くちびるが笑みを刻む。

　滅めつ多たにないその反応に、僕は目を見開いた。

　繭墨が親しげに呼びかける人間など、僕は知らない。

「久しぶりじゃないか。変わりないようで何よりだよ──ふぅん、変わりない、とは言えない、か。自己申告とは情けない話だね。で、わざわざ連絡をしてきたのは、近況を報告したかったわけじゃないんだろう？　本題に入りたまえ。君が無事だろうが重病人だろうが、ボクはどっちでもいいんだよ。ただでさえ、退屈で死にそうなんだから」

　繭墨は猫のような欠伸あくびをした。受話器の向こうで、誰かが怒る声が聞こえる。繭墨は受話器を顔から放し、再び耳に押し当てた。相手が何か言ったのか、眉まゆをひそめる。

「───────依頼？　君達が、かい？」

　不ふ審しん気げに彼女は囁いた。肌が粟あわ立だつのを覚える。事務所に依頼はほとんど来ない。そして、来るものは大たい概がいがロクでもないものばかりだ。

　だが、繭墨は気乗りしないらしく頰ほお杖づえを突いた。僕は祈るように思う。

　頼むから、断ってくれ。

「うーん……それは元々、君達が受けた依頼なんだろう？　それを手伝ってくれと言われてもね、こっちだって慈じ善ぜん事じ業ぎようじゃないんだ。はした金で首を突っ込むのはごめんだよ。君達の依頼は大抵ボク好みじゃないしね……必ず興味をもつだろう？　へぇ、言い切るじゃないか」

　繭墨の声が愉ゆ快かいそうな色を帯びた。僕は飛び散った水を乱暴に拭き、天てん井じようを仰あおいだ。どうやら、穏やかな日常も今度こそ終わりのようだ。ゆっくりと繭墨は薄い唇を舐なめる。彼女が次の瞬間吐はいた言葉に、僕は息を飲んだ。







「──────海と人魚の話、か」





　　　　＊　＊　＊






　人魚姫は、泡あわになって消えてしまいました。

　めでたし、めでたし。




　耳元に甘い声が満ちた気がした。

　それは、ひどく残ざん酷こくな終しゆう焉えんを告つげる声だ。




　沸わき上あがる不安を飲み込こみ、僕はハンドルを握にぎり締しめた。僕の苛いら立だちを無視し、繭墨は後部座席でチョコレートを齧かじっている。最近のお気に入りらしいシェル型のそれが、歯の間で砕くだけた。バックミラー越ごしに、僕は彼女と視線を合わせる。

「────小田桐君、聞きたいことがあるのなら、聞いてもらえるかな？」

　カキリ、とマーブル模も様ようの貝が割れる。

　僕は黙ったままハンドルを左へ切った。先程から妙みような迂う回かいを繰り返している。繭墨の指示は複雑で、無意味としか思えなかった。標識を見る限り、隣となりの市まで移動したようだが、詳しい場所まではわからない。アクセルを踏み込んだ瞬間、彼女は先を続けた。

「質問では、ボクは怒りはしないよ。精神的に不安定な状態で運転をされるのは、同乗者としては、なかなかスリリングな事態だからね」

「それじゃあ、繭さん。今回の依頼の詳細について、教えてもらえますか？」

　答える気など、どうせないでしょう？

　言外にそう匂わせながら尋たずねると、繭墨は貝を口へ押し込んだ。微笑んで続ける。

「安心してくれたまえ。前の依頼とこれは違うよ。人魚姫は、もう泡になって消えてしまったんだ。今回は王子様も魔女も必要ない」

「────抽ちゆう象しよう的てきすぎて理解ができませんねぇ、繭さん。僕を怒らせたいのなら、そのつもりだとはっきり言ってください」

　人が泡になって消えたあの出来事を、揶や揄ゆするつもりならば許せない。

　吐き捨てるように答えると、繭墨は愉快そうに手を叩たたいた。

「いいね、いいね。強くなったじゃないか、小田桐君。そうやってボクに言い返せるようなら、もう心配はなさそうだ。安心したまえ、話を聞く限りでは今回の事件とあの事件は本当に違うから」

　にやりと繭墨は笑う。それは御お伽とぎ噺ばなしに出てくる魔女の笑みによく似ている。

　あの事件の時も、僕は確かそう思った。だがその唇は、今度は別の言葉を吐く。

「何せ、今回は人魚が人を食おうとするらしいからね」

　人魚が、人を食う。

　理解できない言葉に眉をひそめる。すると、繭墨は愉快そうに唇を歪ゆがめた。

「───しかも、それは人魚ですらないと言うよ」

　人魚が人を食おうとする。

　だが、それは人魚ですらない。

　意味がわからなかった。不意に繭墨は、流れるように言葉を紡つむいだ。

「『海にいるのは、あれは人魚ではないのです』」

　遠い昔、図書館で手にした詩集で読んだ覚えがある。

　中なか原はら中ちゆう也やの詩の一節だ。

「『海にいるのは、あれは、浪なみばかり』」

　繭墨はクックッと笑い、口をつぐんだ。それ以上、何も言うつもりがないらしい。彼女は窓の外を眺めながら、愉快そうに目を細めるばかりだ。

　答える気のない彼女には、何を尋ねても無む駄だだろう。言葉を飲み込み、僕はアクセルを強く踏んだ。乱暴に道を走るうちに、不意に既き視し感かんに襲われた。この道のりは記憶にない。だが、『複雑な走行』そのものの記憶はあった。

　─────────パキリ

　背後で、繭墨がチョコレートを嚙かみ折おる。

「どうやら、覚えているようだね、小田桐君」




　彼女は柔らかな声で囁く。

　そう、僕は確かにこの道を知っていた。





　　　　＊　＊　＊






　車を降り、僕達はある道へ入った。狭い道に人ひと気けはなく、普段から使用されている様子もない。左右には、切れ目なくコンクリートの塀へいが続く。家々はこの道に背を向けている。まるでここだけが、世界から隔かく絶ぜつされているような印象を受ける。

　目の前には、延々と灰色の塀が続いている。

　繭墨は、不意に手を伸ばした。

　────────キィッ

　高い音が鳴った。気がつけば、繭墨の手は鉄製の扉とびらを摑んでいた。見るとコンクリート塀が突然途切れ、代わりのように煉れん瓦がの柱が二本立っている。その間に、蔓つる草くさの意い匠しようの扉が佇たたずんでいた。それは、先程まで確かになかったはずの代しろ物ものだ。だが、それは今や平然と繭墨の前に佇んでいる。

　かつて目にしたものと、全く同じ光景だった。

　二年前、僕は繭墨とこの場所を訪れたことがある。

　記憶がフラッシュバックした。懐かい中ちゆう電でん灯とうに照らされた自殺死体。歪いびつな落書き。楽園へ。耳元で華やかなピアノの音が鳴り響き、手を広げた少女が笑顔で何かを語る。夜よい闇やみの中へと、血の滴しずくが滴したたり落おちる。僕は強く目をつむり、次の瞬間、開いた。

　鮮あざやかな青空が目に眩まぶしい。

　あの廃はいビルも、今はもうない。

　月日は短い間にも、着実に流れていた。何もかもが変化していく。

「あの時、君はここへは入らなかった。君ならば、歓迎されるだろうと言ったのに、君は頑かたくなにそれを拒こばんだよ───今は、どうするんだい？」

　過去の僕は、日常の境界線を超えることに怯おびえていた。

　息を深く吸い、吐く。僕は扉を摑み、押し開けた。目の前には石畳の道が伸びている。濃密な緑の葉に覆おおわれた庭園は、まるで絵本の中から飛び出て来たかのようだ。道の先には、隠れ家のような小さな建物が見える。

　ここは、確かに日常とは一線を画かくす場所だった。

　だが、そこを訪れたところで僕自身は何も変わらない。

「行きましょう、繭さん。僕は早く、拭き掃除の続きをしたいんです」

　振り向かずに言うと、繭墨は僕の横へ並んだ。目の前に、かつて入ることなく逃げ出した家がある。




　六月の空は鮮やかに青い。

　僕と繭墨はゆっくりと、小さな家へ近寄った。
















　　　　＊　＊　＊






　パ─────────────ンッ！

　派手な音と共に、鼓こ膜まくが痺しびれた。ピンク、黄色、緑。鮮やかな紙かみ吹雪ふぶきが目の前を舞い散り、濃厚な火薬の匂いが漂ただよう。僕の背後に隠れた繭墨が、愉快そうに笑った。頭に載のったペーパーリボンを払い落とし、僕は握り締めた拳こぶしを震わせた。

　なんだ、この状況は。

「ウェルカ────ムッ！　やあやあ、よぉこそ、我わが家やへ。元気にしてたかぁ、繭子ぉっ、て？　んっ？　繭子が根ね暗くらそうな男になってるんだが、これはどういうことだ？」

　根暗そうなは余計だ。女が男になるか。繭墨が僕に変化してたまるか。

　文句を飲み込み、目の前に立つ男の姿を眺める。肩幅は広く、背も随ずい分ぶん高い。短く切られた黒髪の下の顔立ちは、無駄に爽さわやかだ。いかにも好青年といった印象を受ける。だが、その外見に反して、上下とも黒でまとめた地味な服装は、あまり似合っていない。

　その左腕は怪け我がでもしているのか、包帯が巻かれ、三さん角かく巾きんで吊つられている。

　右手には空からになったクラッカーがあった。どうやら、歯で紐ひもを嚙み、引いたらしい。彼は幾いく度どか瞬きをすると、クラッカーを後ろに放り投げた。

「ううん？　もしかしないでも初対面な予感がするんだが、名前を聞いてもいいか、少年？」

「初めまして、小田桐勤つとむと申します。どうか、よろしくお願い申し上げます」

「よしっ、わかったぞ、了解した！　いやー、何とも苦労してそうな顔をした少年だなぁ！　おっ、繭子、そこにいたのか。久しぶりだなぁ。相変わらずちっこいけどよ、ちゃんと飯は食ってるのか？」

　人の話を聞け。

　男はやっと繭墨に気がついたらしい。片腕を伸ばすと、無ぶ遠えん慮りよにその頭を撫なでた。繭墨は実に鬱うつ陶とうしそうな顔をして、乱暴に彼の手を払う。

「チョコレートなら食べているよ。君は相変わらずうるさい人間だねぇ、日ひ傘がさ。騒ぐだけの元気はあるようで何よりだよ。いっそ首の骨でも折れてしまえばよかったのにね」

「ハハハハハッ、何言ってんだよ繭子。首が折れたら、流石さすがのおいさんも死んじまうだろぉ？」

　嫌みに気がつく様子すらない。それに、さっきから違和感のある単語が耳を掠かすめる。

「それでだな、繭子」

　そう、それだ。

「えっと、繭さん。その呼ばれ方は、貴方あなた的にいいんですか？」

「ん？　なんの話だい、小田桐君」

「どうしたー、少年？　もしかして、初対面で戸と惑まどってたりするのか？　嬉うれし恥ずかし自己紹介とか必要か？」

「………いえ、遠慮しておきます」

　こんなリオのカーニバルみたいな男とは、正直深く知り合いたくない。

「俺おれの名前は日傘。繭子と同じで異能の依頼を受けて生活してるんだが、最近になって奇妙な依頼がきちまってな、そこに交通事故まで重なっちまって、この腕が」

　男は、固定された左腕に顎あごをしゃくった。嘆くように首を振る。

「情けないことに、動きゃしなくってなぁ。昔むかし馴な染じみの繭子に、話を回したってわけさ」

　聞かれてもいないのに、男はよく喋しやべる。それにしても、随分と変わった名前だ。すると、男はこちらの疑問を察したのか、笑いながら続けた。

「ああ、我ながら変な名前だろ？　偽ぎ名めいだよ、偽名。ちょっと、な。おいさんは、追われる立場だったりするんだなぁ、これが。あてどない逃亡者の身分って奴だ」

「日傘君は、とある一族から離反しているんだよ。繭墨あざかは、同じ異能者にすら忌いまれている。その結果、逆にボクらは知り合いになった、というわけさ。珍しい話だろう？」

　繭墨が唇を吊り上げると、日傘も頷いた。繭墨が嫌われているのは、どうやら水無瀬家だけではないらしい。異能者の中でも、繭墨家は異端な立場にあるようだ。

　だが、それは何な故ぜなのかと聞く気にはならない。

　繭墨の頭の上に顎を載せ、日傘は続ける。

「そうそう、俺も繭子も、迫害される立場ってわけだ。いやいや、世の中は生いき難がたくっていけねぇなぁ」

「石を持って追われているのは、君達だけだけれどもね。ボクは堂々と一人を満まん喫きつしているよ」

「繭子は強い子泣かない子、だな。とりあえず、俺は平穏な日々が欲しいぜ。さてと、こっちに来てくれるか？　今日は繭子に謎なぞの少年までいるんだ。灯あかりも喜ぶさ」

　日傘は頷き、きびすを返した。繭墨は犬の形のスリッパに、迷わず足を突っ込んだ。歩く度にパクパクと口が開いている。僕は無難な紺色を手に取り、その背を追った。

　居間は暖かな光に満ちていた。大きな窓の向こうから、光が降り注いでいる。僕は部屋の中を見回した。タイル張りのコンロは、暖だん炉ろを思わせる面白い造つくりをしている。花柄の壁紙やクリーム色のカーペットからは、まるで子供部屋のような印象を受けた。御伽噺に出てきそうな外見に違わず、中身も随分と愛らしい。居間の中心には、巨大なソファーが置かれていた。よく見ると、その上で誰かが丸くなっている。

　猫のように、一人の少女が体を丸めていた。薄茶色の長い髪が、足首まで届いている。彼女は桜色のキャミソールワンピースの上に、ラベンダー色のカーディガンを羽は織おっていた。剝むき出だしになった細い手足が目に入る。

　その白い肌には、幾いく重えにも包帯が巻かれていた。

「灯、灯─────ほら、そろそろ起きてもらえるか？　昼だぞ、昼飯だぞー」

　日傘が声を掛け、頰を撫でると少女は目を開いた。背伸びをして体を起こす。蜂はち蜜みつ色いろの目が日傘を映した。彼女は幾度か瞬きを繰り返し、囁く。

「──────なに？」

　不機嫌そうな声だ。

「こいつは灯。うちの大事な御姫様だ。ほら、自己紹介、自己紹介」

「──────かりや、あかり」

「あっ、ちなみに本名な？」

　明るく言い、日傘は灯の頭を撫でた。繭墨にしたように、顎を灯の頭に載せる。

「かっわいい名前だろーんでもって、かっわいいだろー。言っとくが、恋に落ちるなよ少年。以後、灯共々、よろしく頼むな！」

「──────別に、いい」

　相そう好ごうを崩くずす日傘とは逆に、灯は凍こおった声で言った。彼女は僕を睨にらむように見上げる。

　そして、宣言するように囁いた。

「仲良くなんて、しない」

　敵意の籠こもった眼まな差ざしだ。彼女は強く目を閉じ、僕から顔を背そむけた。日傘は、困ったように頰を搔く。

「あー……ごめんな。灯はな、悪い子じゃないんだぞ？　むしろいい子なんだぞ？　そりゃもう、世界で一番かわいい子なんだぞ？」

「いえ……わかりましたから、もういいです」

　いつまでも続けそうな日傘に向かって言う。すると、彼は頰を膨らませた。男でその動作は正直止やめて欲しい。繭墨が鬱陶しそうに、彼の背中を蹴けった。

「ダッ、止めろって繭子。おいさんの腰はな、びっくりするほど脆もろいんだぞ？」

「そんなことはどうでもいいから、さっさと本題に入りたまえ。ボクは君の自慢を聞きに来たわけじゃないんだ。五秒以内に話を始めないのなら、帰るよ」

　繭墨は冷たく言い放った。日傘は再び頰を膨らませる。だが、一転して真ま面じ目めな顔をした。先程まで見せていたふざけた様子が一切なくなる。

　黒い眼めに、真剣な光が浮かんだ。

　低い声が、流れ出す。

「ああ、悪い。今回のは、ちょっと冗じよう談だん抜きの話だ。あまりにも初めての事例すぎてな──私共では、どう対処していいものやら判断がつきません。申し訳ありませんが、ご助力願えませんでしょうか？」

　日傘は突然頭を下げた。一変した口調に思わず目を見開く。だが、慣なれているのか、繭墨は戸惑うことなく唇を歪めた。

「異能を活いかせる依頼を受け続ければ、ハズレに行きあたることもあるさ。ソレは、ボクにとってのアタリだろうけれどね。怪異は人の情念から生まれる。時に人を殺し、時に鬼を孕はらませる」

　繭墨の言葉に、僕は身を固くした。だが、彼女は気にせず後を続ける。

「今度のモノが、なんの情念で生まれたものかは知らないよ。ただ、それが、ボクにとっての娯楽となることを期待するばかりさ」

　それは、僕にとって最悪な事態だろう。

　繭墨の娯楽は、あまりにも悪趣味だ。

「恐らく、なるかと思われます───電話にて、連絡差し上げましたとおりです」

　日傘は、がらりと口調を変えたまま続けた。意図的ではないのか、その表情はどこまでも真剣だ。彼は困こん惑わくするように自分自身の唇を嚙んで言う。

「人魚が、人を襲うのです─────沸き上がる海を伴って」

　それは繭墨から聞いたものと同じ話だ。

　さらに、彼はその先を続ける。




「しかもそれは、人魚とすら言えない────化け物だ」
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　海にゐるのは、

　あれは人魚ではないのです。




　それならば、海にいるのはなんだというのだろう。




　事故後、買い換えたという中古車の乗り心地は最悪だった。車に乗せられ、彼らの家を後にする。片腕にも関わらず、日傘はハンドルを握ると制限速度を突破し、一般道路を走行した。警官に見つかれば問題になるだろうが、日傘にも繭墨にも気にする様子はない。やがて、川沿いに車は止まった。痛む腰をさすり、僕は目の前の建物を見上げる。

　古い二世帯住宅がそびえていた。変色した外そと壁かべには雨の痕あとが残っている。屋根を覆う赤い瓦かわらは、所々欠けていた。横手には荒あれた庭が広がっている。

「被害者は牧まき原はら和かず馬ま、二十四歳。元々、家族と同居していたものの、両親の田舎いなかへの転居を機に、この家で一人暮らしを開始。怪異が起きた際、誰かと同居していれば、もっと早くに連絡があったかもしれないんだがなぁ。なんともはや、なんともはや」

　車を降りた日傘が、嘆くように首を振った。その口調は元のふざけたものに戻っている。彼はニコチンの含有量の多い煙草たばこを取り出した。火を点つけ、建物を見上げる。

「家族がいるのならば、連絡を取ってはどうですか？　僕達だけで対処するよりはその方がいいはずです」

　考えたくはないが、万が一の可能性もある。怪異は人を引きずり、時に奈な落らくへ飲み込む。家族がいるのならば、その腕を摑む手助けになるだろう。

　そう思い提案すると、日傘は首を振った。

「いやー、それが無理なんだなぁ少年。俺だって、それくらい考えたさ。ただ、牧原自身に止められちまった。連絡をしようとしたら、電話を叩き壊されてなぁ。呼びでもしたら、殺すだそうだ。アレは、本気の目だったよ。俺も死にたかぁないし、臆おく病びような性分なもんで、さ」

　煙草の煙が輪となり、漂う。幾つか輪を作り、日傘は深く煙を吸い込んだ。

「何故、彼は連絡を拒むんですか？　何か、理由があってのことなんでしょうか？」

　心当たりを尋ねると、日傘は不意に真剣な顔をした。低い声が流れ出す。

「『呼んではいけない。絶対に呼んではいけない』」

　それは、まるで誰かの言葉をなぞっているかのように、単調な囁きだ。

「『呼べば、皆、海へ飲まれてしまう』───ッ」

　ドスッと鈍にぶい音が響き、日傘は煙草を取り落とした。見ると、灯のミュールを履はいた足が、彼の背に容よう赦しやなく食い込んでいる。灯は日傘を睨みつけた。

「うるさい。黙って。あと、それは、駄目」

「あー、ごめん、ごめんなぁ。灯。おいさん忘れてたわ。煙草はいけない、んだったな。っだだだ、効きいたぜぇ？」

　その場に屈かがみ込こみ、日傘は落ちた煙草を拾った。足でもみ消し、携けい帯たい灰皿にしまう。灯はそれを見届けると、無言で視線を逸そらした。日傘は右手をひらひらさせて笑う。

　不意に、紅色が視界に入った。唐から傘かさを差した繭墨が現れる。

　僕と日傘が話をしている間、車内で待っていたらしい。

「お喋りはおわりかい？　それじゃあ、行こうか」

　パチリと唐傘が閉じられた。紅い先端が、玄関を差し示す。




　その向こうに、『海』があるという。

　乾いた扉は、沈黙の中佇んでいた。
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　──────ギシッ




　暗い廊ろう下かを踏みしめて進む。床には埃ほこりが積もっていた。人気のない家の中は静かで、乾いた空気が頰を撫でる。一階に一見して異常はないが、どこか妙だ。

　濡れている。

　何もかもが、濡れている気配がした。

　その感覚に反し、視界に入る物は全て乾いている。だが、濃密な水の気配は拭ぬぐえない。しばらくして、僕はその異臭に気がついた。

　家中に生なま臭ぐさい香りが満ちている。空気が薄うつすらと塩気を孕んでいた。海の近くに立ち、飛沫しぶきを受けているかのような心地がする。青く染まった海面が、一瞬脳のう裏りに浮かんだ。けれども、目を開くと乾いた廊下が広がっている。思わず眩暈めまいを覚えた。

　不意に、甘い芳ほう香こうが鼻先を撫でた。振り向くと、チョコレートを嚙み折った繭墨が、笑みを浮かべたところだった。

「─────なるほど。これは確かに『何か』あるね」

　期待の込められた声に、肌が粟立つ。笑う繭墨から視線を逸らし、僕は廊下を歩いた。後ろからは、日傘と灯が黙ったままついてくる。軋きしむ階段を昇り、扉を開いた。二階は、居間と寝室が一続きになっているらしい。一歩中へ踏み込んだ途と端たんだった。

　ガシャンッと硬い音が響いた。

　誰かが窓ガラスに背中を押しつけ、逃げようともがいている。瘦やせた体を折り曲げた男が、必死に顔を隠し、足を動かしていた。彼は後ろへは進めないにも拘かかわらず、もがき続けている。その姿は、追いつめられた獣を連想させた。

　尋常な様子ではない。

　困惑しながらも足を踏み出す。布団ふとんには飲料の染みが広がり、腐敗した食料品が辺りに転がっていた。海の匂いに濃密な悪臭が混ざる。男は不意にもがくのを止めた。突然動かなくなる。しばらくして、妙な音が響き始めた。

　トマトを潰つぶすような、濡れた音だ。

　男は爪を嚙んでいる。その口元は真まっ赤かに染まっていた。よく見れば、彼の手に爪はない。歯が幾度も動く度たび、赤黒く変色した肉から血が吹き出した。

　べちゃべちゃと肉が潰れる。男の唇が真っ赤に彩られる。

　彼は、自分の指を嚙みちぎっていた。

「あっ、あーあーあーあーあー。牧原さん。それはない。それはない。それはないって、アンタ前に巻いた包帯どこやっちゃったんですか、よっと、はい、中止中止ッ！」

　日傘は足早に男に近寄り、その手を取った。紅い涎よだれが糸を引く。日傘は眉をひそめ、遠くに落ちた救急箱に視線を向けた。だが、牧原は日傘の腕を振り払い、何かを呟つぶやきだした。

　念仏めいた、狂った囁きが耳に届く。

「アイツが来る…アイツが来る……アイツが来るアイツが来るアイツが来るアイツが」

　アイツとは、誰だろうか。

　僕は救急箱を拾い上げた。それを片手に、牧原の前で膝ひざを突く。

「牧原さん、初めまして。繭墨霊能探偵事務所の、小田桐勤と申します」

　日傘は片手で器用に牧原の腕を押さえ、治療を始めた。牧原は視線を僕へ向けるが、すぐに逸らせる。彼は左手を自身の頭に伸ばし、搔かき毟むしり始めた。その髪は、半ばまで茶色に染まっている。引き抜かれた髪の束には、肌と肉がついていた。止めようと腕を摑む。だが、彼の指は頭から引き離されてもなお、蠢うごめいた。

「アイツが来るアイツが来るアイツが来るアイツが来るアイツが来るアイツが」

「牧原さん、僕達は貴方を救うために来ました。そのアイツと言うのは……」

「少年、その努力は非常に尊とうといが、残念ながら無駄だ。届かないんだよ。ずっとずっと、この調子さ。俺も結構話しかけたんだがな……諦あきらめなきゃならんこともある」

　日傘は首を振った。震ふるえながら、牧原は膝の間に顔を埋うずめる。

「もっと早くに連絡があれば、こうはなりませんでした……俺達は、知人の霊能者から手に負えんと依頼を回された。だが、そいつに依頼したのも牧原自身じゃない。牧原の友人なんだ、がな……こんなになるまで放置しておいて、顔すら見せねぇ奴の、何が友人だ。俺ならごめんこうむるね」

　吐き捨てると、日傘は落ちつかせるように牧原の肩を叩いた。彼は顔を上げない。何日も着替えていないのか、その服はひどく汚れている。僕は言葉を飲みこんだ。立ち上がり振り向くと、繭墨は部屋を見回していた。牧原の様子に興味はないらしい。彼女は深く笑い、日傘の方を振り向いた。

「─────なるほど、ね。怪異はいつ頃から始まるのかな？『海の気配』はある。けれども、ここに『海』はない。時間が来れば、潮しおが満ちるように『海が来る』──そういうことだろう？」

　愉快そうに繭墨は言った。歌うようなその声に、日傘は頷く。

「その通りだよ、繭子。そして、『海』と共に『人魚』が現れる───問題はそちらです。怪異を目の当たりにしていただければわかるかと思いますが、御助言願いたい。決着自体は、依頼を受けた責任上、私共がつけます」

　日傘は硬い声で言う。真剣な表情を浮かべた彼は、まるで別人のように目に映った。繭墨は唇を歪める。嘲あざ笑わらうような声が響いた。

「人魚とは、随分と美しい呼び名じゃないか。だが、ソレは人魚ですらないんだろう？　君の話では、単なる化け物だそうじゃないか？」

　人魚が人を襲う。だがそれは、人魚とすら言えない化け物だ。

　日傘の言葉を反はん芻すうする。それは、理解できない内容だった。

　人魚でありながら、その生き物は人魚ではない。化け物だという。

「アレを、人魚と喩たとえたのは初めに依頼を持ってきた霊能者です。恐らく、海を泳ぐ生き物──ということで、美しく喩えたつもりなんだろうがなぁ。だが、俺達にはアレは化け物にしか見えなかった───私だけでなく、灯様も同様です」

「ふうん、なるほどね。悪趣味な話じゃないか。ところで日傘。また元に戻っているけれども、それは君的にはいいのかい？」

　ハッと日傘は表情を改めた。首を幾度か振り、口元を押さえる。二、三度、発声練習をするように口を開き、彼は顔を押さえた。

「あっ、あー、またか。悪い。こっちの方にはまだ慣れないんだよなぁ、俺は。習慣って怖えよなぁ。もう何年経たってんだよぉ、ちくしょうが」

「まあいいじゃないか。君の喋り方がどうだろうが、君以外に困る人間なんていないんだから」

　日傘は嘆くように首を振った。僕は二人の会話を聞き、首を傾かしげた。視線をずらすと、居間の床で、灯は膝を抱えて座っている。その顔は、相変わらずの無表情だ。気まずい空気が漂う。息苦しさから、僕は思わず口を開いた。

「怪異が起こるのは、何時からですか？」

　尋ねると、日傘は僅わずかに目を見開いた。僕の意図を察したのか、感謝するように頭を下げ、視線を窓へ向ける。カーテンの隙すき間まから、夕ゆう暮ぐれに染まりかけた空が見えた。

　濃密な紅色は、まるで血のようだ。




「─────夜十二時を、超えた時だな」
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　居間に飾られた時計から、重苦しい音が響き渡る。

　椅い子すの上で眠っていた繭墨が、体を起こした。ふらりと伸びた白い手が机に載る。彼女が身を起こす姿は、棺ひつぎに寝かせられた死者が、目を覚ましたかのようだ。

「──────時間だよ」

　繭墨の囁きに僕は頷いた。夕暮れから深夜までこの部屋で待ち続け、やっと時が来た。自じ傷しよう行こう為いに走る牧原を止めるため、不用意に部屋を離れられなかったのだ。食事は日傘が冷蔵庫に詰めていた物で済ませ、待つ間、部屋の片づけを進めた。だが、遅ち々ちとして進まない時間には苛立たせられた。繭墨ではないが、不安よりも、一刻も早く怪異を確かめたい気持ちの方が勝つ。

　海は、来るのだろうか。

　だが、一見して家の中はなんの変化もない。

　──────パシャンッ

　次の瞬間、水音が耳を叩いた。繭墨は素早く椅子から飛び降り、歩き出す。その背中を僕は追った。日傘と灯も後ろからついて来る。一階からは断続的に水音が響いていた。まるで、子供が水たまりを跳ね散らかして遊んでいるかのようだ。

　階段を降りると、繭墨は最後の段で立ち止まっていた。階段の照明が、彼女の姿を白く照らしている。白い頰が、さらに色を失って見えた。動かない彼女の姿が、酷く不吉に目に映る。

　不意に、彼女は指を伸ばした。廊下を真まっ直すぐに指し示す。

　照明の白い光が、水みな面もを照らす月のように揺れている。

　床の上には水が溜たまっていた。甘いような、生臭いような匂いが鼻び腔こうを満たす。生き物の死体を連想させる有機的な香りだ。

　海の、匂い。

　目に映る水は、薄らと青く染まっていた。昼の青さを連れたまま、海は夜の中を漂っている。静せい謐ひつな青色を見つめていると、飲み込まれるような心地がした。

　だが、腹の中の子供は動かない。暴れ出すことなく沈黙している。

　これは、怯えるべきものではないらしい。海は、ただ広がっているだけだ。

　どこまでも美しく、蒼あおい。

　黙って見つめていると、繭墨は真剣な声で囁いた。

「小田桐君。突然すまないけれどね、ボクの隣に並んで膝を突いてもらえないかな？」

「……濡れたくないから運んで欲しいのなら、素直にそう言って下さいよ」

　文句を言いながらも、ズボンをめくり、靴下を脱ぬぐ。繭墨の横に並び膝を突くと、彼女は大人しく僕の腕に腰かけた。人形を抱だくように彼女の体を持ち上げる。

　目の前の海に向き直った。遠くからは子供が遊ぶような音が続いている。その度に水面が揺れ、白い光が搔き乱された。繭墨に頭を叩かれ、薄青い水面に指先をつける。とろりとした水が、柔やわらかくくるぶしまでを飲み込んだ。血に似たその温度からは、羊よう水すいを連想する。暗い道を歩き始めると、産さん道どうをさかのぼっているような心地がした。

　居間へ続くガラス戸の向こうから、激しい水音が聞こえてくる。

　僕はなるべく足音を立てないよう、前へ進んだ。背後で派手な水音が響く。振り向くと、日傘の制止を聞かず、灯が海へ飛び込んだらしかった。包帯の巻かれた足が海へ浸かっている。日傘が何か説得しているようだが、彼女は首を振り、歩き出した。

　廊下を進み、居間へと入る。古びた台所には、大きな机を中心に椅子が何脚か並んでいた。冷蔵庫やテレビも置いてある。家具は全て、薄らと青く光る水に浸かっていた。

　夏の光を孕んだ海だ。色ガラスにも似たその青色は、闇の中でひどく異色だった。

　バシャバシャ、バシャバシャ、バシャシャッ

　水音が極ごく間近で響く。目を凝こらすと、何か丸い物体が見えた。水の上を、恐ろしい速度で何かが動きまわっている。だが、ソレの全容は判然としない。白い影が、目の前を掠めては消えていく。

　──────白い？

　不意に繭墨に髪を引っ張られた。彼女は天井を指さし、電気を点けろと促うながしてくる。僕は繭墨を机に降ろし、蛍けい光こう灯とうがあると思われる場所を探った。スイッチの紐に指を絡め、引く。カチリと音が鳴り、明かりが灯ともった。目を光に慣らし、僕は辺りを見回す。

　化け物が、いた。

　腹の中の子供が爆笑した。青い水を跳ね散らかしながら、芋いも虫むしに似た肉にく塊かいが走り回っている。その全容は、脂し肪ぼうの塊かたまりによく似ていた。白い肌の表面には薄赤い血管が走り、腹部には魚のヒレに似た二枚の襞ひだが蠢いている。頭部らしき位置には眼球もついていた。薄い皮ひ膜まくに覆われたソレは、何かを探すかのように、激しく左右を見回している。

　不意に、化け物は僕の足元へ近寄って来た。避よける間もなく、膝にぶつかってくる。柔らかな肉に、足が埋もれた。

　その温かな感触は、人間の臓器を連想させる。

　全身に鳥肌が立った。思わず化け物を蹴り飛ばす。同時に、小さな悲鳴が聞こえた。

「──────ひぁっ」

　怯えた女性の声だ。背後で大きな波音が響く。振り向くと、灯が転んだらしい。彼女はワンピースを絞りながら立ち上がった。

「──────別に、問題ない」

　慌てふためく日傘に、彼女は囁いた。思わず蹴り飛ばしてしまった化け物は、遠くの床を蠢いている。まるで怯える犬のように、壁に頭部を擦すり寄よせていた。

　振り向き、繭墨にこれは何かと尋ねようとした時だった。

　彼女は、獣じみた笑みを浮かべていた。

　嫌な表情で、彼女は化け物を眺めている。その目には愉快そうな光があった。

　繭墨が、愉快に感じている。

「『海にいるのは、あれは人魚ではないのです』」

　くすりと、繭墨が囁く。戸惑う僕に向け、彼女は勢いよく顔を向けた。

「繭さん………あの……」

「人魚ではないのなら、アレはなんなんだろうねぇ、小田桐君？　見たまえ、なんとも無ぶ様ざまな生き物じゃないか？　君はアレをなんだと思う？」

「アレが………何か？」

　オウム返しに尋ねると、繭墨は頷いた。彼女は歌うように続ける。

「人魚でも、化け物でも、他の別の何かでもいい。正直な感想を聞かせてくれたまえ」

　嫌な予感が背筋を這はい昇のぼる。喉のどに棘とげが刺ささるような息苦しさに耐え、僕は応こたえた。

「僕には、アレは化け物にしか見えません。あるいは、肉の塊か……どちらにしろ、何かと聞かれても判断できません」

　すると、繭墨は指を伸ばした。化け物の輪りん郭かくを、空中でなぞるように動かす。

　その口元は、吊り上がったままだ。

「アレは口で、アレは目で、アレは鼻で、アレは耳だね」

　歌うように繭墨は言う。彼女の示す通りだった。肥大した肉の下には、確かに目も鼻も口もある。半なかば透すけた唇がぶるぶると震えていた。その中には、歯も並んでいる。

「全く、無様な生き物だよ。どうして、ああなってしまったんだろうね。中途半端な肉塊ほど、無残さを感じさせる代物もないさ。だが──ボクの知ったことじゃない」

　繭墨はニーソックスに包まれた足を振った。嫌な予感がさらに高まる。だが、何を言えばいいのか思いつかなかった。子供が腹の底で笑う。甲かん高だかい笑い声が耳を刺した。

　決定的な何かを、見落としている予感がする。

　だが、それが何かはわからない。

「で、どう思う繭子。俺達では判断ができんのだ……つまりな、その、これは、食べてしまってもいいものでしょうか？」

　日傘が繭墨に尋ねる。不穏な言葉に、僕は眉をひそめた。

　───────食、う？

「存分に食わせたまえ。アレがなんであろうと、食べてしまえばそれでおしまいさ。断だん頭とう台だいの紐でも切るように、問答無用で始末をつければいい。その判断は間違っていないよ。それが一番手っ取り早いさ」

　投げやりな口調で断定し、繭墨はポシェットからチョコレートを取り出した。金色の包み紙を歯で破やぶき、舌を這わせる。舞い落ちた紙が、波に乗って流れた。

「これは君達の仕事だ。どうするかは君達が決めたまえ」

　彼女の言葉に、日傘は頷く。背後に立つ灯に振り向いた。

「灯、様───いや、いけそうか、灯？」

　無言で灯は頷いた。彼女は静かに片手を宙へ掲かかげる。指を音もなく動かし、彼女はある形を作った。

　─────狐きつねの形だ。

　子供が影絵遊びをするかのように、彼女は指で狐を作る。

　その影が、壁に映った。不意に、影は左右に首を振った。灯は手を動かしていない。だが、壁に映った獣はせわしなく顔を動かす。本物の獣のように、それは辺りの匂いを嗅かぎ回まわった。不意に、それは二匹に分裂した。三匹、四匹と影は増え、次々に辺りの匂いを嗅ぎ回り始める。パクパクと、その口が幾度も動いた。

　壁に映った影の獣は、生きている。

「────これが、彼らの能力ですか？」

　驚きよう愕がくを飲み下し、僕は息を整えると尋ねた。繭墨は、にやりと微笑ほほえむ。

「君も成長したじゃないか、小田桐君。そうやって慣れていくことが、よいことか悪いことかは知らないけれどもね……一つ訂正させてもらうよ。これは『彼女』の能力さ」

　六匹の獣が壁に揃った。まるで、六人の子供が腕を伸ばし、無邪気に遊んでいるかのようだ。突然、彼らは一斉に首をもたげた。壁を音もなく滑すべり、伸びていく。

「雁かり屋やの一族は、影を飼っているんだよ──影の獣をね。アレは、彼らの命令通りに動く」

　獣達は化け物を追い、壁を滑った。化け物は、まだ壁に頭をぶつけている。獣達はゆっくりとその周囲を旋せん回かいし、壁に映った化け物の影へと近づいた。指で作られた外見に反し、その動作は狩りをする猛獣のように慎重だ。獣達はゆっくりと距離を詰める。

　かぱり、と間の抜けた口が開いた。

「そして、命令通りに食うよ」

　次の瞬間、獣達は化け物の影に襲いかかった。

　化け物の影を、指でできた口が挟む。次の瞬間、化け物の肉は裂けた。四方八方から食いちぎられているかのように、柔らかな肉が伸び、音を立ててちぎれる。中の血管が破れ、鮮やかな紅色が吹き出した。化け物は悶もん絶ぜつしながら口を開く。半透明の唇が震え、ぼこりと泡を吐きだした。粘ねん液えきに塗まみれた口の中には、小さな歯が並んでいる。

　規則正しく並んだ、臼きゆう歯しと犬けん歯しが。

　そこから、悲鳴が逬ほとばしり出でる。

　イヤアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアッ！

　それは、甲高い女の声だった。

　アアアアアアアアッイタイイタイッイダイイイイイイイイイイイイイイイッイダイヨオオオオオオオオオオオオオオオオアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア！

　苦痛を訴える声が、その口から溢れ出る。僕は目を見開いた。見落としていた違和感にやっと行き当たる。

　化け物の歯。それは、人間の物だ。

「─────えっ？」

　灯は呆ぼう然ぜんと呟き、一歩後ろへ下がった。だが、彼女の驚愕を無視して、獣達は蠢き続ける。貪どん欲よくに化け物の影をちぎり、次々と飲み込む。化け物の背中が大きく破れ、柔らかそうな肺はいが覗のぞいた。腹から腸ちようが零こぼれ落おちる。肉が剝はがれ、化け物は内臓の塊のようになる。日傘が灯の肩を摑んだ。化け物の姿が見えないよう、小さな頭を抱かかえ、叫ぶ。

「灯ッ！　灯ッ、おしまいだッ！　おしまいですッ！　灯様、そこまでですッ！」

　灯は体を激しく震わせた。獣達は目の前の『肉』に夢中になっている。単純な影絵で繰り広げられるからこそ、その捕食は残ざん虐ぎやくだ。だが、獣達は不意にゆっくりと動きを止めた。呼び寄せられたかのように、灯の足元へ還かえる。影は溶け崩れ、人ひと形がたに戻った。

　不意に、灯は糸が切れたかのように崩れ落ちた。細い手足が水中へ投げ出される。彼女の顔は血の気を失い、蒼そう白はくだ。見開かれたままの目には涙が浮かんでいる。どうやら獣の制御には、激しい消しよう耗もうを伴ともなうらしい。日傘は灯を片腕で支え、繭墨を睨んだ。

　それに、彼女は笑顔で応じる。

「……どういうこと、ですかッ」

「何が、だい」

　理解しているだろうに、繭墨は首を傾げる。その間にも、悲痛な悲鳴は続いていた。

　イダイイダイイダイダイイダアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアイッ！

「アレは、人間ではありませんかッ！」

　全く、無様な生き物だよ。

　繭墨の声が、耳元で反響する。腹の中の子供が暴れた。悲鳴に興奮したのか、手を叩いて喜ぶ。化け物の絡からみ合あった腸から、内容物が溢れ出した。内臓が剝き出しになっているというのに、化け物は生きている。その体には、まだ口も目も鼻も耳も残っていた。

　胃が逆流しかけた。アレは口で、アレは目で、アレは鼻で、アレは耳だ。繭墨が指示した部位に目を向ける。白い肉に浮き上がった器官は、よく見れば全て人体の一部だ。

　半透明な震える唇も、皮膜の下で蠢く眼球も、半ば軟なん骨こつが剝き出しになった鼻も、溶とけたチーズのように伸びきった耳も。

　全て、人体の一部を模も倣ほうし、その結果失敗したかのようだ。

　化け物は激しく暴れ、悲鳴を上げ続ける。それに応えるかのように、海が動き始めた。嵐あらしの夜のような激しい波が沸き起こり、徐じよ々じよに渦うずを巻き始める。化け物は水面を滑り、その中心に飛び込んだ。水は渦へと吸い込まれ、消えていく。

　最後の一滴が消えた後に、海の痕こん跡せきは何もなかった。床は乾いている。後には、潮の香りが残るばかりだ。それには濃厚な鉄てつ錆さびの匂いも混ざっていた。

　床には大量の血けつ痕こんが広がっている。まるでたった今、人が殺されたかのようだ。

　海が退ひいたのを見て、繭墨は机から飛び降りた。ゴシックロリータの裾すそが柔らかく弧を描く。笑顔のまま、彼女は囁いた。

「確かに、アレは人間だよ？」

　断定に僕は息を飲んだ。気がついてはいたが、彼女が認めるか否いなかでは重みが違う。化け物にしか見えないが、あの肉塊は人間だ。同時に、僕の背筋を寒気が駆け降りた。

　繭墨は、なんと言った？

「なぁ、繭子。一つ聞くぞ？　貴方が残念なことに物忘れが激しいというなら、話は別です。そうでなければ、さっき自分が何を言ったのか、ちゃんと覚えてるはずだよなぁ？」

　そう、繭墨は先程言ったのだ。

　存分に、食わせたまえ。

「おや、文句があるのかい、日傘？　確かに、アレは歪な形をしているけれどね。元は人間だった『モノ』だ。けれども、ソレは果たして、人間と呼んでもいいのかい？」

　二つの対極な言葉を、繭墨は吐き出した。

　アレは人間だ。だが、人間とは呼べない。

　理解できなかった。だが、繭墨の笑顔を眺めるうちに、徐々にその意味に気がつく。

　気がつく自分が嫌になる。自己嫌悪で自分自身の顔を殴なぐりつけたい衝動に駆られた。

　つまり、こういうことだ。

　誰が見ても『化け物』でしかない生き物がいたとする。それの正体は人間だ。だが、百人が見て、百人ともがそれを『化け物』と呼んだとする。

　ならば、ソレは『化け物』だ。

　誰もそれを認識できないのならば、人間だったとしても、意味がない。

「何故、アレがああなってしまったのか、ボクにはわからないよ。だが、そんなこと依頼を果たしたいだけならば考こう慮りよする必要性はないさ。アレを影に食べさせてしまえばそれでおしまい。めでたしめでたしだ。さあ、どうしたいのかは君の選択さ。ボクは、間違っているかどうか教えるだけだ。わざわざ口を出すことじゃない」

　断頭台の紐でも切るように、問答無用で始末をつければいい。

　その判断は、間違いではない。

　再び繭墨の言葉を思い返し、僕は吐き気を飲み込んだ。腹の中で子供が蠢く。内臓に怖おぞ気けのある痛みが走るのを感じながら、言葉を吐き出した。

「繭さん、僕は貴方を軽けい蔑べつしますよ」

　彼女の言葉は、人の道理に反している。

　すると、繭墨はひらひらと手を振った。気を悪くする様子すらなく言う。

「それはどうも、小田桐君。君の考えくらいちゃんとわかっているさ。一々口に出さなくても、大丈夫だよ？」

　そう、彼女は僕の嫌悪を理解している。だが、それを受け止めはしない。もどかしさに拳を握り締める。日傘も顔を苛立たしげに歪めた。舌打ちをして吐き捨てる。

「ああ、俺も少年に同意するぜ、それはねぇだろ、繭子……そうだったな、お前さんはたまに話す分にはいいし、結構役立つことも教えてくれる。だがな、こういう方面にはえらく悪趣味だったなぁ……ちくしょう。それはどうかと思うぜ俺はよぉ」

　強く歯を嚙み締め、日傘は言う。すると、繭墨は肩をすくめた。馬鹿にするように鼻を鳴らす。

「あのねぇ、日傘。交通事故で頭でも打ったのかい？　よりにもよって、肝かん心じんなところを忘れるね。繭墨あざかはこういう人間だよ。小田桐君や君が軽蔑するのも仕方ない。だが、この生き方を変えるつもりは、ボクにはないね」

　言い切った彼女を僕は睨みつける。繭墨あざかは変わらない。僕にはそれが我慢できない。だが、彼女は僕の不満を知っていても、笑うばかりだ。

「安心したまえ。アレは『元人間』だ。アレを殺しても、誰も人殺しなどと言いはしないから」

　繭墨は血溜まりを指さした。日傘は舌打ちをして立ち上がる。気絶した灯を片腕で支え、彼は器用に肩に乗せた。僕は血痕に視線を移す。耳元に先程聞いた悲鳴が再生された。

「アレはなんなんだ、アレは一体………」

　呟くと、牧原の悲鳴を思い出した。彼は、アイツが来ると繰り返し訴えていた。

　しかし、アイツとは誰だ？

　不意に繭墨は、足先で床を蹴った。バレリーナのように華麗に回転する。黒いドレスが弧を描いた。彼女は部屋中を見回し、笑う。その視線を追い、僕は気がついた。

　食器棚の前面に置かれた、皿やコップ、椅子の下に放置されたスリッパ。

　それらは、全て二つずつ揃っていた。

　まるで、二人の人間が、この家で暮らしていたかのように。

　ぴたりと、彼女は止まる。そして、両手を広げたまま囁いた。

「───────みさき」

「えっ………………？」

　彼女は真っ直ぐ前を指さした。ガラス戸棚の中に、一匹のテディベアが座っている。それは、ビーズで飾られた百ゆ合りの花束を持っていた。何かの記念品として作られた物らしい。花束に埋もれたプレートには、愛らしい文字が描かれていた。




　For MISAKI




　──────みさき。

　──────恐らく、女性の名前だ。
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　アイスコーヒーを搔き混ぜると、氷が澄んだ音を立てる。その横には巨大なチョコレートパフェがあった。金色のスプーンが生クリームを搔きわけ、チョコアイスを抉えぐりだす。さらにその横にはアイスココアも控ひかえていた。

　見ているだけで胸焼けを覚える。

　一体、どういう組み合わせだ。

　甘い匂いに溜息を吐き、僕は時計を確認した。待ち合わせ時刻はとうの昔に過ぎている。地上三階建てのレストラン街は、昼には早いというのにかなりの賑にぎわいを見せていた。奈な午ご市し中心部と南部を結ぶ、鉄道沿線上のショッピングモールが待ち合わせ場所だ。隣接する映画館で、約束の相手はアルバイトをしているという。

　コーヒー一杯で粘ねばる僕とは別に、繭墨は次々と注文を繰り返していた。

「すみません、ガトーショコラのお客様は……」

「そこに、置いてもらえますか？」

　店員の問いかけに溜息交じりに応える。目の前には、チョコレート系のデザートが並んでいた。店員は困惑しながらも皿を置く。僕は頭痛を耐え、コーヒーを啜すすった。

「いいじゃないか、小田桐君。こうして外で食べるのも久しぶりだしね。相手は見事遅れているんだ。退屈するよりはマシだろう？」

　食は娯楽だと彼女は言う。この払いが僕の担当でないのならば、素直に賛同してもいい。再び溜息を吐き、口にしたコーヒーはいつもより苦かった。

「えーっと、小田桐サンと、繭墨サン、っですよ、ね？」

　突然頭上から声が掛った。訝いぶかしげな表情をした青年が、僕達を見降ろしている。その視線は並んだデザート各種と、繭墨に向けられていた。

「霊能探偵とかって話………聞いてたんですけど？」

「ええ、お待ちしておりました。小田桐勤と申します。こちらは、所長の繭墨あざかです。どうぞ、おかけ下さい」

　席を勧すすめると、彼は軽く礼をしてから座った。赤く染められた髪とピアスが目立っている。彼は繭墨を眺め、好奇心に溢れた声で尋ねた。

「ゴスロリって、アレですか？　この格好じゃないと霊と交信がぁとか、そういうのがあったりするんすかね？」

「いえ………この服は単に所長の趣味です。どうか、お気になさらず」

「へええー……」

　青年は呆あきれたように言った。勝手にメニューをめくり、ステーキセットを注文する。もしかして、昼食に合わせるため、意図的に遅刻してきたのかもしれない。

「払いはソッチっすよね？　あと、午後からもシフト入ってるんで、早めに済すませてもらってもいいっすか？」

　そもそも、遅刻をしたのはそっちだ。僕は溜息を嚙み殺し、頷いた。青年の目には、不審感と好奇心がない交まぜになっている。彼は首を振ると、億おつ劫くうそうに口を開いた。

「それで、なんでしたっけ？　正直、こんな大事になるとか思いもよらなかったんすよねぇ。だから、いい加減ちょっとうんざりっていうか、そっちが何を聞きたいんだか知りませんけど……」

「いいじゃないか。それでもやって来たのは、昼食を奢おごってもらえると思ったからだろう？　ちゃんと目もく論ろ見み通どおりにいったんだから、実は君もそう悪い気はしていないはずだ。ちなみに、責せめる気はないよ。ただ、質問には答えてくれると助かるね」

　くるくると繭墨はアイスココアを搔き混ぜた。尊そん大だいな口調で尋ねる。

「──────みさき、とは誰だい？」

　低く彼女は囁いた。青年は二、三度瞬きをした。にやりと、愉快そうな笑みがその口元を彩る。

「なんだぁ、お兄さん方。霊能がどうとか言っておいて、本当は探偵か記者なんじゃないの？」

「さぁ、どうだろうね。どっちでも構わないだろう？　牧原君の情報がどう使われようと、君にはなんの関係もないさ」

　甘く柔らかく繭墨は囁く。同時にステーキセットが届いた。青年は嬉しそうにナイフを動かす。繭墨も追加注文をする中、僕は日傘の言葉を反芻した。

　こんなになるまで放置しておいて、顔すら見せねぇ奴の、何が友人だ。俺ならごめんこうむるね。

　確かに、この青年は牧原の友人ではないだろう。僕は苛立ちを耐え、コーヒーを啜った。溶けた氷で薄まったコーヒーは、ひどくまずい。

　この聞き込みも、日傘からの依頼だった。

　灯の調子が悪く、看病が必要なため代行して欲しいと頼まれたのだ。日傘が連絡を取り、僕達が『みさき』について話を聞く。そういう取り決めだった。繭墨は面倒くさがったが、手持ちのチョコレートが切れると、一転して了承した。

　そのため、彼女にとってはあくまでも食事がメインだ。

　完全に興味がない、というわけではないのだろう。尋ねることはしている。だが、スプーンを動かす手は止まらない。

　霊能者に元々依頼をしたのが、目の前にいる青年だという。彼は霊能関係の事柄を全く信じていないらしい。それどころか、どうやら『海』すら、目撃していないようだ。

　だが、それでも彼は、霊能者に牧原のことを依頼した。

「牧原がおかしくなったのは、去年の秋頃からっすね。悪化したのは、今年五月に入ってからだったかなぁ。一回、仲間内で様子を見に行ったら、殺されるって大騒ぎで、病院に連れてこうとしても動きゃしないし、言葉は悪いんすけど放置してたんですよね。どうしたらいいのかわかんねーし。そうしたら、知り合いの自称霊能者っていうのが、牧原の話を聞きたがりまして。ソイツ、顔はイイんすけど格好変だし、目は笑ってなくてマジ怖いって言うか。俺は苦手で、うっかり口滑らしちまったんすよ。そうしたら、話が巡り巡ってデカくなっちまって、ったく、あんなこと言うんじゃなかった」

　そう言いながらも、青年の口元は愉快そうに歪んでいる。今まで幾度、その言葉を口にしてきたのだろうか。人の反応を楽しんでいる表情だ。

　ステーキの脂あぶらに汚れた唇が、言葉を吐く。

「『死んだ女に殺される』って牧原が騒いでる、なんてな」

「………なるほど、やはり『みさき』は死んでいたのか。死因は溺でき死し、違うかい？」

　繭墨はフォークの切きっ先さきを青年に向けた。鋭するどい先せん端たんからチョコレートソースが垂たれ落おち、皿に模様を描く。一瞬あっけに取られた後、青年は苛立たしげに呟いた。

「俺が話すことなんて、ないんじゃないっすか？」

「いえ、そうでもありません。我々は、『みさき』と彼の間に、何があったのかを全く知りませんので。どうかご助力願います」

　繭墨の代わりに頭を下げる。青年はしばらく不ふ服ふくそうな顔をしていたが、渋々口を開いた。彼はゆっくりと語りだす。やがて、その口調は速度を上げていった。調子よく語られる言葉を聞きながら、僕は徐々に拳に力を込める。




　それは、単純な話だった。

　単純であるが故に、不快な話でもあった。







　人魚姫には、魔女がいた。

　人魚姫は、尾を失うことで足を手に入れた。

　しかし、逆はない。







　人間は、決して魚にはなれない。
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　扉を蹴り開け、チョコレートの詰まった袋を床に置いた。窓際では牧原が震えている。その足元には、ほどけた包帯が落ちていた。日傘は救急箱の中身を確認している。

「少年か？　悪い、ご苦労だったな？　何かわかったか？」

　結果を尋ねる日傘の声を無視し、僕は牧原に向き直った。血の匂いが濃く鼻を突く。牧原は震えながら目を左右に動かした。幾度か頭の中を整理する。深く息を吸い込み、僕は口を開いた。

「─────牧原さん、貴方は」

　呼びかけに応え、牧原は虚うつろな目を上げる。僕を認識しているかどうかすら定かではないが、声は届いてるようだ。彼に向けて、僕は尋ねた。

「美み咲さきさんを殺しましたか？」

　クックッと小さな音が響いた。次の瞬間、体を反らせ、彼は狂ったように爆笑しだした。人の声帯の限界を超えた笑い声が響き渡る。それが、答えだった。今までにも覚えのある光景だ。繭墨の依頼に完全な被害者はいない。加害者と被害者は時に混同する。

　人に殺される程の怨うらみを買うには、人を殺すことが最もたやすい。

　人を殺して怨まれる。人を殺して呪のろわれる。




　それは、最も単純で、よくある事例だ。

　そして、残念ながら今回もそれに該がい当とうするらしい。




　青年は単純な話を語った。

　みさきとは、山やま村むら美咲。牧原と夫婦同然に暮らしていた女性の名だ。繭墨の予想通り、美咲は海難事故で死亡していた。

　人が魚に変わり、海を連れてくるのには理由が必要だ。

　海から帰って来るには、海で死ななければならない。

「話は聞きました。ある日、旅行へ出かけた貴方達は遠泳へ出かけ、洞どう窟くつを見つけた」

　日傘への説明も兼かね、声に出す。崖がけに沿って進んでいたところ、壁際に開いた穴を見つけたらしい。牧原達は好奇心からそこへ入り込んだ。

「そこで美咲さんは転び、足を痛めた。貴方は助けを呼ぶため、外へ出た。だが、救助は間に合わず、潮が満ち、彼女は死亡した。貴方は美咲さんに懇こん願がんされ、なかなか外へ出ることが叶かなわなかったと語った。また、体が冷えていたため、泳ぐことができなかったのだとも───事件は海難事故として処理された」

　牧原は体を震わせる。愉快でたまらないと言うように、彼は笑い続ける。その指が髪の毛に絡まった。彼は強く手を引く。生皮が肉から剝がれる嫌な音が響いた。

「だが、旅行の直前、貴方は美咲さんを邪じや険けんに扱っていた。結婚を迫られていた貴方には、美咲さんが邪魔だった────誰もが、貴方が美咲さんを殺したのだと、そう確信する程に」

　アイツが美咲を殺したんですよ。そりゃ、怨まれてもしかたないっすよ。

　牧原の知人の間では、美咲は殺されたのだと認識されているという。牧原は、周囲に反発し引きこもった。そして、五月終盤から狂気に染まったのだという。

　再来する夏に、怯えるかのように。

「牧原さん、貴方が彼女を殺したんですか？」

　─────ブチリッ

　派手な音が響き、髪の毛の束たばが抜け落ちた。その先端には、大きく剝がれた皮が付いている。剝き出しになった肉から血が滲にじみ出だす。牧原の指がそこに埋め込まれた。爪に肉が食い込み、嫌な音が鳴る。土を削けずり取とるように、牧原は頭の肉を削り取った。陥かん没ぼつした痕が生々しく残り、血が溢れ出す。それでも、牧原の笑いは止まらない。

　腹を捩よじりながら、彼は叫んだ。

「俺は、アイツが俺について来るのが嫌でさぁ。俺が何をしてもアイツが笑うのがうざくってさぁ────だからさぁ、洞窟の中でも早く歩いてやったんだよ」

　彼は血塗れの指を頭から外し、膝を叩いた。その間にも、左手を口へ運ぶ。濡れた音と共に、血が歯の間から溢れ、伝い落ちた。日傘が灯に声を掛け、牧原から遠ざける。同時に、別の音も混ざった。

　───────パキ、リ

　繭墨は板チョコを嚙み折った。彼女は乾いた目で牧原を眺める。

「アイツが止まってぇ、待ってぇって言ってるのに、俺は早く歩いてやったんだぁ。早く、早くなぁ」

　腹の中で子供が蠢いた。小さな指が腹を内側から撫でてくる。静かに腹が裂け始めた。その激痛を感じながら、僕は目を細める。

「それで、アイツは転んで足を打って、そのまま溺れ死んだんだ、よッ」

　ヒヒヒヒヒヒヒヒヒヒッハヒヒヒヒヒヒヒヒヒヒヒヒヒヒヒッ

　狂ったような哄こう笑しようが激しく耳を打った。時折、血を吐くような咳せきがそれに混ざる。肉の詰まった爪が、瘦せた頰に突き刺さった。牧原が下に手を引くと、嫌な音を立ててその顔が裂ける。彼は自分自身を傷つけながら笑い続けている。響き渡る哄笑を耳にし、僕は強く歯を嚙み締めた。

　響き渡る笑い声を聞く度、吐き気が沸き起こる。

　腹の中で子供がぐるりと回った。体を捩り、笑い続ける牧原を睨む。全身に鳥肌が立った。嫌悪感を抑えることが出来ず、僕は拳を強く握る。

　ふざけるな。ふざけるな。ふざけるな。

　何故、そうやって笑うことができる。

「─────人を殺した者は怨まれる、か。それが本当なら、随分と重いことだねぇ」

　繭墨は掠れた声で囁き、板チョコに舌を這わせた。溶けかけのそれを、彼女はパキリと嚙み折る。甘い香りが漂い、海と血の匂いと混ざった。




「──────その呪いは、いつ果てるともしれないよ」




　繭墨は囁く。牧原の哄笑が激しさを増す。

「少なくとも、君はそう思っているんだろう？」

　彼女の問いかけにも、牧原は答えなかった。もうそれは、人間の声には聞こえない。空気が熱をもった部屋の中は、女性の胎たい内ないを連想させる。

　女を殺した。見殺しにした。そして、一人だけ逃げ、のうのうと生き残る。

『─────たすけて、くれますか？』

　かつて振り払った声が、耳元で蘇よみがえった。指先が激しく震える。子供が腹の中で嘲あざけるような声を上げた。何かを訴えるように、赤子は腹を蹴って来る。

　僕は頭痛を堪こらえ、足早に牧原に近寄った。彼は気がつかず、笑い続けている。彼を見下ろす僕の目は、きっと虫けらでも見るように乾いていることだろう。自分でもそれに気がついていた。だが、今更止める気にはならない。




　そして、僕は握り締めた拳を振り下ろした。




　────────ガツンッ




　腕に痛みと衝撃が走った。牧原が目を見開き、僕を見る。ガラス窓を殴りつけた指が痛んだ。牧原が笑いの名残なごりを吐き出す。僕は彼の目を見て告げた。

「──────黙れ」

　彼は口をつぐんだ。乱暴に救急箱を手に取り、ガーゼと消毒薬、傷薬を取り出す。手早く治療すると、傷に染しみたのか牧原は悲鳴を上げた。それを無視して、指にも同様に包帯を巻く。頭に貼はったガーゼからは、早くも血が滲んでいた。治療された指を呆然と見る牧原に、僕は告げる。

「アンタが傷ついていれば治療するし、殺されると言うのならなんとかするために動いてやるさ……だがな、言っておく。人を殺した者はその償つぐないをするべきだ。アンタは一生を棒に振って、そのツケを支払うはめになる」

　そう、その枷かせはひどく重い。

　人を棺桶に入れたのならば、自らの墓穴をその横に掘ったのと同じだ。罪悪感を覚えない人間もいるだろう。だが、多くの人間はそこまで強くはない。

　そう───人間は決して、逃げ続けることなどできない。僕は身をもってそれを知っている。

　逃げられると、思う方が甘い。

「逃げられると、思うな」

　牧原は目を見開き、僕を見た。震えながら何かを言おうとする。それを無視して、僕はきびすを返した。繭墨は、既すでに興味が失せたらしく椅子に座っている。彼女は椅子を傾け、二本足でバランスを取った。

「人を殺した怨みに、怨まれる………ね」

　天井を仰ぎ、繭墨は言う。ヘッドドレスのリボンが垂れ下がり、黒くろ薔ば薇らが光った。

「殺された者が、殺した者を怨むのは当然のこと、か……怨まれていると認識している人間にとって、それは最も恐ろしいことさ」

　殺された怨みに人を殺そうとする。

　その怨みは、完全に晴れるまでたやすく続く。

　死に追いやられた人間の髑どく髏ろが、加害者が死ぬまで笑い続けたように。

「怨まれていると怯え続けるだけでも、彼にとっては十分すぎるほどの罰ばつだろうにね」

　海まで、せり上がって来るなんて。

　そう繭墨は囁いた。かくりと首を曲げ、続ける。

「彼をこの家から逃がしても同じだろう。海は、どこまでもやって来る」

「どうしますか、繭さん。あの『みさき』をどうにかすることはできるんですか？」

　尋ねると、背後から日傘も近寄って来る気配がした。

　繭墨は優しげとさえいえる微笑みを浮かべる。

「前にも言った通りさ。問答無用に食ってしまえばいい。再び殺してしまえば、それでおしまいだよ。都合のいいことに、あれは物理的な体を持っているんだからね」

　刃が立つだけ、幸運だよ。起き上がった死体は、切り刻んでしまえばいい。

「─────あとは、棺桶の蓋を閉じるだけさ。めでたし、めでたし」

　繭墨は、指の間にシェル型のチョコレートを載せた。口に放り込み、嚙み砕く。退屈そうに彼女は再び椅子を揺すった。日傘が低い声で言う。

「なぁ、繭子。アレが元人間だと承知の上で、うちの姫さんに食わせろと、そういうことか？」

「いいじゃないか。元人間さ。それは食人とは明確に違うよ」

　それで納得できるわけがない。日傘は顔をしかめた。灯は部屋の隅すみで膝を抱えている。まだ消耗が激しいのか、その目は虚ろだ。

　繭墨の言うことはある意味妥当だ。それが最も簡単な解決法でもある。

　だが、それを実行できるかどうかは別問題だ。

　しかし、他に方法があるかと問われれば、思いつかない。人を飲み込むために海が溢れたのならば、飲み込むまで退くことはないだろう。

「繭さん、コレが人を殺したが故の怨みならば、晴らす方法はあるんですか？」

「そうやって考えるから複雑になるのさ。コレは、アレを再び殺すか殺さないかの問題だよ。ただ、実は確認するべきかと思うことが一つあるのだけれどね───残念ながら、そこまでやる義理はボクにはない」

　繭墨は勢いをつけ立ち上がった。バランスを崩しかけた椅子は、ギリギリで元へ戻る。彼女はスカートを翻ひるがえし、宣言した。

「帰るよ、小田桐君──これは、日傘と灯君の依頼さ。ボクらはあくまでも観客だよ。そして、観劇は終わりだ。アレを殺せないのならば、放置しておけばいい。水位は徐々に上がり、彼を飲み込むだろう。この家から逃げても、海はきっと追いかけてくる。だが、そこまで待つ価値はない。解決にも興味はない。引き際にはちょうどいい頃合だよ。お暇いとまするとしようか」

　僕は目を見開いた。知人の依頼相手でも、繭墨は変わりない。彼女は自身の娯楽以外には興味がないのだ。

　だが、それはあまりにも非道なことだった。

「待って下さい、繭さんッ！　それで見捨てていいわけないでしょう？　ここまで関わっておいて………」

「ここまでと君は言うけれどもね、小田桐君。ボクらはほとんど何もしていないじゃないか。なんの役にも立っていないし、いなくなっても誰も困らない。そうじゃないのかい？」

「そう言いますが、貴方なら本当はどうにかできるんじゃないですかッ？」

　叫ぶように問いかける。だが、繭墨は返事をしなかった。そのまま階段を降り始める。その背中を、日傘が呼び止めた。

「繭子ッ！」

　繭墨は振りかえらないまま、足を止める。縋すがるような声が響いた。

「灯の能力では、これ以上何もできやしない……ですが、このまま放置するのは流石に無理です。人が一人、私共が見捨てたせいで死んだなどと……その事実に耐たえきれるほど、私共は悪人ではありません」

「なるほど、それならば他の異能者に回したまえ。自分で解けない難問は、こね回しても無駄だよ。人に渡せば、それから先何があっても、君達のせいじゃない。そして、なるべくなら善悪の判断のある者に渡すんだ。ボクみたいな人間は、役に立たないよ」

　穏やかな口調で繭墨は言う。日傘は右手を強く握り締めた。

「俺達の知り合いは……私共の知る異能者は、貴方だけです。繭墨殿……どうか、力をお貸しいただくことはできないでしょうか？」

　どうか、お願いします。

　日傘は深く頭を下げた。だが、彼の懇こん願がんに繭墨は応えない。階段を再び降りる彼女を、僕は慌あわてて追いかけた。遠ざかる背中に向かって呼びかける。

「繭さんッ、待って下さいよ、繭さん、僕はまだッ………」

　ここまで関わった依頼を放りだすわけにはいかない。

　なんとしてでも、止めなくてはならない。

　だが、繭墨は僕が追いつく前に立ち止まった。彼女は何故か、険けわしい眼差しで玄げん関かんの扉を睨んでいる。突然、彼女は手にした唐傘を一いつ閃せんさせた。鋭い音と共に唐傘が開き、薄暗い中に紅い華はなが咲く。

　彼女の目の前に、何かが貼ってあった。ちぎられた画用紙に、紅いクレヨンで文字が殴り書きされている。血のような塗と料りようを見ると、不安な気持ちを搔き立てられた。まるで子供が書いたかのような、読みにくい文字をなぞる。




　あるところに、一匹の■がおりました。

　■は、彼の住処に、人間の墓場を選びました。

　涙で濡れたその場所は、常に嘆きで満ち溢れておりました。

　嘆きとは、人々の絶望であり願望です。

　歌のような嘆きを聞き、■は思いつきました。







　人の死が嘆きと言うのなら、それを覆してみせましょう。







　■は、墓穴を掘り起こし、棺桶を打ち壊しました。

　中には蛆虫と朽ちた骨がありました。

　人の体はパンとワインでできています。

　しかし、人はパンとワインだけで、できているわけではありません。

　揃えられる材料は、致命的に足りません。

　欠けた材料をこね回し、■は人を作ってみることにしました。







　人を作るのは神様の所業です。

　ですが、神様はいません。

　それならば、人など作れません。







　だから、■は化け物を作りましたとさ。

　物語は、これでおしまいです。




　ビリッ




　繭墨は扉から紙を剝がした。紅い文字が目の前を過よぎり、繭墨の手の中に移る。唐傘の影の中、彼女は真剣な眼差しで紙を見つめた。

　そして、ゆっくりと口元を歪める。

　────────笑み？

「前言を撤てつ回かいしよう。依頼を受けるよ、小田桐君」

　繭墨は不意にそう宣言した。思わず息を飲む。この紙はなんなのか。一体、どういう意味を持っていたのか。だが、繭墨は応えない。彼女は紙を畳むとポシェットに仕舞い、僕に命じた。

「日傘の所に行って、依頼を受ける旨むねを伝えてもらえるかな、そして、ボクの事務所にある黒い袋を取って来て欲しい。必要な物が入っているからね───小田桐君。ボク達はこのままここから出るよ────確かめなければならないことがある」

　繭墨は、どうやら何も語る気がないらしい。応える気のない彼女には、何を問いかけても無駄だ。僕は諦めて、二階へ向かった。胸に沸き上がる不安を無理やり飲み込む。

　繭墨が考えを変え、依頼を受けることにした。

　それはきっと、僕にとっていい事ではないだろう。

　階段に足を掛けた瞬間、繭墨は僕に呼びかけた。

「そうそう、小田桐君。その時、牧原君にも聞こえるよう、こう言ってくれないかな」

　繭墨は、紅い唐傘に首を預あずけて笑う。

　そして、ゆっくりと言葉を吐いた。




「──────『みさき』に、会いに行ってくるとね」





　　　　＊　＊　＊






　牧原と美咲は、旅行先に近場を選んだらしい。彼らの宿は県内を出なかった。出発は既に午後二時を過ぎていたが、駅までタクシーを飛ばし、列車に飛び乗り西へ向かい二時間。再びタクシーを拾い、目的とするひなびた旅館に辿り着いた。近くにはリゾートホテルもあるが、わざわざこの場所を選択したのは、美咲の意思だったという。美咲は、地味な場所を好んだようだ。また、牧原が荒れていたため、人に注目される事を恐れていたらしい。

「美咲君は慰い安あん旅行のつもりだったんだろうけれどねぇ。残念ながら、これでは逆効果だよ」

　旅館を見上げ、繭墨は囁いた。経営者には悪いが、見ているだけで気分がめいる。汚れたままの外壁や、見える場所に放置されたゴミ袋を目にすると、客を迎える意思は薄いように思えてならない。

　友人に送信された美咲のメールには、牧原が到着後すぐ激げつ高こうした旨が書かれていたと言う。全ての手配を行った美咲を、痛つう烈れつに批ひ判はんしていたらしい。

　僕と繭墨は近くの海岸へ向かった。六月もまだ早く、海辺に人気はない。砂浜に足を取られながら、繭墨の背中を追う。貸しボート屋に向かうと、暇そうな店員が僕達を出迎えた。繭墨のゴシックロリータ姿に、目を見開きながら彼は頷く。

「あ、ああ。あの時の事故か。大変だったよ。直前に喧けん嘩かをしているのを見かけてね、印象に残っていたんだ。女の子は、怒鳴りつけられたわりに元気でね。まさかあんなことになるなんて、思いもしなかった。突然、男が海から駆け込んで来たんだけれど、取り乱していて、何を言っているのかすらわからなかったよ……いや、本当に、あの時は……えっ、場所はどこかって？　洞窟は立ち入り禁止だよ。まさか行くつもりじゃッ」

　バンッと高い音が鳴った。繭墨が鞄かばんから取り出した札束で机を叩く。彼女はにこやかに微笑み、猫に似た目を瞬かせた。数十分後、繭墨は洞窟の場所を聞き出し、ボートを借りる手はずを取りつけていた。話が進む間、外で待ち、壁にもたれて煙草を吸う。話が金銭的な力で進むのは久しぶりだ。吐き気がする程に平和だった。

　僕としてはなんの文句もない。

　煙草を揉もみ消けし準備をする。扉から出た繭墨が、すれ違いざまに囁いた。

「濡れるといけない。その袋に水着が入っているから、着替えておいで」

　ボート屋の店主に頼み、手洗いで着替える。水着だけで過ごすにはまだ肌寒い。上にシャツを着て外へ出る。繭墨はあの複雑な衣装をどんな早はや業わざで脱いだのか、既に着替えていた。ゴムボートの傍らで、唐傘を肩に載せ、澄すましている。

　─────のだが、その格かつ好こうがおかしい。

「────………繭さん、それは突っ込んだ方がいいんですか？」

　繭墨はスクール水着を着ていた。

　どこで手に入れたのか、胸の名な札ふだにはちゃんと名前まで書いてある。












「ふふん、ボクだって礼儀はわきまえているということさ。海やプールと言ったら、この格好はお約束の一つだというのに、なかなか着る機会もなくてね」

　長距離を、文句の一つもなく移動するとは珍しい。そう思っていたが、もしやこの格好をしたかったことも理由の一つなのか。

「ボクの私室で服を探していたら、何故かこれを見つけてね。いつ買ったのか全く覚えていないのだけれども、名前を記しるし、三カ月。ようやく日の目を見たよッ！」

「どうして、そういうよくわからない方向に、情熱を傾けるんですか……」

　我ながら疲れきっていると思う声で尋ねる。すると、繭墨は得意げに腕を組んだ。

「なんだいなんだい、小田桐君。素直に賛さん辞じを贈ってくれても構わないよ。清純好きの君ならば、この水着の良さもわかるだろう？」

「………きっぱりと言っておきますが、僕は水着ならビキニ派です」

　宣言し、ゴムボートを押し出す。繭墨に続いて乗りながら、前方の視界を確認した。右手に長く広がっている崖が目的地だ。周辺の波は穏やかで、激突の心配はないと言う。事故現場はそこを裏手に回り、少し隠れた場所にあるらしい。観光客は近寄らない場所だ。探検気分で足を向けさえしなければ、悲劇は起こらなかっただろう。

「なるほど、男らしく言いきったね……御当主にはそう連絡しておくよ」

　今、物凄く不吉なことを言われた気がする。だが、僕は無視してボートを進めた。ゴムの匂いと、塩しお辛からい風を感じながら先を急ぐ。太陽は夕暮れの紅色に滲み始めている。急がなければ危ないだろう。現在は潮位も低く、波も穏やかだが、時が経てば、波の位置も変わるはずだ。

　彼女は、そうして死んだのだから。

　水を浴あびながらも、軌道を修正して先を急ぐ。何せ、ゴムボートなど動かしたことがない。洞窟に辿り着く頃には腕が痺れ、全身が水で濡れていた。だが、繭墨のスクール水着は乾いたままだ。理不尽を覚えながら、中を覗き込む。

　壁際に開いた穴に、何本もの立ち入り禁止のロープが張り巡らされていた。完全に塞ふさぐことは、物理的に不可能だったのだろう。危険を促すのみに留めたらしい。持ち込んだ工具で幾本か切断し、間に体を滑り込ませる。繭墨の手を取り、中へと導いた。

　湿しめった岩肌が手に触れる。寒気が全身を這った。洞窟の中はひどく冷たい。水と生き物が腐敗したような濃厚な海の匂いがする。腰を屈めながら進むと、僅かに開けた場所に出た。足元には海水が残っているため、気を抜くと滑りかける。ここで、美咲は転んだのだろう。そして、牧原は助けを呼びに外へ出たが、間に合わなかった。

　洞窟の中は非常に狭せまく、この場所だけ季節が違うかのように寒い。薄暗い洞窟は、日が落ちれば、一切何も目に映らなくなるだろう。その中で、一人屈んで助けを待つのは、どれ程の恐怖なのだろうか。

『海』は徐々に上がって来ると言うのに。

　指先が、足が、腰が、水に包まれていく感覚は、食われるそれに似ている気がする。

　ここには、彼女の死の痕跡を残すものは何もない。

　だが、彼女の怨みは、牧原の元へと『海』を招まねいた。

　今生きている彼を、飲み込もうと。

「小田桐君………下がってくれるかな？」

　────────パンッ

　繭墨は唐傘を開いた。狭い空間全てに、血を連想させる紅色が広がる。

　洞窟の最奥には、人一人が座ることのできそうな窪くぼみがあった。足を怪我した美咲は、ここに座り、牧原を待っていたのではないだろうか。

　彼の帰りを、ただ一人で待ち続けたのだ。

　墓穴のように冷えた空気の中、繭墨は唐傘を回す。

　────────ぐるり

　紅色が回る。だが、風景にはなんの変化もない。

「……………？」

　人が一人、この場所で溺死した。その怨みは根深い。殺された彼女は、化け物となり、海を呼んだ。そして、彼女が溺死した場所がここだ。人の怨みは長くその場所に残る。悲劇の記憶は、惨さん劇げきの痕跡は、簡単に拭われはしない。それならば、ここにも『何か』が残っていなければおかしいのだ。

　そのはず、が。

　───────ぐるり

「………ない、ね」

　───────パチリ

　繭墨は唐傘を閉じ、囁いた。死者の記憶は再現されない。冷たく濡れた壁を見つめ、彼女は囁く。

「ここには、何もないよ」

　この場所には、何もない。

　繭墨の断定を聞き、僕は息を飲んだ。死んだ美咲は、牧原を深く怨んでいるはずだ。過去の事例が脳裏を掠める。髑髏の笑い声が響き渡る。人を深く怨んで死んだ彼らは、首吊り自殺をした木に確かな姿を残していた。

　──────だが、ここは『空』だ。

「どういう、ことですか」

「人の怨み辛つらみは長く残る。人の情が染みついた凄せい惨さんな光景は、その場に刻まれるんだ。まるで、刃で痕きずあとをつけたようにね、簡単に拭えはしないさ。それがないというのなら、理由は一つだけだ」

　繭墨は静かに首を振る。彼女はゆっくりと囁いた。




「彼女は、誰も怨んではいなかった」




　波音が耳を叩き、青ざめた薄闇が体を冷やす。僕は息を飲んだ。生きながら埋葬されるようなこの場所で、水に飲まれながら、誰も怨まずに死ねるものなのだろうか。

　そして、何よりも。

「それならば、あの人魚はなんですか、あれは……？」

「帰るよ─────小田桐君」

　繭墨はきびすを返した。闇が降り始めている洞窟から外へ出る。波音が耳を打った。潮風が体を撫でる。青さを失い、灰色に沈み始めている海を見ながら、繭墨は囁く。




「この海には───『人魚』はいない」




　海にゐるのは、

　あれは人魚ではないのです。

　海にゐるのは、

　あれは、浪ばかり。




　この海のどこにも、『人魚』はいない。

『人魚』は、あの家にしかいないのだ。





　　　　＊　＊　＊






　繭墨と共に電車に飛び乗った時には、既に日が暮れていた。髪にまとわりついた塩水が気持ち悪い。肌には乾いた塩分が残っていた。繭墨はさっきから黙ったままだ。僕は疑問を胸に抱え、電車に揺られ続けた。暗い車しや窓そうの向こうを眺め、思いを巡らせる。

　山村美咲は、誰も怨んでいなかった。

　それならば、あの『人魚』は誰なのか。

　都心部に戻り、再び地下鉄を乗り継いだ。タクシーを拾い、牧原の家に帰りついた時には、深夜を回っていた。一階には、海が満ちている時刻だろう。覚悟しながら、玄関のノブを摑む。だが、扉は動かなかった。押しても引いても、なんの反応もない。苦心する僕の背後で、繭墨は不意に囁いた。

「どきたまえ、小田桐君」

　繭墨に扉の前を開け渡す。彼女は唐傘を一閃し、開いた。紅色が鮮やかな円を描く。

　────────ぐるり

　────────ガ、チャ

　ドアノブが回転する。蛹さなぎが割れるような緩かん慢まんさで、扉は開いた。

　中から青色が溢れ出す。金色の光を内側に孕んだ水が溢れ出した。

　美しい、夏の海。

　ざ、ざざざざああああああああああああざ、あああああああああああ

　地面が一瞬黒く濡れ、直すぐに乾いた。開いた扉に向き直る。ガラスの壁に阻はばまれているかのように、水は一定量だけ外へ零れ、胸元で止まった。海面は緩ゆるやかに揺れている。青い水は、空を映しているかのように鮮やかだ。僕は思わず息を飲んだ。

　海が、増えている。

「何故、こんなに進行が早いんだ……？」

　呆然と呟くが、返事はない。突然、背後から繭墨に膝裏を蹴られた。たまらずその場に膝を突く。繭墨は真剣な眼差しで海を見つめ、囁いた。

「行くよ、小田桐君」

「運んで欲しいなら、口で言って下さいッ！」

　悪あく態たいをつきながら、繭墨を抱えるが、高さが足りない。結果、肩車をすることになった。落ちないよう、繭墨は強く僕の頭を摑む。

「パニエが邪魔だねぇ……落とさないように注意してくれたまえよ」

　落とした時どうなるのか。考えるのも怖い。

　青色の中へ足を進める。胸元から下が温かな水に包まれた。羊水を連想させる生温かさが纏まとわりつく。波に逆らい足を進めると、飛沫しぶきが顔にかかった。暗闇の中でも、海は真夏の青さを保っている。塩辛い水を飲み込む度、血を連想した。溺死する恐怖が脳裏を過る。足を滑らせれば、体勢を立て直す自信はない。

　彼女は、海に溺れて死んだのだ。

　床から慎重に足を持ち上げる。その瞬間、何かが肌に触れた。冷たく柔らかな肉が足の間をくぐり抜ける。足首に何かが絡まり、離れた。

　人間の、指だ。

　足がもつれた瞬間、髪を強く摑まれた。ガコンッと頭を後ろに引かれる。繭墨が冷たい目で僕を見降ろしていた。僕は無言で頷き、前を見つめる。

　海の中に、化け物とは違う形の何かがいた。

　何かが優ゆう雅がに、泳いでいる。

　───────チャポンッ

　階段灯の光を浴びながら、白い魚が海面から跳ね上がった。その全身はひどく異様だ。人間の指が、柔らかそうな腹部を突き破り、蠢いている。皮膜を破った眼球が、前へ大きくせり出していた。巨大な口が天井に向かって開く。人間の歯が光った。

　化け物は、海によりふさわしい形に変化している。

　一瞬見えた異様な姿は、音もなく水中に埋まい没ぼつした。だが、それは再び跳ね上がった。踊るように優雅に、魚は幾度も跳ねる。その姿を眺め、僕は気がついた。

　白い肉は、死肉の色だ。

　確かに、これは『人魚』だった。

　人と魚を足した化け物だ。

　魚は再び海に潜った。次の瞬間、青色が僕の喉元へ迫った。恐る恐る横を見ると、繭墨のブーツも水に浸かっている。魚が水面で踊る度、水かさが増え、青色が増す。

　魚が、海を呼んでいる。

　僕は強く床を蹴った。転ぶ恐怖を感じている暇はない。落ちかけた繭墨に強く髪を摑まれ、苦痛の声を飲み込んだ。水位は見る間に上昇していく。階段に飛びつき、手すりを摑んだ。顎に水が触れる中、腕の力で体を無理に引き上げる。繭墨は体を屈め、前へ飛び降りた。そのまま、僕達は階段を駆け上がった。扉を蹴り開けた瞬間、愕然とする。

　床は、薄らと青色に染まっていた。

　雨の降った後の地面のように、水が広がっている。

「少年ッ、繭子！　帰って来たのかッ！」

　叫ぶ日傘の足元に、灯がうずくまっていた。桜色のワンピースは水で濡れ、体に張りついている。長い髪から水が滴り落ちた。部屋は海の匂いに満たされている。その中で、牧原は頭を抱え座っていた。念仏めいた呟きが耳を満たす。

「みさきみさきみさきみさきみさきみさきみさきみさきみさきみさきみさきみさき」

　許しを乞うわけでもなく、恐怖を叫ぶわけでもなく、牧原は呟き続ける。

　床は、まるで青空を映しているかのように、薄青く染まっている。海は二階まで上がってきたらしい。日傘に視線を向けると、彼は頷いた。

「ああ、少年達がいなくなった後、急に海が迫って来たんだ。一度、二階まで飲まれて驚いたのなんのってな。灯様の獣で一階へ還しましたが、もう無理です。すみません」

　日傘は苦い表情でうつむいた。焦あせりながらも、彼の口調は二つのものが混在している。どちらが素すなのかわからない。それは、どこか異様だった。

　全く別の人間が、一つの台詞せりふを喋り分けているかのようだ。

　灯が薄らと目を開く。彼女はうわ言のように呟いた。

「大丈夫……大丈夫………まだ……いけ」

「馬鹿ッ！　馬鹿言うんじゃねぇ、馬鹿を……もう、止めて下さい、灯様。御無理は、どうか、もう無理はなさらずッ！」

　日傘は必死に灯を抱き止める。繭墨は興味ないのか、無言で机の上に座った。どうやら濡れるのを防ぐためらしい。チョコレートを齧る姿を、僕は呆然と見つめた。繭墨と共に海へ出かけた。だが、その答えは『無』だった。あそこには何もない。僕達は美咲には会えなかった。

　美咲は、誰も怨んでいなかった。彼女が死んだ海に、人魚はいない。

　────それならば、あの『人魚』はなんだと言うのだ。

　そして、何故。

「進行が早すぎる……今まで、『海』は一階に溜まっていたはずだッ！　何故、今日になって」

　昨日まで、海は一階に薄らと広がるだけだった。繭墨と半日家を空けている間に、こんな事態になるとは思いもよらなかった。

　一体何が起こったのか。

　ブシッと、背後で鈍い音が響いた。恐る恐る振り向くと、巨大な白い肉塊が扉に詰まっていた。白く肥大化した肉が、目の前でびくびくと脈打っている。血走った眼球が猛烈な勢いで回転し、顎の下に生えた手が歪に蠢いた。ガチガチと音を立て、巨大な歯が嚙み合わされる。扉と肉の隙間から、音を立てて海水がなだれ込んできた。

　日傘が片腕で灯を抱き締める。繭墨は無言で唐傘を差した。雨を避けるように飛沫を防ぎ、彼女は天井を仰ぐ。繭墨は動かない。困惑する僕に向かって、日傘は叫んだ。

「これはだな、少年………恐らくッ！」

　彼は一瞬息を飲んだ。ためらいながらも、先を続ける。

「────貴方が、牧原に美咲を殺したことを責めてから、起こった変化です」

　その瞬間、僕は気がついた。

　海にいるのは、あれは人魚ではない。

　海に、いるのは、ただ。

　滑る床を蹴って走る。魚は、扉へ無理に体をねじ込んだ。肉が圧あつ搾さくされ、血が零れる音が響く。それでも、魚は前進を止めない。海が激しく流れ込み、膝まで水位が上がってきた。青い水に手を突きながらも、僕は牧原の元へ辿り着く。彼はもう笑っていない。その目を見て、ゾッとする。

　黒く落ちくぼんだ目には、虚きよ無むだけがあった。

　彼は魚を見つめ、ぼんやりと囁く。

「………み、さ、き」

　その瞬間、魚が飛び出した。空中に白い巨体が躍り出る。勢いあまって、魚は壁にぶつかった。部屋が激しく揺れ、海が流れ込む。繭墨が机と共に浮き上がり、日傘と灯が波間に消えた。僕は牧原の肩を摑み、絶叫する。

「違う、そうじゃないッ！　そうじゃないんですッ！　牧原さんッ！」

　幾つもの言葉が脳裏を駆かけ廻まわる。かつて聞いたソレが耳元で反響した。

　殺した末に、怨まれる。その怨みはいつ果てるともしれない。彼女は誰も怨んでいない。あの海に人魚はいない。彼女が鬱陶しかった。だから、早く歩いてやった。

　そうだ、早く歩いただけなのだ。

　何故、そんなことに気づけなかった。

「美咲さんは、貴方を怨んでいなかった！　貴方は怨まれていない、貴方は憎まれてはいない！」

　背後で魚が奇声を上げる。それは、人間の限界を超えた声量だ。真後ろに魚の息を感じながら、僕は叫ぶ。

「コレを生み出しているのは、美咲さんを殺したと思っている貴方自身だッ！」

　─────沈黙が、降りた。

　ピチョンッと小さな水音が響く。

　その瞬間、何もかもが静止した。

　振り向くと、魚は空中で停止していた。海の奔ほん流りゆうも止まり、水位は腰の辺りで静まっている。鏡のような水面には、魚の影が映っていた。ぱしゃりと、水を叩く音が響く。繭墨はブーツとニーソックスを脱ぎ、素足で水面を叩いた。白い足が蒼い水を揺らす。繭墨は牧原へ笑いかけた。空っぽな表情をする彼に向かい、囁く。

「そうとも、美咲君は君を怨んでいなかった。この繭墨あざかが、人の怨みつらみを数多く見てきたボクが断言するよ。『君は怨まれてなんかいやしない』」

　彼女は優しく微笑んだ。まるで芝居の台詞をなぞるかのように、単調に続ける。

「──────『よかった、ね』」

　淡々とした響きを耳にした瞬間、牧原の頰を涙が流れた。大粒の涙が、次々に海へと落下する。同時に、魚の背に罅ひびが入った。肉が裂け、生皮が破れる嫌な音が響く。巨大な肉塊が、音もなく地面へ落ちた。露あらわになった内臓が、次々と海へ飲み込まれる。まるで深海へ繫がっているかのように、肉は海へと無音で沈んでいった。腸が、肺が、心臓が、脈打ちながら消えていく。そして、最後に一人の女性が吐き出された。

　彼女が水面に落ちると、パシャリと水飛沫が上がる。

　女性だけは、海へ飲み込まれることなく、その場に留まった。

　彼女は困惑した顔で口を開いた。だが、声が出ないらしい。まるで、陸に上がったばかりの人魚姫だ。彼女は喉を押さえ、必死に何かを叫ぶ。だが、その声は聞こえない。

　繭墨は背中を反らした。その足先から、蒼い水が滑り落ちる。

「……なるほど。『怨まれている』と思い込むことによって増大した恐怖と罪悪感が、『海から帰って来た何か』を作りだしていたんだね」

　他ひ人と事ごとのように繭墨は言い、震える女性に視線を向けた。冷たい目で彼女を見つめ、繭墨は続ける。

「けれども、何故あれほど具体的な形を取ったのかな？　そして───ここに残った、これはなんだい？」

　────────ざっ、ざざっ、ざざあん

　答えの代わりのように、海が揺れた。海は徐々に渦を巻き、退き始める。

　海を招いた『人魚』はもういないのだ。最早、『海』がこの場に留まる理由はない。

水が退くのに合わせ、もう一つ変化が起こった。女性の体が崩れ出す。砂浜が波によって削られるように、彼女の体は崩壊を始めた。彼女は自分の手を見て叫ぶ。だが、その悲鳴すら声にはならない。

　そう、『彼女』は海で死んだのだ。

　死んだ者は、還らなければならない。

　─────死者は、生き返らないのだから。

「………み、さき？」

　不意に牧原は囁き、立ち上がった。その目に涙が溢れ出す。彼の表情には、未いまだ狂気が満ち溢れていた。だが、それは今まで見たことがないほど、人間的なものだった。

　彼の顔には、愛情と悲しみが溢れている。

「美咲、みさき、みさきいいいいいいいいいいいいいいいいっ！」

　両腕を差し伸ばし、牧原は走り出す。止めようと伸ばした僕の手は空を切った。走り寄ろうとするが、何故か足が動かなくなる。海底から、何者かに足を摑まれているかのようだ。牧原は幾度も転びながら女性に近寄った。力の限り、彼女を抱き締める。

「………ごめんな、みさき、美咲……ごめんなぁ」

　その腕が美咲の背中に埋まっていく。崩れゆく肉に飲み込まれ、牧原の体はまるで同一化をするように溶け合い始めた。僕は目を見開く。変化に気づいていない彼の背中に向け、絶叫した。

「牧原さんッ、牧原さんッ！　美咲さんから、離れて下さいッ！」

　だが、牧原は振り向くことすらしない。彼はそっと彼女の髪を撫で、その首筋に顔を寄せた。涙が、崩壊する肌の上を滑り落ちていく。

「俺が、さぁ……俺がもっとゆっくり歩けばよかったんだよ。俺は、俺はいつも、いっつもさぁ、お前を、お前を邪魔にしてばっかで、お前にひどいことばっかして、サイテーで、ほんと、ほんっとサイテーでさぁ、でも、でもさぁ」

　彼は顔をぐしゃぐしゃに歪めた。涙と鼻水で顔を汚しながら、必死に続ける。

「それはお前が優しいからでさぁ。お前がどんなわがままだって、聞いてくれるからでさぁ。お前にさ、お前に、死んで欲しいだなんっ、て、俺はざぁっ、いっがいもさぁ、思ったこと、ながったんだよぉ。そんなことながっだんだよぉ。それなのにざぁ、おれのせいでさぁ、おまえはざぁっ」

　僕は強く唇を嚙み締めた。

　牧原は大声で泣き続ける。

　彼は美咲に縋られ、助けを呼びに出るのが遅れた。彼女の死後、彼はひどく取り乱していた。その二つの事実だけでもわかるはずだった。気づくべきだったのだ。だが、誰もそれに注目しなかった。警察の調査結果は事故だった。だが、知人間では牧原が美咲を殺したと噂うわさされていた。

　結果、牧原は、自身が彼女を殺したと思い込んだ。

　美咲は自分が殺したようなものだ。そう牧原は思い悩んでいたのだろう。その多大なストレスと罪悪感は、他人によって肯こう定ていされた。結果、牧原は恋人を殺したという自じ責せきの念に捕らわれてしまった。その枷は、ひどく重い。人を棺桶に入れたのならば、自分の墓穴をその横に掘ったのと同じことだ。罪悪感を覚えない人間は、少ない。




　人を殺した者は、殺されなければいけない。




　そのストレスが、化け物を産んだのだ。牧原は、自分は殺されなくてはならないと思い込んだ。さらに彼女に帰ってきて欲しいという願望が重なり、『人魚』が生まれた。

　彼女に、どうか『海』から帰って来て欲しい。

　だから、『美咲』は姿を変えた。

『海』で溺死することのない『魚』の形へ。

　だが、それに罪悪感が重なり、形を醜みにくく歪めたのだ。

「おれはざぁ、おまえど、おまえど、ずっど、ずっどいっしょにさぁ、おまえど、いっしょに、それなのに、おでは……おれはあああああああああああああああああっ！」

　牧原の叫びに、胸が引き裂かれるような思いがした。腹の中で子供が暴れる。彼の罪悪感が周囲に肯定され、補強されていくさまを思うと、吐き気すら覚えた。それは無実の人間の首に縄を掛け、徐々に締めていくことと同じだ。




「おれが、おまえを、おまえをおおおおおおおおおおおおおおおおおおッ！」




　そして、それを最後に肯定したのは────────。

『逃げられると、思うな』

　────────僕だった。




「牧原さんッ！　どうか、どうか戻って来てくださいッ！　牧原さんッ！」

　床に倒れ込み、海に浸かりながら手を伸ばす。だが、牧原の背中はあまりにも遠い。彼の体は美咲の体と溶け合い、砂のように崩れていく。僕は声を張り上げた。海が口へ流れ込み、腹が裂ける気配がする。だが、構っている暇はない。

「牧原さんッ！　貴方は、貴方にはまだ人生があるはずだ、死んだ者に捕らわれてはいけないッ、こっちへ、戻って来て下さいッ！　牧原さんッ！　どうかッ………」

　その瞬間、やっと声が届いた。牧原は、ゆっくりと振り向く。その目に、不意に正気の光が灯ともった。彼は異様な部屋の中を呆然と眺めた。海に濡れた床を、崩れゆく体を、腕の中の美咲を───そして、最後に僕を見る。

　彼はゆっくりと微笑んだ。牧原は美咲に向き直り、彼女を強く抱き締めた。




　そして強く、床を蹴る。

　青い海は音もなく、二人の体を受け止めた。




「牧原さああああああああああああああああああああああああんッ！」

　もう海面には何もいない。渦は激しさを増し、海は急速に退いていった。後には何も残らない。ただ、床に倒れ伏した僕だけがいた。灯を抱き締めた日傘が、恐る恐る目を開け、辺りを見回す。乾いた素足を撫で、繭墨は囁いた。




「『海にいるのは───あれは人魚ではないのです』」




　彼女は白い足を撫で、ポシェットから画用紙を取り出した。天井を仰ぐようにして眺める。

　それには、文字が増えているように見えた。以前見たときより長く続いている文面を目でなぞり、繭墨は薄く笑う。




　そしてそれを、強く握り潰した。







「『海にいるのは───あれは浪ばかり』」







　そして、もうここには海すらない。

　何一つとして、残ってはいなかった。









StoryⅡ






　墓場には、ある日新しい墓穴が増えました。

　棺かん桶おけの中は海の匂いに満みち溢あふれておりました。

　重い咎とがを背せ負おった男に、■は尋たずねかけました。







　恋人の死が嘆なげきと言うのなら、それを覆くつがえしてみせましょう。







　しかし、それには足りない材料が必要です。

　体のために一つ、魂たましいのために一つ。

　けれども、揃そろえられた材料は一つだけ。

　だから、化け物は人間にはなれませんでした。







　棺桶の蓋ふたは閉じられました。

　全ては海へと還かえっていきます。







　物語はこれでおしまいです。

　────────多分、ね。







　それでは、短いお話をしましょう。





　　　　＊　＊　＊






　青い海が渦うずを巻く。夏の海が、消えていく。

　海の中に、二人は音もなく飲み込まれる。伸ばした腕が空くうを切った。何も摑つかめないまま、僕は拳こぶしを握にぎり締しめる。大声で彼の名を呼んでも、もう届かない。




　そして、自分の絶叫で目が覚めた。




　あの日以来、眠れない日々が続いている。目覚めると、まるで海水を浴あびたかのように、全身が汗で濡ぬれていた。数時間の浅い眠りは、いつも決まって悪夢で覚める。

　だが、現実は至いたって平穏だ。

　どんな最悪な結末を迎えようと、依頼の終了は日常への帰還を意味する。

　事務所のソファーに座り、僕は寝不足の頭を振った。繭まゆ墨ずみはいつも通り、ソファーに寝ね転ころがっている。今日はシルエットの美しい、簡素な黒いドレスを着ていた。腰に結ばれたリボンが、足首まで流れている。

　リボンの絡からまった白い足が、上下に振られた。

「─────拭ふき掃除そうじ、やらないのかい？」

　尋ねられ、僕は視線を動かした。置いたままのバケツが、床の上で乾いている。部屋は再び重苦しい閉へい塞そく感かんで満ちていた。濁にごった甘い空気が漂ただよう。チョコレートの欠片かけらが、床に転がっているのが目に入った。

　だが、拭き掃除をする気力は湧わいてこない。

　こうして座っていても無意味だろう。そんなことは知っていた。だが、何をしようとしても気力が湧いてこない。掌てのひらを見つめ、顔を覆おおう。かけた言葉は、全て僕の独りよがりに過ぎなかった。伸ばした手は届かず、空を切った。

　僕がやったことは、人を絶望の底に叩たたき込こんだだけだ。

　何もしない方が、まだマシだっただろう。

「すみません…………やる気になれません」

「そうかい、それなら片付けてくれるかな？」

　あのまま置いておかれると、目ざわりだからね。

　繭墨は退たい屈くつそうに言い、うつ伏ぶせになった。寝転がった瞬間、その足が水すい槽そうを叩く。鈍にぶい音を立て、蓋が落ちた。中からゆっくりと、紅い金魚が舞いあがる。

　血でできた体が、柔らかく天てん井じようを漂った。

　その光景は、ひどく幻想的だ。

　宙を舞う魚を追い、視線を動かす。均きん整せいの取れた金魚の体は、あの歪いびつな魚とは全く違う。そう思った瞬間、頰ほおに何かが当たった。床にシェル型のチョコレートが転がる。顔を向けると、繭墨は不ふ機き嫌げんそうな表情で僕を見ていた。

「ぐちぐちぐちぐち、鬱うつ陶とうしいにもほどがあるよ、小お田だ桐ぎり君。でかい図ずう体たいをして、溜ため息いきばかり吐つくのは止やめたまえ。君はこの事務所にカビでも量産するつもりかい。いい加減、君は消費した酸素に謝るべきだね」

　無茶苦茶を言い、繭墨はチョコレートを乱暴に嚙かみ砕くだいた。

「今の君に、そうやって事務所にいられても邪じや魔まなだけさ。観葉植物じゃないんだから、座ったまま動かないでいられても困るよ。二酸化炭素を量産して何が楽しいんだい？　君を眺ながめていたってこっちは欠片も楽しくないんだから、呆ほうけていないで、いい加減仕事をしてくれないかな？」

「仕事を……ですか？」

　思わず尋ね返した。今は依頼もない。僕が動くべき用事など、何もないはずだ。すると、繭墨は大きな目を幾いく度どか瞬またたかせた。

「────アレ？　もしかして、言い忘れていたのかな？」

　嫌な予感がする。繭墨は時計と僕の顔を見比べた。再びチョコレートをつまみ、口に放り込む。吞のん気きに嚙み砕きながら、彼女は先を続けた。

「迎えに行って欲しい相手がいるんだよ。自力で辿たどりつけるようなら、待っているつもりだったんだけれどね。恐らく迷う気がするんだ。行かない方が逆に面倒そうだから、出かけて来てもらえるかな？」

　その相手とは誰だれなのか。繭墨は宙を見つめ、何度も頷うなずいている。詳細を問い返すのは面倒だった。諦あきらめ半分に、最も気になったことだけを尋ねる。

「その約束は、今日の何時ですか？」

「ん？　午後二時だよ？」




　現在は、午後一時三十分だ。

　僕は膝ひざを叩き、立ち上がった。
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　約束の時刻を超過していなかっただけ、繭墨にしては偉い。そう呟つぶやき、僕は無理やり苛いら立だちを鎮しずめた。金魚が逃げ出さないよう素早く扉とびらを閉じ、事務所を後にする。マンションを飛び出し、坂を勢いよく駆け降りた。途中、勢い余って誰かにぶつかる。小さく謝り、すれ違った。

「──────あれ、小田桐さん？」

　声をかけられた気がしたが、足を止める余裕はない。定期券を押し込み、地下鉄の階段を駆け降りた。発車寸前の車両に、ギリギリで滑すべり込こむ。痛む脇わき腹ばらを押さえ、僕は汗を拭ぬぐった。部屋で吞気に寝ている繭墨を思うと腹が立つ。だが、結果的にはよかったのかもしれない。忙しく動けば、それだけ気が紛まぎれる。

　忘れていいことではない。悔くやんでも仕方がないなどと、当事者である僕が口にしてはならない。だが、生きている限りは動き続けるしかなかった。

　僕があの部屋にいても、何も変わらない。

　何も、変えられない。

　深く溜息を吐き、僕は車内を見回した。近きん隣りんの大学は、現在講義中だ。電車内に人ひと気けは少ない。同時に飛び乗った人影が顔を上げる。僕はその顔を見て、絶句した。

「…………何な故ぜ、お前がここにいる？」

「いやー、さっき小田桐さんを呼び止めたのに無視されたので、追って来ました」

　整った顔立ちに、人ひと懐なつっこい笑みが浮かぶ。軽けい薄はくな金髪に囲まれた頰には、汗一つない。同じ距離を走ったはずだが、この違いはなんだろうか。

　─────嵯さ峨が雄ゆう介すけ。

　いつものことだが、コイツの出現は神しん出しゆつ鬼き没ぼつすぎる。

「お前、高校はいいのか？　何をサボって、繭さんのマンションに来てるんだ？」

「あっれー、前に話しませんでしたっけ？　ちょっと監かん視しの目が緩ゆるんだんで、通うのを止めたんですよ。教師のことは、そう嫌いじゃないんですけどねー。職務ちゃんと全まつとうしてる体育教師マジ偉いと言いますか。ただ、こっちにやる気がないのはどうしようもないんで」

　ひらひらと雄介は手を振った。僕が渋しぶい顔をするのを見て、笑いながら続ける。

「いいじゃないですか。ちょっとの間ですけど真ま面じ目めに通ってたの、小田桐さんだって知ってるでしょう？」

　僅わずかな期間真面目に通えば、それでいいという話ではない。

　継続は力なりだ。何事も中途半端に放りだすのはよくない。何よりも、現実的な話、高校をそう休んでいいはずがなかった。

「お前、いい加減にしないと留年するぞ」

「だから、前にも言った通り、俺おれはなんと、五月時点で留年確定ですから。通いたい時だけ通いますって」

　アハハッと明るく笑う雄介は、現実と学費を舐なめている。

　雄介は金銭的に苦く慮りよする必要のない人間だ。だが、それは決していいことではない。彼の生き方からは、常に投げやりな印象を受けた。嵯峨雄介は半なかば意図的に壊れている。生きる苦労をしないでいいのなら、生に対する執しゆう着ちやくも自然と薄くなるだろう。

　今の彼は、日々を食くい潰つぶしているだけだ。

「あまり、後こう輩はいに心配をかけるんじゃない。ほら、あの子……何て言った？　せっかく仲よくなったんだろう？　少しは学校へ通え」

「へっ？　あのちまいの？　あー、なんでか俺にくっついて来ますけどね。俺がいようといなかろうと、ちまいのには関係ないでしょーッ、友達ってわけじゃないですし。俺はいつでもオンリーでロンリーですしね」

　アハハハッと再び明るく雄介は手を振る。電車から降りる気配はない。どうやらついて来るつもりのようだが、何が面白いのか理解に苦しむ。溜息を飲み込み、僕は空あいている座席に座った。すると、雄介も当然のように隣となりに並んだ。

「で、どこ行くんですか小田桐さん？」

「どこに行こうが、お前はどうせついて来るつもりだろう？」

「まぁそうですねー。小田桐さんが走って電車に乗るなんて、どうせ繭墨さん絡みに決まってますから。小田桐さんって基本引きこもりですし」

　じゃなかったら、床掃除に命かけてますから。家から出ないでしょう？

　どうして、こいつはこうも無む駄だな勘かんが働くのか。

　だが反論するのも億おつ劫くうだった。僕は雄介を無視し、目を閉じる。

　待ち合わせの駅まで、まだ五つ以上あった。
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　繭墨のマンションの最寄り駅から、東へと電車を乗り継ぎ、下車する。地下鉄、新しん幹かん線せんに各種ＪＲ在来線の路線を有する奈な午ご駅えきは、この地方最大のターミナル駅だ。地下鉄を降りると、一度地上へ上がった。百貨店から溢れ出した人々が行ゆき交かう中を、雄介を伴ともない新幹線改札口へ急ぐ。だが、それらしき人影はない。繭墨には行けばわかると言われたが、人ごみの中に見知った顔はなかった。

　柱にもたれながら待つ。雄介は携帯音楽プレイヤーを取り出し、ロックを聞き始めた。僕はそのイヤホンに指を絡め、引っ張った。待ち合わせ相手が誰かは知らない。だが、雄介とは今のうちに別れておいた方がいいだろう。

「雄介、お前、本当にもう帰れ。何度も言っているが、無関係なことに首を突っ込むのは止めろ」

「いいじゃないですか、別に減るもんじゃなし。俺はいっつも退屈してるんですから。小田桐さん、繭墨さんにくっついていれば、結構楽しいことにも出会えますしね。気にせず、放置しておいて下さい」

　気にするなと言われても、それは不可能に近い。

　彼の背中では、相変わらずバットバッグが揺ゆれている。

　雄介は再びイヤホンをはめた。だが、僕の不機嫌を察さつしたらしい。彼は不意に辺りを見回し、自動販売機で視線を止めた。

「あっ、そうだ小田桐さん。よかったらジュースでも奢おごりますから、機嫌直してもらえませんかね？」

「……お前がか？　珍しいな」

　雄介は繭墨と同じく人の機嫌など気にしない、はずだ。

　思わず眉まゆをひそめると、彼はへらりと笑った。

「あっれー、もしかして、バレてませんでした？　いやー、この前、繭墨さんのとこに遊びに行ったんですけど、小田桐さんいなくって。冷蔵庫の中のウーロン茶、貰もらっちゃったんですよね」

「お前の仕し業わざだったのか返せ」

　繭墨は絶対に飲まないのに、おかしいとは思っていたのだ。

　雄介は、だから返しますってーと両手を振った。尻しりポケットから財さい布ふを取り出す。だが、中にはカードしか入っていない。

「…………あれー？」

「あれーじゃないだろう。飲んだ物は返せ。あと、財布にはチェーンを付けろ。無む造ぞう作さに尻ポケットに入れるな。盗ぬすまれたらどうする」

「小田桐さんって本当に、根こん底ていがおかんですよね……しかし、小こ銭ぜにがないんじゃ……困ったなーって、ん？」

　雄介は、不意に顔を上げた。その口元に凶悪な笑みが浮かぶ。突然、彼は弾はずむような足取りで歩き出し、改札口から出て来た誰かを捕ほ獲かくした。晴れやかな笑顔で小柄な人影の首を抱かかえる。人影はぶるぶると震ふるえながら財布を取り出した。雄介は小銭を受け取り、嬉うれしそうに戻って来る。

「いやー、お待たせしました小田桐さん、ッて、アダーッ！」

　僕は全力でその頭を殴なぐった。さらに左右から拳で挟はさみ、力を込める。

「カツアゲをするなカツアゲをッ！　今すぐ返して来い、うん………？」

　暴れる雄介を押さえ込み、顔を上げる。目の前でプルプルと震える人影と目が合った。口元をバンダナで隠したその顔には、見覚えがある。

「幸ゆき仁ひとッ？」

　思わず叫ぶと、彼は無言で頷いた。扇せん子すを取り出し、サラサラと筆を走らせる。

『繭墨殿に、呼ばれて参まいりました』

　その文字はひどく冷静だ。

　だが、その顔は、今にも泣き出しそうに真まっ赤かだった。





　　　　＊　＊　＊






「まさか、待ち合わせ相手がお前とは思わなかった。白しら雪ゆきさんは変わりないか？」

　幸仁はこくりと頷いた。その手には僕が雄介に奢らせた林りん檎ごジュースがある。幸仁は雄介に怯おびえた視線を走らせながらも、ジュースを口にした。

　彼が待ち合わせの相手だとは予想外だった。だが、僕が『顔を見ればわかる相手』など、極ごく少数に限られる。幸仁がその相手でも、なんらおかしなことはなかった。だが、言いようのない不安を覚える。

　水み無な瀬せ家けの事件は、終わったはずだ。

　神は生まれ、そして死んだ。

「幸仁……何故お前はここに来たんだ？　繭さんに呼ばれて来たって、その理由をお前は知っているのか？」

　幸仁は首を左右に振った。両手に林檎ジュースと扇子を持ち、途方にくれた顔をする。ジュースを受け取ってやると、彼は胸元から封筒を引き抜いた。達たつ筆ぴつな文字には見覚えがある。

　白雪からの書状だ。

　どうやら、彼はそれを繭墨の元へ届けに来たらしい。何故白雪は書状を書いたのか。不安は強くなるが、伝書役の彼に尋ねても仕方がない。

「わかった……遠路はるばる、よく来たな。繭さんに会ったらすぐ帰るのか？　食事をしていくようなら……そうだな。事務所には食材がないからな、駅弁くらい買っていくか。奢るぞ？」

　問いかけると、幸仁は気にしないでくれと手を振った。代わりに雄介が奢りですかと反応したので、殴っておく。幸仁は再び胸元を探った。彼の服装は黒いシャツに薄めの革かわジャケットと、現代的な代しろ物ものだ。わざわざ胸元に仕し舞まう意味はない気がする。忠告する前に、幸仁は封筒を取り出した。何かと中身を覗き込み、僕は思わず声を上げた。

「これは………」

「へーっ！」

　雄介も嬉しげな声を出す。中からは拙つたない絵えが出て来た。着物姿の少女が二人、手を繫つなぎ遊んでいる。白雪らしい女性がその様子を見守っていた。紙の隅すみは、たくさんの紅あかと黒の金魚で飾られている。絵には言葉が添えられていた。

　わたしたちは、げんきです。

「そうか………よかった」

「元気そうじゃないっすかー。いやこれはちょっと嬉しいなー」

　心の底からの安あん堵どを覚えた。雄介も声を弾ませる。僕は二人の少女の姿を思い浮かべた。金魚として育成された彼女達は、感情を表現する術すべを知らなかった。だが、今では文字も書けるらしい。




　更さら紗さと蝶ちよう尾びは、元気そうだった。
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「さってと、それじゃあ事務所に戻りますか。小田桐さーん、気まぐれで買ったのかわかりませんけど、棚たなにあったせんべいって、まだ残ってますか？」

「何故お前が仕し切きる。せんべいは、大家さんにお使いを頼まれて、持ち帰るのを忘れていたんだが………減っていたのは、お前の仕業か」

　雄介と馬鹿話をしながら、先を急ぐ。幸仁は人ひと混ごみが苦手なのか、不安そうに辺りを見回した。ツアー客の集団が誘導員を先頭に行きすぎると、震えて足を止める。振り向き、あまり離れるなと言おうとした時だった。

　不意に視線を感じた。

　誰かに見られている気配がする。

　思わず辺りを見回した。だが、該がい当とうする人物は見当たらない。立ち止まった僕の周囲を、人々は避よけて歩いて行く。雄介と幸仁が不審そうな顔をする。気のせいかと歩き出した瞬間だった。

　クンッと服の裾すそを引かれた。

　子供に引き止められたかのような、錯さつ覚かくを覚える。

　再び振り向くと、視界に柔らかな色合いが飛び込んできた。壁一面に貼はられたカメラの広告の前に、一人の少女が立っている。桜色のワンピースから、包帯の巻かれた手足が突き出していた。

　蜂はち蜜みつ色いろの目と視線が合う。

　彼女は無表情に僕を見ていた。

「────あの子、誰ですか。知り合いですか？」












　雄介に尋ねられ、応こたえようとした時だった。不意に彼女は目を閉じた。唇くちびるが音もなく言葉を紡ぐ。包帯に覆われた足が横へ傾かしいだ。




　糸が切れたかのように、灯はその場に崩くずれ落おちた。
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　僕は慌あわてて彼女に駆かけ寄よった。人混みがざわめく中、細い体を抱き起こす。彼女の顔を覗のぞき込こむと、大粒の汗が浮かんでいた。息は荒く、熱もあるようだ。

　どこか、休ませる場所はないだろうか。

　顔を上げ、辺りを見回す。再び流れ始めた人波の中、駅員を見つけた。声をかけようとした瞬間、肩に手を置かれる。雄介が隣に屈かがみ、首を横へ振った。

「─────見て下さいよ、小田桐さん」

　人差し指で、彼は床を指さした。視線を向け、思わず目を見開く。

　灯あかりの影は、人の形を保たもっていなかった。その輪りん郭かくは、飴あめ細ざい工くのように歪ゆがんでいる。

「っ……んっ……ん、んっ……」

　灯が苦く悶もんの声を上げる度たび、影は激しく波打った。歪な動きを見て、幸仁が息を飲む。

「─────ただの人間じゃないでしょう。コノ子」

　人目に触ふれさせない方が、いいと思いますけどね。

　雄介は真剣な声で囁ささやいた。僕は無言で頷き、灯を抱き上げた。この影の動きが知れれば、騒ぎになるだろう。誰かが駅員を呼ぶ前に、移動した方がいい。僕達は人混みを縫ぬいながら、出口へと向かった。

　駅の南出口から外にでると、小さな広場がある。中央の噴ふん水すいから、大量の鳩はとが飛び立った。スーツの上着を脱ぐと縁石に敷しき、灯を横たわらせる。汗ばむ額ひたいに触れると、熱が伝わってきた。

「雄介、飲み物を買ってきてくれるか？　水か、スポーツ飲料がいい」

「わかりました。行ってきますよ」

　財布を投げて頼むと、雄介は走り出した。灯は苦悶の声を漏もらし続けている。その影は、噴水の影と半ば同化しながらも揺らいでいた。不安定に影は蠢うごめいていたが、不意に動きを止めた。灯が目を開き、ぼんやりと囁く。

「ここは、ドコ？」

　蜂蜜色の瞳ひとみが僕を映した。金色に近い茶色の目には、涙が浮かんでいる。

　彼女は目を細め、囁いた。

「………ひがさ？」

　包帯に包まれた掌が、僕の頰を撫なでる。舌ったらずな口調で、彼女は言った。

「ちゃんと、いて、くれたの？」

　ありが、とう。

　どう応えればいいのだろうか。悩んだ末に、驚かせないようゆっくりと手を取る。すると、灯は不ふ審しん気げに目を細めた。

「─────ちがう？」

「お久しぶりです……覚えていますか？　小田桐です。小田桐、勤つとむです」

「…………おだぎり？」

　灯は不思議そうに首を傾げた。その目が徐じよ々じよに見開かれる。僕は慌あわてて先を続けた。

「覚えていませんか？　貴方あなたは駅で倒れたんです。それで、僕と、友人二人が、ここまで」

「知らない。わからない」

　灯は硬かたい声で言い、首を振った。長い髪が揺れる。彼女は僅かに震える声で、僕の名前を繰り返した。

「おだぎり、つとむ」

　不意に、灯は立ち上がろうとした。その足が崩れる。包帯の巻かれた足は、まだ小さく震えていた。繊せん細さいなミュールが痛々しく目に映る。彼女は立ち上がろうと必死に足を動かした。だが、力が入らないらしい。幸仁が右う往おう左さ往おうする中、ペットボトルを四本も抱え、雄介が戻って来た。呆あきれたような顔で彼は立ち止まる。

「なんで……なんで、立てないの？」

「この子なんで立てないんですか？」

「体が疲つかれているからだと思います。無理はしないでください」

　手を差し伸ばす。だが、彼女は音を立てて僕の手を叩いた。

　鳩が幾羽も飛び立つ。羽が舞い散り、噴水の中へ落ちた。掌に僅かな痛みが走る。灯は激しく顔を上げた。

　その顔は、何故か泣きそうに歪んでいる。

「ほうっておいて。知らない知らない知らない知らない。仲良くなんてしない。私は知らないの。あなたなんて知らないから」

　彼女は子供のように言い、噴水に手を突き立ち上がった。ずれたスーツが、半分以上水に浸かる。僕は慌ててそれを回収し、彼女の横に並んだ。灯は二、三歩歩き、その場にうずくまった。長い髪の先が地面につく。薄茶色のそれは、金色に輝いていた。

　小さな手が頭を抱える。涙がぱたぱたと地面を叩いた。

「───────かえりたい」

　大きな目から、涙が次々と零こぼれ落おちる。顔を歪め、彼女は訴えた。

「────ひがさのところに、かえりたい」

　ああああああああああん、あああああああああああん

　迷子の子供のように、灯は泣き出す。その影は再び揺らぎ始めていた。雄介は肩をすくめ、幸仁は無む闇やみにその場を歩き回る。周囲から視線を集めているが、彼女に気にする様子はない。僕はそっと細い肩に触れた。灯は拒きよ絶ぜつするように顔を伏せる。その背中に囁いた。

「仲良くしなくても構いません。ただ、貴方さえよければ、日ひ傘がささんの所まで連れて行きます。案内を頼めますか？」

「小田桐さん、それってマジですか？　相変わらずのお人よしっぷりですよね。そこまで行くと、いっそドＭですよ。本気ですか？」

　雄介が嘲あざけるように言う。僕は肩をすくめ、振り向いた。

「うるさい。お前は幸仁を連れて事務所へ戻れ。一人で歩くことすらできないのに、ほうっておくわけにはいかないだろう」

　濡れたスーツを投げ渡し、顎あごをしゃくる。名前を呼ばれ、幸仁は跳とび上あがった。僕は灯に背中を向け、座った。彼女は僕の意図を察したらしい。黙ったままだが、恐る恐る腕が伸びて来た。灯を背中に担かつぎ、立ち上がる。彼女の体は、予想よりも遙かに軽い。

　まるで人形のようだった。

「ああっ、もう、しゃーない。俺も付き合いますよ。小田桐さんだけじゃ、いつ体力が尽つきるかわかったもんじゃないですしね。そこの御お嬢じようさんにも、実は、結構興味ありますし」

　コツコツと、雄介は爪つま先さきで灯の影を叩いた。それは徐々に捩ねじれはじめている。確かに、僕一人では不安があった。だが、それでは幸仁の案内人がいない。すると、彼は素早く扇子を開いた。

『お付き合いします。どうか、お気になさらず』

　もしかして、雄介と二人きりになりたくないのかもしれない。

　話は決まった。灯を日傘の元へ送り届け、事務所に向かうことにする。灯の案内通りに私鉄へ向かい、切符を購入した。隣の市へと繫がる電車へ乗り込む。明るい車内は空すいていた。毛羽立ったシートに灯を横たえ、幸仁の扇子で扇あおぐ。彼女は疲れ果てたように目を閉じた。

　しばらくして、電車は走り出した。一駅目、二駅目と通過するが乗客はいない。不意に、降りる駅を聞いていなかったことを思い出した。

「灯さん、すみません………どこで降りれば………」

　その肩に触れた途端、灯の頭がガクリと落ちた。

　灯は、気を失っている。




　彼女の影は激しく歪み、軋きしんでいた。

　まるで、飛び降り自殺をした死体のように。
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「降りた方がいいですよ、コレ」

　コツコツと雄介は床を蹴けった。灯の影は、あまりにも歪な形に変形している。

　骨が全身から突き出し、激しく歪んでいた。

「きっと、なんとかしないとヤバイですよ」

　雄介の提案を受け、僕達は適当な駅で下車した。駅員の視線を避け、電車内から幸仁が発見した公園へと走る。先程、慌てて確認した限りでは、公園に人気はなかった。だが、中に駆け込むと、一人の少女が遊んでいた。

　真っ白なドレスが、金色の光を浴びて輝いている。

　五歳程度の女の子だ。豪ごう奢しやな服を着た彼女は、砂場で一人座っている。彼女は僕達の気配に気づいたのか、振り向いた。その顔に、無む邪じや気きな笑みが浮かぶ。

　僕は思わず息を飲んだ。

　少女は、純白のゴシックロリータのワンピースを身にまとっていた。

　その髪も、ヘッドドレスと同じように白い。無邪気な笑い声が響く。小さな両手に砂を摑んで撒まき散ちらし、彼女は僕達に向き直った。

　紅い目が瞬く。彼女は嬉しそうな笑みを浮かべる。

　そっと、スカートの裾をつまみ、少女は礼をした。

　どくりと僕の腹が激しく蠢いた。だが次の瞬間、噓うそのように静まる。

　目の前にいる少女は、どこか繭墨を思わせた。

「──────っ、ぐっ……んっ……」

　背後で、灯が苦悶の声を上げた。その瞬間、呪じゆ縛ばくが解ける。子供が公園で遊んでいる。ただそれだけだ。気にすることはない。心臓の鼓こ動どうを無理やり鎮め、木こ陰かげへ急ぐ。少女は笑いながら後ろをついて来た。完全に灯の影が木陰に隠れる。その瞬間だった。

「いっ、やああああああああああああああああああああああッ！」

　苦痛の声が増した。慌てて日向ひなたへ出ると、ベンチへ移動する。どうやら、影を隠すと、彼女の苦痛はさらに悪化するらしい。灯をベンチへ寝かせ、汗を拭った。すると、少女は不思議そうに首を傾げた。手を伸ばしてくるので、押しとどめる。

「こらっ、触っちゃ駄目だ……お父さんとお母さんは？」

「まーま？　ぱーぱ？」

　少女は首を傾げた。その言葉づかいはひどく幼い。しばらくして、彼女は首を左右に振った。

「いーない」

　それは、今傍そばにいないという意味だろうか。

　少女はにぃっと笑い、灯を覗き込んだ。白い額を、幾いく筋すじもの汗が伝い落ちる。苦悶の声が増した。それは遂ついに悲鳴となり、細い喉のどから溢れ出す。

「うっ、あっあ、あ、あ、あ、あ、あああああああああ」

「わっ……わわっ……」

　幸仁は目を見開き、後ずさった。灯の影は、完全に歪んでいる。限界まで捩よじれていた腕がさらに曲がり、首が真横に折れた。現実の彼女の体は変化していない。だが、影はさらに動いていく。

「あっ、ああああああああああああああああああああああああああああああ」

　激しく苦痛を訴える彼女を見て、僕は直感的に悟さとった。

　これは、きっと生命いのちに関わる事態だ。

「どうすればいいんだ……これは、どうすれば……」

「俺にはよくわかりませんけどね、異能者って奴は、結構こういう事態に陥おちいりやすそうじゃないですか？　何か対処法とかがあるんじゃないか、って思うんですけど」

　だが、それを彼女に尋ねることはできそうにない。灯は体を反そらせ、悲鳴を上げ続けている。見知らぬ少女は、笑顔を浮かべて彼女の様子を眺めていた。叫び続ける人間を実に楽しそうに見物している。その視線に、背筋に寒気が走るのを覚えた。

　少女は不意に、手を宙に掲かかげた。小さな右手の指が、ゆっくりと動く。

　狐きつねの形ができあがった。












「がおーっ」

　狐の口が、カパリと開く。それを見た瞬間、閃ひらめいた。僕は灯の手を取り、その指を無理やり動かした。狐の形を作り出し、地面に影を映す。次の瞬間、灯の影はぴたりと止まった。歪んでいた形が、元の人形を取り戻す。代かわりのように、手で作り出した影絵だけが動き出した。獣は顔を左右に動かし、辺りの匂いを嗅かぎはじめる。

　その横に、もう一匹獣が並んだ。一匹目の横に二匹目が、二匹目の横に三匹目が並ぶ。まるで腕が増えたかのように、次々と獣達は横に並んだ。

　ずらりと、六匹の獣が揃う。彼らは、カパリと同時に口を開いた。

　突然跳ね上がり、幸仁の影へと嚙みつく。

「ええええええええええええええええええええええええっ」

「えっ、なんですかソレーッ！」

「…………はッ？」

　思わず間の抜けた声が出た。幸仁は悲鳴を上げ、逃げ回る。雄介は腹を抱え爆笑した。ガブガブと獣達が幸仁の影を嚙む度、革ジャンに穴が開く。彼は慌ててそれを投げ捨てた。獣達は残された布に群がる。硬いはずの布が裂さけ、宙へ踊り上がった。

　引きちぎった獲物を、獣達は飲み込んでいく。

　そして、布は忽こつ然ぜんと虚こ空くうへ消えた。

「えっ、ええええええええっ！　ええええええええっ！」

　幸仁は泣きながら絶叫する。だが、獣達は容よう赦しやしない。彼らは再びカパリと口を開いた。その様子を見て、僕は気がつく。

　獣達は、飢うえているらしい。

「………なぁ、雄介これは」

「ハハハハハッ、笑い事じゃない気がひしひしとしますねぇ」

「い、いやああああああああああああああああああああッ！」

　幸仁は高い悲鳴を上げ、逃げ回った。その背中を、口を開閉しながら獣達が追う。幸仁は全速力で公園を横切り、木陰へと逃げ込んだ。影の中まで、獣達は入れないらしい。諦めたのか動きを止める。

「あっ、ずるい。ちくしょーっ、あのやろー」

「これは……非常に嫌な予感がするんだが」

　獣達は揃って空中の匂いを嗅いだ。そして、ぐるりと振り向き突進を始める。

　僕と雄介に向かって。

「わああああああああっ、やっぱりこうなるんじゃないですかー。幸仁お前逃げんなよばかやろおおおおおおおおおおおッ！」

「……………ッ！」

「小田桐さん無言で走り出さないで下さいッ！　ってか、アンタこういう時だけ足早ッ！」

　雄介の声を背に、全力で地面を蹴る。木陰に逃げ込むと、雄介も駆け込んできた。獣達は無念そうに口を動かし、灯の元へ戻っていく。公園には、横たわる彼女以外誰の姿もない。ふと横を見ると、白色の少女も木陰に並んでいた。

　彼女は無邪気に微笑ほほえむ。スカートの裾をつまみ、少女は再び礼をした。

「なんなんでしょうねぇ……この子」

　雄介は不思議そうに呟く。近所の子だろうか。それにしては変わっていた。

　立ち尽くしたまま、僕は公園の中を眺めた。青空の下、滑り台やブランコは日の光を浴び、輝いている。爽さわやかな風が頰を撫でた。幸仁が影を伝いにじり寄って来る。彼は雄介から距離を取りながら、上う手まく僕の背後に隠れた。

「これから、どうしましょうね」

「…………わからん」

　灯の悲鳴は収まっている。どうやら落ちついたらしいが、これからどうするべきかはわからない。獣達は消えることなく、灯の傍を蠢いている。溜息を吐いた時だった。

「…………えっ？」

　──────ドシュッ

　生々しい濡れた音が響いた。灯の細い手足から血が吹き出す。紅色が垂れ、ベンチを伝い落ちた。とろとろと、乾いた砂に濡れた色が触れる。

　平穏な光景の中で、それだけがひどく異様に目に映った。

　再び濡れた音が響く。呆ぼう然ぜんと、僕はその音が何かを理解した。

　牙きばが、肉に突き立つ音だ。

「わ、わ………わわっ」

「小田桐さん、ちょっ、アレ……」

「わかってるッ！」

　獣達は灯を襲っていた。創造主である彼女を嚙みちぎることは、流石さすがにしていない。だが、幾度もその肌に牙を立てている。その度、灯の手足が裂け、血が零れ落ちた。獣達は時折空を仰あおぎ、不満げに獲物を飲み込む仕し草ぐさをする。それを見て、僕は彼女の影が歪んでいた原因を悟った。

　獣達は、ひどく飢えているのだ。

　飢え、渇き、暴れている。

「待って下さい、小田桐さんッ！　アンタどうするつもりですかッ！」

　僕は一歩、木陰の外へ踏み出した。獣達が一斉に顔を上げる。肩を摑む雄介の手を振り払い、僕は言った。

「大丈夫だ、食われるつもりはない。流石に、人のためにそこまではできないからな。ただ影を引きつけるだけだ。体力が足りなくなったら戻って来るさ」

　宣言し、地面を蹴る。獣達は一斉に追い掛けて来た。僕はそれを避け、走り回った。滑り台の下をくぐり、ブランコを飛び越す。

　鬼ごっこを思い出した。六人の鬼達から、逃げ回っているような気分だ。

　しかも、彼らはとても速い。

「──────ッ！」

　腕を嚙まれ、僕は慌てて方向を変えた。六匹は基本的に同一の動きをしている。挟み撃ちにされないことはありがたいが、それでもすぐに息が荒くなった。部屋に閉じこもっていたことを後悔するが、今更遅い。脳裏で不満気な顔をする繭墨に向かって謝る。

　確かに、拭き掃除ばかりしているのはよくなかったですよ、繭さん。

　水拭きでは、体力はつかない。

　喉が笛のような音を立て始めた。限界を感じ、木陰へと走り込む。膝を突くと、汗が地面に落ち、染しみ込こんだ。振り向くと、獣達は諦めきれないのか辺りを動き回っていた。だが、六匹揃って灯の元へ戻って行く。

　顔を上げると、何故か雄介は半眼で僕を見つめていた。

　彼は無言で時計を指さす。それを見て、僕は絶望した。

　まだ数分しか、経過していない。

「あー、貸し一つってことで、いいっすか？」

「……………………すまん」

　雄介はウォーミングアップを開始する。

　そして、彼は軽やかに地面を蹴った。
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　雄介は、僕よりも遙かに運動能力に優れている。

　だが、人間は数秒しか全力疾しつ走そうすることはできない。緩かん急きゆうをつけながら走っても、限界がある。僕と雄介は交互に走ったが、時間は遅々として進まなかった。灯の影の暴走も収まらず、ずっとこのままかと不安になる。だが、幸仁が扇子を開き、それはないと断言した。

『恐らく能力の限界はあると思います。影の獣達は飢えているせいで暴走した。ならば、飢えを忘れるほど疲れ果てれば、主の影と同一化し、休もうとするはずです』

「それなら、テメェも走れやああああああああああああああああああッ！」

　直後、木陰から蹴り出された幸仁は、悲鳴を上げて逃げ回った。今は死にそうな顔で転がっている。白い少女は、楽しそうに僕達を見物していた。

　だが、僕達は全く楽しくない。

「もー無理です。もー……無理。なん、なんですか……アイツら……どんだけやれば……眠るん、すか……やべー………」

「無、理、だな………こ、れ以上は………もう無理だ………」

「……………」

　大の字になった幸仁は声すら上げない。励はげますように少女が僕の額を叩く。だが、もう一歩も動くことはできなかった。獣達は再び灯に群がり、口を開いている。

　一体どうすればいいのだろうか。見て見ぬふりなどできるわけがない。

　やはり、代わりに齧かじられるしかないのだろうか。

　彼女が傷つくよりは、マシな気分だろう。

　覚悟を決め、外に転がり出ようとした時だった。雄介に髪を引っ張られた。

「ちょっと、そこの……歩く体力すら、ない、人……なに考えてんだか、知りませんけど、ねぇ……過か剰じような、同情は本当、ぐふっ………止めといた方が……いいで、すよ」

「そうは言っても……だな……見て、られる……か」

　腹ばいで話していると、幸仁も転がって来た。彼は扇子を開き、何かを描く。

『やめときましょう』

「疲れてるのは、わかった……から、もう、ちょっと……言葉を尽くせってッ！」

　雄介が幸仁の頭を殴った。筆が地面に転がる。それを拾ってやろうとして、僕はふと思いついた。

「おい、雄介」

「なん、ですか……小田桐さん」

「あの獣達は……飢えてるんだよな」

「そーですねーッ、で、それがーッ！」

　ブチ切れた返答があった。僕は筆を眺め、次に幸仁を見る。雄介も幾度か瞬きをし、気づいたのかにやりと笑った。

　幸仁は、不安そうに僕達を交互に見つめる。

「つまり食料が」

「あれば、いいわけですよね？」

　幸仁の顔が蒼白になった。

　逃げようとする彼の肩を、僕と雄介は同時に摑んだ。
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　震える筆先が砂すな地ちに触れる。たっぷりと含まれた墨すみが、地面へと染み込んだ。幸仁が筆を動かすと、細かな砂が毛に食い込む。ざらざらと音が鳴り、擦すれた文字が刻まれた。




『蛙かえる』




　文字が変形を始めた。端はしが溶け、蛙の脚あしが生え、体ができあがる。薄うす墨ずみで作られた蛙が地面から飛び出した。乾いた砂地を跳ねていく。

　描いた文字が具現化する水無瀬家の能力は、いつ見ても見事だ。

　獣達が蛙の周囲に集まり始めた。蛙が跳ね跳んだ瞬間、一匹が口を開き、その影を飲み込んだ。同時に蛙の姿が消える。獣は宙を仰ぎ、幾度か咀そ嚼しやくを繰り返した。

「………最初から、こうすればよかったですね」

「まあ、な。気がつくのが遅かったな」

　幸仁は涙目で蛙を描いている。一度は本気で暴れられたが、思いつきを説明すると、大人しく引き受けてくれた。今では、懸けん命めいに動かしにくい筆を走らせている。逃げ出そうとしたのが噓のようだ。

　もしかして、餌えさにされるとでも、思っていたのかもしれない。

　獣達は、蛙が跳ねる度、飲み込んでいく。これで、全ては上手くいくはずだった。だが、目もく論ろ見みはあまりにも甘すぎた。

　蛙の数が、圧倒的に足りない。

　獣は六匹いる。だが、一度に生み出せる蛙は一匹だけだ。筆に砂が食い込み、速度も落ちていく。だが、木陰の範囲内で砂地の他に、『蛙』と描けそうな場所はない。

　獣達は不意に二派にわかれた。三匹がこの場に残り、三匹は灯の元へ向かう。

　何をしに行くのかは、明白だった。

「知能がないはずじゃないのか、なんで急に」

「知能じゃないっすよ。ただ単に腹が空いたから、戻るんでしょう……手近に齧るもんがあるから、そっちに向かったってわけだ」

　雄介は苦々しげに吐き捨てた。幸仁は必死に腕を動かすが、その速度は明らかに落ちている。蛙では埒らちが明かない。獣が一口で飲み干せるサイズでは、意味がなかった。

「他の生き物は呼び出せないのか？　もっと、大きな……鳥や、犬がいい。自分から逃げ回れる動物なら、時間稼ぎになる」

　尋ねると、幸仁は扇子を広げた。毛先の荒れた筆で、文字を描こうとする。だが、読める文字を描くことができず、口を開いた。

「修行、不足で……蛙、くらい、しか」

「アンタ、あの事件の後、修行しなかったんですかッ！　山やま籠ごもりとかくらいしてくださいよ。滝に打たれたりとかッ！」

「無茶を言うな雄介。こんなことになると誰が予想した。あと、お前の修行の定義はおかしい」

「そこを突っ込む場合でもないでしょうッ！」

　獣達は再び灯に群むらがる。数が減ったとはいえ、彼らが牙をもつ事実に変わりはない。生々しい音が耳を打ち、紅色が零れた。

　また走り出すしかないのか。そう覚悟を決めた時だった。

「あっ───────────いたわ。早いの」

　雄介が突然呟いた。彼は何故か、呆然と目を見開いている。自分自身の発想に驚いているらしい。僕と幸仁は顔を見合わせた。幸仁は、不思議そうに瞬きを繰り返している。

「幸仁、お前、蛙の他に何か描けるのか？」

「……………ッ」

　ふるふると、幸仁は首を左右に振った。その肩を、雄介が強く摑む。幸仁は小さく悲鳴を上げた。彼の体を容よう赦しやなくガクガクと揺さぶり、雄介は叫んだ。

「そうそうそうそう、もう一つ呼べるものがあるじゃないっすか！」

　僕は水無瀬家の事件を思い返した。鷹たか、猿さる、豹ひよう、虎とら、龍りゆう。あの場所で様々な獣を見た。だが、幸仁が描いていたものなど他に記憶に………。

「…………あっ」

　────────あった。

　だが、果たしてそれは呼び出してもいいものなのか。

「………いいのか、本当に」

「だって、それしかないじゃないですか」

　僕達は顔を突き合わせ、話し合う。

　幸仁は、不安そうに筆を握り締めた。
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　毛先から砂を丁てい寧ねいに取り除き、整える。墨を大量に含ませた筆先を、幸仁は空中で止めた。滴したたり落おちた墨が、黒く痕あとを残す。幸仁は一度宙を仰ぎ、息を止めた。真剣な眼まな差ざしで目の前の砂地を見つめる。次の瞬間、彼は筆先をそこに付け、激しく動かした。荒く、それでいて丁寧に、彼は筆を走らせる。

　最後の棒を引き下ろし、幸仁は筆をゆっくりと離した。

　完成した字を見つめ、彼は大きく息を吐はく。

　白く乾いた砂の上には、堂々と一つの文字が躍おどっていた。




『神』




　僕達は息を詰めて、それを見つめた。不意に『神』は蠢きだした。砂が、風もないのに音を立てて流れ出す。『神』は今にも変化を始めようとするかのように、震え始めた。

　その動きは、以前見たものよりも遙かに激しい。

　地面が、字の形に合わせ陥かん没ぼつしていく。曼まん荼だ羅らを描えがくように、周囲の砂が蠢き始めた。震えは強さを増し、字は激しく蠢き……。

　ベリッと地面から剝はがれた。

　そのまま、とことこと歩き出す。

「あっ、あれだけ真剣に描いておいて………」

「すがすがしいほど、進歩していないな」

　幸仁は真っ赤な顔を押さえ、悶もん絶ぜつした。恥ずかしくて仕方がないらしい。『神』は堂々と地面に降り立った。公園の穏やかな光景の中、その姿は異様にも程がある。

　その足元には、ちゃんと『神』の形の影ができていた。

「これ、繭墨さんにも見せたかったですねぇ……」

「絶叫するだろうな……恐らく」

　繭墨は、彼女の理解の範はん疇ちゆうを超えた変な生き物が大の苦手らしい。今の光景を見せれば、滅めつ多たに聞けない本気の絶叫を耳にすることができるだろう。

　別に、聞きたいとは思わないが。

　獣達は顔を上げ、動き出した。だが、警戒しているのか、辺りの匂いを嗅ぎ回っている。『神』は迫る危険に気がつかない。二本の足で堂々と立ったままだ。不意に、一匹の獣が口を開け、『神』に飛びかかった。

　次の瞬間、嚙みつかれた『神』は駆け出した。獣達を振り払い、全力疾走を開始する。『神』は滑り台を駆けあがり滑り降り、砂場を駆けまわった。ブランコに飛び乗り、何故か数回揺らす余裕すら見せる。駆け回るその足元には、砂すな埃ぼこりが舞っていた。

　呆然と、僕達は呟く。

「はええ…………」

「早いな……『神』」

「流石ですね、『神』」

「腐っても『神』か………」

　幸仁は真っ赤になり、ますます体を縮ちぢめた。『神』は獣達を引き離し走り続ける。やがて、『神』と獣達の距離は開き始めた。獣達は動きを止め、灯の元へと戻って行く。また嚙みつくのではないかと身構えた時、突然、狐の形がほどけた。六つの掌の形が重なり、灯の本来の手の位置へと戻る。そのまま、獣達は沈黙した。

　どうやら、終わったらしい。

　だが、『神』はまだ公園を走り回っていた。

「どうしましょう………アレ」

「いや、ほうっておくしかないだろう」

　一人でフィーバーを続ける『神』を尻目に、灯に近寄る。彼女は、ぼんやりと蜂蜜色の目を開いた。僕を見つめ、首を傾げる。

　まるで夢見るような眼差しだ。

「─────ありがとう」

　また、日傘と勘違いしているのだろうか。そう思った瞬間、彼女は続けた。

「おだぎりさん。あと、みんな」

「えっ？」

「へっ、俺ら？」

　ハンカチで彼女の傷口を押さえる。彼女は大人しく腕を上げ、囁いた。

「ずっと起きてた。ずっとこわかった。ずっとずっと見てた」

　大きな目が僅かに細められた。彼女はどうやら笑ったらしい。

　ぎこちない笑みを浮かべ、彼女は言う。

「だから、ありがとう。すごくすごく、ありがとう」

　どう答えればいいかわからず、僕達は思わず顔を見合わせた。雄介は無邪気に笑い、幸仁は真っ赤な顔をする。大したことはしていない。そう答えようと向き直ると、灯は目を閉じていた。

「─────ごめんなさい」

　何故、謝るのか。

　彼女は震える手で、僕の腕に触れた。嚙まれた傷口を指先が撫でる。彼女は辛つらそうに顔を伏せた。

「ほんとに、ほんとに、ごめんなさい」

　謝る彼女に、何か言おうと口を開く。その瞬間だった。

「ああああああああああああああああああああああああああっ！」

　雄介が絶叫した。一体何事かと振り向く。

『神』が公園から外へと走り出していた。

　砂埃を連れ、『神』は遠くへと走り去る。一体どこへ行くつもりなのだろうか。その背中にはあまりにも迷いがない。真っ直ぐに真っ直ぐに、ひたすら自由に『神』は走り去る。呆然と、僕達はその後ろ姿を見送った。




　恐ろしい速度で走り去る『神』の背中は、どこか輝いて見えた。
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「────灯ッ！」

　日傘が叫び声をあげた。車で捜そう索さくに出ていたのだろうか、彼は扉を閉じ駆け寄って来る。ひらりと、僕の背中で灯が手を挙あげた。あれから再び電車を乗り継ぎ、最寄り駅からタクシーを使って近くまで来た。複雑な道のりは灯が指示し、途中から歩いて来たのだ。体力の尽きた背に、灯を背負っての道中は辛かった。

　だが、その苦労も遂に終わりのようだ。

「灯様、どうして黙ってお出かけになったのですかッ！　こんな、こんなに傷つかれて。私が、私がどれほどに心配したのか、貴方様におわかりになりますかッ？」

「ごめんなさい。ひがさ」

「何故、貴方様はそうやっていつも…全てのことは、この私にお任せ下され、ば……」

　語尾が徐々に小さくなり、消えた。日傘は正気に返ったような目で僕達を見た。彼の口調に雄介が目を丸くし、口笛を吹く。日傘は誤ご魔ま化かすように頰を搔かいた。

「あっ、あーっ……悪かったな、少年……ほんっとうにすまんッ！　灯は気になることがあると、な。突然外に出ることがあるんだ。迷めい惑わくをかけちまって、本当にすまない。申し訳ないことをした。お前が、お前達がいてくれて、本当に助かったよ……あー」

　灯は日傘の腕に縋すがり、地面に立った。日傘はためらうように視線を左右に向ける。だが、突然意を決したように、僕達に向き直った。

　表情を変え、彼は深々と頭を下げた。

「ありがとうございました。灯様を救って下さった御ご恩おん。忘れはしません」

　真剣な眼差しで言い、彼は顔を上げた。一転して、明るく言う。

「それじゃあ、悪い。灯の怪け我がの治療もしなけりゃならんから、ここで、な。送ってやれなくてすまない。礼はまた後で届けるよ。繭子にも、よろしく言っておいてくれ」

「いえ、お気づかいなく。勝手にやったことですから。灯さん、どうか、お大事に」

「俺は腹すいてるんですけどね腹ーっイデッ！」

　雄介の足を踏みつけ、笑顔で手を振る。灯は日傘にもたれかかり、目を閉じていた。だが、薄うつすらと目を開いて言う。

「さよ、なら」

　ひらりと彼女は手を振ってくれる。

　その笑顔を見られただけでも、十分だった。

　十分に報われたと、そう、思った。
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「小田桐さんはねー、お人よしすぎるんですよー。Ｍでしょ、Ｍ。または草食系男子」

「お前は、色々と定義を間違えて覚えていないか？　幸仁も疲れただろう。すまなかったな、ただでさえ長距離を移動した後なのに」

「…………ッ！」

　幸仁は激しく首を左右に振った。どうやら、気にするなと言ってくれているらしい。夕暮れに染まった道を三人で歩く。タクシーを待たせておけばよかったのだが、伝えるのを忘れてしまった。無事拾えるまで、後何分歩けばいいだろうか。

　体は疲れきっていた。だが、気分は悪くない。

　巻き込んでしまった二人には迷惑をかけたが、陰いん鬱うつな気分は大だい分ぶ治まっていた。暗く染まり始めた空を見上げる。一瞬、潮しお騒さいが耳を撫でた気がした。ずっと浸つかっていたはずのその幻聴は、どこか遠い。そのことに、愕がく然ぜんとする。

　夏の海が遠い。数日前の光景が、ひどく昔のことのように思える。

　僕がしたことを忘れていいわけがない。考えても仕方がないなどと、口にしてはならない。そんなことはわかっている。それでも、過去を踏みつけるようにして生き続けるしかなかった。

　掌を強く握り締める。結局、今日のことは全て僕の自己満足に過ぎない。灯のために走り続けたのも、少しでも罪悪感から逃れたかった僕のエゴだ。それでも、大丈夫だと信じたかった。何が、とは自問しない。ただ、大丈夫だと繰り返す。

　まだ、大丈夫だ。

　まだ、何かをすることで誰かのためになれる。

「で、小田桐さん。貸しその一についてなんですけど？」

「とりあえず、今日は飯を奢る。僕の予算の範囲内になるがな、好きな物を頼んでいいぞ。だが、貸しは別だ、な……また別の時にでも返させてくれ」

「まじですか？　いいんすかそれで？　でも、小田桐さんの予算って言うと牛丼とかじゃないですか？　せめてファミレスくらいには行きましょうよ、ファミレス！」

「お前な、心配するな、たまには……いや、財布の中身を確かめる、ちょっと待て」

「………………？」

　その時、傍そばをバイクが音を立てて走り去った。粗あらく舗ほ装そうされた道路に、砂埃が起こる。ある物を連想し、僕達は思わず顔を見合わせた。

「アレ………どうしましょう。白雪さんでしたっけ。バレたら」

「─────ッ！」

　幸仁の顔から、一瞬で血の気が退ひいた。それだけで、どうなるかはたやすく予想がつく。僕達は再び顔を見合わせた。

　結論は、やはり一つしかない。

「黙っておくしか、ないんじゃないか」

「そーですよね！　害なさそうですし！　アレが原因で生態系が崩れるとかねーッ、そんなことないと思いますしーッ！」

「……………ッ！」

　雄介がうるさく賛同し、幸仁が激しく頷く。黙っておくのは気が進まない。だが、白雪の姿を思い浮かべると、嫌な予感しかしなかった。

　水無瀬家の能力で変な生き物を作り、うっかり逃がしました。

　素直に報告でもしたら、生きて帰れない気がする。

「さーって、それじゃー肉食いましょうか肉ーッ！」

「安い焼肉屋くらいなら行けそうだぞ。銀行に行っていてよかった。幸仁、お前肉は好きか？」

「………………はいッ！」

　財布の中身は一気に減るだろうが、たまには外食をするのも悪くない。マンションの中に閉じこもっているよりはいいはずだ。

　悲しんで悔やんで、そして────どうなる。

　どうしようも、ない。

　焼き肉屋を探す雄介と幸仁の背中を眺める。こうしていれば、二人とも普通の少年だ。せっかくの機会だ。奮ふん発ぱつして喜ばせてやろう。そう思った時、ふと気になった。

　そういえばあの白い子供は。

　気がつけば、いなくなっていた。

「小田桐さーん。タクシーありましたー！　事務所の前に焼き肉屋ですよねー」

「そこは、事務所に行ってからの方がよくないか？」

　手を挙げ、タクシーを止める雄介に応える。大騒ぎする二人の横で、あの子供は帰れたのだろうかと心配になった。だが、きっと近所の子だろう。僕は、最後に白い姿を思い描き、そして。







　─────あっさりと、忘れた。









StoryⅢ






　墓場には、ある日新しい墓穴が増えました。

　棺かん桶おけの中は血の匂いに満みち溢あふれておりました。

　苦しい罪を背せ負おった少女に、■は尋たずねかけました。







　友達の死が嘆なげきと言うのなら、それを覆くつがえしてみせましょう。







　しかし、それには足りない材料が必要です。

　体のために一つ、魂たましいのために一つ。

　少女は材料を揃そろえようとしました。

　誰だれよりも誰よりも、大切な友達のためならば。

　彼女はどんなことでもできたのです。







　そう、どんなことでも、ね。
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　チョコレートで作られた兵隊が、銃じゆうを掲かかげ一列に並ぶ。

　十二人の隊列に、繭まゆ墨ずみは無む造ぞう作さに指を伸ばした。精せい緻ちな造りをしたそれらは、一体一体表情が違う。しかめっ面をした隊長を、繭墨はつまみ上げ、口へ含んだ。

　─────カリッ

　小さな頭を嚙かみ砕くだき、彼女は天てん井じようを仰あおぐ。首を奪われた体は、堂々と銃を掲げたままだ。悪趣味な光景を横目に、僕は手にしたカップを運んだ。

「繭さん、ホットチョコレートできあがりましたよ」

「ん？　ああ、ありがとう。そこに置いてもらえるかな？」

　繭墨は残りを嚙み砕き、次の一体を手に取った。十二人の兵隊が、次々と彼女の口の中へ消えていく。足を、首を、腕をもぎ取られ、一軍隊は全滅した。繭墨は次の箱を開く。

　中には、十二人のピエロが並んでいた。

　手にボールやピンを掲げ、彼らは沈ちん黙もくしている。

「………繭さん、さっきからそのチョコレートは一体なんなんですか？」

「これかい？　なかなか面おも白しろいだろう？　たまには、新しい物でも買おうと思ってね。数種類まとめて揃えてみたのさ。ただ、味は硬かたいだけのミルクチョコレートだよ。正直、少し後悔しているかな……嚙み折りにくくっていけないからね」

　─────パキンッ

　満面の笑顔を浮かべたまま、ピエロの首が折れた。凄せい惨さんな光景だが、繭墨に特別な意図はないらしい。彼女にとって、チョコレートは単なる食しよく糧りようだ。それ以外の価値はない。

　人の臓ぞう器きの形をしていても、ためらわずに食べるだろう。

「……繭さん、幸ゆき仁ひととは何を話したんですか？」

　悪趣味な想像を振り払い、僕は気になっていたことを尋ねた。幸仁は繭墨と会談後、手て土産みやげの箱を抱え帰宅した。白しら雪ゆきの書状が繭墨のみに宛あてた物なら、僕は居い合あわせるべきではない。そう思い、僕は同席を見合わせた。

　そのため僕は、二人が何を話したのか知らない。

「ああ、少し気になることがあってね。別に、わざわざ来てもらう必要はなかったんだよ。ただ、水み無な瀬せ家けには電話がないからね。使者を介かいするしかなかった。まったくもって、面めん倒どうな話さ」

　電話もテレビもパソコンもないんだよ。今どき信じられるかい？

　繭墨は肩をすくめ、ホットチョコレートを啜すすった。牛乳を多めにしたことに気づいたのか、不満気な顔をする。彼女は泣き顔のピエロをつまみ、カップに浸ひたした。

　足を持ち、くるくると回しながら続ける。

「彼とは─────『神』について話をしたんだよ」

　全力で走り去る『神』の姿を思い出した。

　記憶の中で、妙みように堂々とした背中が遠ざかって行く。

「ん？　どうかしたのかい、小お田だ桐ぎり君？　猫の口に放り込まれたハムスターのような顔をしているよ？」

「一体どんな顔ですか。見たことがあるんですか」

　言い返しながら、僕は顔を逸そらせた。自分でも若じやつ干かん頰ほおが引ひき攣つっているのがわかる。『神』について何を話したのか。問いかけたいが、まともな表情ができそうにない。

　走り去った『神』のその後は、なるべく考えないようにしていた。

　増ぞう殖しよくでもしていた日には、一体どうすればいいのか。

　繭墨は、怪あやしそうに僕の顔を覗のぞき込こんだ。何を察さつしたのか、その顔が愉ゆ快かいそうに歪ゆがむ。その寸前だった。

　チャイムの音が軽かろやかに鳴なり響ひびいた。

　事務所には来客など滅めつ多たにない。新しい依頼かと、思わず体を強こわ張ばらせる。繭墨は机にカップを置いた。

　甘い香りを放つ水面からは、ピエロの足が突き出している。

「─────小田桐君、行ってもらえるかな？」

　笑顔で促うながされ、僕は玄げん関かんへ向かった。ただの宅配便の可能性もある。ドアノブを摑つかみながら、祈るように思った。

　目を閉じれば、今でも青く輝く波が蘇よみがえる。

　新しい依頼など、できれば受けたくない。

「少年、繭子！　開けてくれないか？　おいさん、ちょっと腕と腰が限界だ！」

　聞き覚えのある声が響いた。僕は思わず目を見開く。

「日ひ傘がささん？」

　ドアノブを摑み、素早く開ける。扉とびらの向こうには、日傘がいた。

　彼は馬鹿馬鹿しいほど、巨大な箱を持っていた。
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「えーっと、まず蟹かにな。次に牛肉。これは、食生活が貧まずしそうな少年が食べてくれ。メロンはチョコレートがけにすれば、繭子も食べられるよな？　あと、チョコレートですが、どれがいいのかわかりませんでしたので、適当に選びました。五箱くらいあるぞ」

「よく片腕でこれだけの荷物を運べたね。感心すればいいのか、呆あきれればいいのか迷うところだよ……それがチョコレートであるのならば、どんな物でも問題はないさ。ありがたくいただこうじゃないか」

「あっ、あと少年には交通費もな。悪かったな、本当は当日に渡せればよかったんだが、遅れてすまんッ！」

　謝罪の言葉と共に、封筒を押しつけられた。受け取ると、かなりの厚みがある。中を覗くと、万札が十枚近く入っていた。

　いくらなんでも、多すぎる。

「こんなに受け取れません。あまりにも多すぎます」

「いやー、受け取ってやってくれ、なっ、このとーり。本当は少ないくらいなんだ。おいさんも金持ちじゃないけどな。むしろ生活はきっつきつだけどな……それだけ、感謝をしているということです。どうぞ、お納めください」

　本当に、ありがとうございました。

　日傘は丁てい寧ねいに頭を下げる。思わず言葉に詰まるが、封筒を受け取るわけにもいかない。ためらっていると、彼は顔を上げた。

　真剣な瞳ひとみで、先を続ける。

「─────そして、本日は礼のためだけにお伺うかがいしたのではないのです。実は一つ、頼みごとがございます」

「まぁそんな気はしていたよ。あまりにも、仰ぎよう々ぎようしすぎるからね。なんだい、言ってみたまえ？」

　繭墨はカップの中からピエロを引き抜いた。無む残ざんに溶とけた上半身に、舌したを這はわせる。

　甘い滴しずくが、血のように垂たれ落おちた。

「先日、ラップ音と共に、家の中に『何かがいる』気配がするため、解決して欲しいとの依頼を受けました。平常通りの依頼なのですが、灯あかり様の調子が不安定です。私一人では、目が届かないこともございます。よろしければ、手をお貸し願えないでしょうか？」

　繭墨は目を細めた。再びピエロを沈め、不ふ機き嫌げんに頰ほお杖づえを突く。

「なんで、ボクがそんなことに手を貸さなければならないんだい？　異能者は、自分の能力のリスクは自分で管理すべきだよ。そして、灯君の管理者は君のはずだ。君は、灯君の『沈しずめ者もの』なんだから」

　─────沈め者？

　聞き慣れない単語が耳を掠かすめる。日傘は表情を歪め、繭墨から視線を逸らした。

　そして、僕を見つめる。

「───いえ、今回は繭墨殿への依頼ではございません。小田桐さん、どうかお願いできませんでしょうか？」

　─────僕？

「待って下さい。何な故ぜ僕なんですか？　僕は、普通の人間です。いえ、普通とは……言い難がたいかもしれませんが、それでも僕には」

　僕は、腹に鬼を孕はらんでいる。だが、僕自身は異能をもたない普通の人間だ。

　そして、何より。

「────何も、できません」

　僕は、無力だ。誰を救えるわけでも、何ができるわけでもない。

　その僕に、助けを求めてどうするのか。

「灯様の調子がよくありません───ですが、休ませているとさらに悪化するのです」

　先日目にした光景を思い出す。灯の影は全身が捩ねじれ、歪んでいた。アレは飛び降り死体すら連想させる、異様な形に固まっていた。

「異能による補助を期待してるわけではないのです。灯様に何かあった時、傍そばにいて下さるだけで十分です──……おいさんだけじゃ、な。目が届かないこともある。ありすぎるっていうくらいにな。公園の一件から、灯はお前には心を開いてる。灯が、俺おれ以外の誰かを信頼するなんて滅多にない。少年がいてくれたら、きっと灯も安心する」

　日傘は僅わずかに目を細めた。静かな声で、先を続ける。

「………あいつは、怖がりで、寂さびしがり屋だからな」

　だから、どうかお願いします。

　日傘は再び頭を下げた。僕は息を飲み、思わず繭墨を見つめた。

　彼女は、カップからピエロを取り出した。二本の足を咥くわえ、笑う。

「好きにすればいいよ。これは、君に来た依頼だ。その腹を抱かかえる限り、ボクのことを忘れてはならないけれどもね。行きたいのならば、行けばいい」

　ボクは、止めはしないよ。君の人生は君が決めたまえ。

　──────ガキンッ

　足を嚙み折り、繭墨はホットチョコレートを啜った。彼女は判断を僕に任せている。繭墨自身に動く気は全くないらしい。

　僕は強く目をつむった。蒼あおい海で魚が跳はねる。追い詰められた牧まき原はらの叫び声が耳を打った。僕は動かない方がよかった。全ては僕の思い込みで、彼を責めた結果だ。

『だから、ありがとう。すごくすごく、ありがとう』

　だが、同時に灯の声も思い出した。彼女は僅かだが、笑ってくれた。

　応こたえようと口を開いた時だった。

　─────ガコンッ

　聞き慣れない音が響いた。郵便受けに何かが突っ込まれたらしい。郵便物も、事務所には滅多に届かない。何が届いたのかと玄関に見に行く。扉の向こうに、人の気配はない。僕は思わず息を飲み、立ち止まった。

　紅あかい封筒が落ちていた。

　血に似た不吉な色合いが目に滲にじむ。封筒は、厚い色画用紙で作られていた。無造作にセロハンテープで封がしてある。まるで、子供が遊びで作ったかのような代しろ物ものだ。

　背筋に寒気が走り、腹の中で赤子が嗤わらった。封筒を手に、僕は繭墨の元へ戻った。

「繭さん………これが」

「う、ん……………………………………へぇ？」

　繭墨は片目を細め、封筒を受け取った。テープを破くと、中から折おり畳たたまれた画用紙がでてくる。紅いクレヨンで、文字が殴り描かれていた。




　あるところに、一匹の■がおりました。







　鼓こ動どうが高鳴った。覚えのある童どう話わじみた話が続く。

　だが、見覚えのある文章は、途中から変化を始めた。







　墓場には、ある日新しい墓穴が増えました。

　棺桶の中は血の匂いに満ち溢れておりました。

　苦しい罪を背負った少女に、■は尋ねかけました。




　友達の死が嘆きと言うのなら、それを覆してみせましょう。




　しかし、それには足りない材料が必要です。

　体のために一つ、魂のために一つ。

　少女は材料を揃えようとしました。

　誰よりも誰よりも大切な友達のためならば。

　彼女はどんなことでもできたのです。




　そう、どんなことでも、ね。




　文章は、そこで途切れている。僕は繭墨を見つめた。その瞬間、嫌な予感が最高潮に高まった。

　彼女は、獣じみた笑みを浮かべている。

「────その依頼、ボクも同行させてもらうよ」

　期待の滲んだ声で繭墨は言った。日傘は大きく目を見開く。彼にも、繭墨の言葉の不吉さはわかったのだろう。彼は恐れるように繭墨を見つめる。その視線に応えず、手にした画用紙で、彼女は無意味に顔を扇あおいだ。

「───繭さん、その手紙はなんなんですか。何故、貴方あなたは関係ないはずの依頼を受けることに決めたんですか」

　低い声で尋ねる。繭墨は動きを止めた。画用紙の陰かげから、猫のような目が光る。

「答えて下さい」

　今度ばかりは、答えてもらう必要がある。

　すると、繭墨は歌うように囁ささやいた。

「確信はあるけれどもね、証拠はないさ。君が知っても不安になるだけの事例は、ぎりぎりまで語らないで黙っておくよ。ただ、言っておくとね。この依頼はきっと面白くなる。どう考えても、ボク好みの展開しか『用意されていなさそうだ』」

　繭墨は不意に手を伸ばした。白い指先が新しいピエロをつまむ。一本足で立つ彼の顔は、笑っても泣いてもいない。驚いたように目を見開く男の頭を、繭墨は嚙かみ潰つぶした。

　──────ガリッ

「止めるなら今のうちだよ、小田桐君、日傘。陰いん惨さんな物語は、読む前に止めた方がいい。ページをめくれば、話は嫌でも目に入る。楽しめないものには、近寄らない方が無ぶ難なんさ」

　折れた首を繭墨は舐なめた。無残な傷跡が、唾だ液えきで鈍にぶく光る。

　日傘は戸と惑まどった顔をした。彼は繭墨から視線を逸らせ、ためらうように目を閉じる。それから、顔を上げた。

「繭子……進んで依頼を受けるのならば、灯のサポートはしてもらえるのか？　あと、灯が『食えそうな』物があったら、優先的に譲ゆずってもらいたい」

「なんだいなんだい。それほどまでに、切せつ羽ぱ詰つまっているのかい？　そうだね。物理的な『餌えさ』を与えるだけでは、獣は抑えられない。時にもっとふさわしい餌を与えることも必要だろうさ」

　繭墨はピエロの上半身を嚙み折った。愉快そうな声のまま先を続ける。

「けれどもね。灯君が依頼を選ぶ余裕もないほど、憔しよう悴すいしているのなら、そろそろ限界がきたということじゃないのかい。もう、君達は無理にでも戻った方が」

「─────繭墨」

　恐ろしく低い声が、彼女の言葉を遮さえぎった。日傘は静かに繭墨を見る。

　彼の顔は無表情だ。瞳だけが、凶悪な光を孕んでいる。

「黙れ」

　その光は、殺意に近い。

　──────パキンッ

　繭墨は気にせずチョコレートの残りを嚙み折った。僕に視線を戻す。

「さあさあ、君はどうするんだい？　小田桐君。覗かなくていいものは覗かない方がいいよ。オススメはしないさ」

　猫のように笑う彼女から、僕は視線を逸らせた。繭墨の言う通りだ。それに、彼女好みの依頼に首を突っ込んだところで、僕はなんの役にも立たない。

　だが、日傘と灯が参加するという。

　それに、繭墨は───肉体的にはただの無力な少女だ。

　陰惨な物など見たくない。残酷な事実など知りたくない。

　凄惨な出来事など関わりたくない。

　それでも、逃げるよりはマシなはずだ。僕などいない方がよかった。あの海で僕は確かにそう思った。だが、それで全てを諦あきらめていいわけがない。

　逃げた方が、きっと後悔する。

　そう信じるしかない。

「僕は行きますよ、繭さん。僕一人だけ、逃げるわけにはいきません」

　そう告つげると、繭墨は僕から視線を逸らせた。新しいピエロを手にとる。

「君がそう決めたならいいさ。ボクが何か言うことじゃない。さあさ、これで全ては決まりだよ、楽しみだね」

　よく見ると、ピエロは最後の一体になっていた。いつのまに、それだけ食べたのだろうか。繭墨はピエロの首に歯を当てる。そのまま、彼女は緩おだやかな笑みを浮かべた。




　弧こを描えがく唇くちびるは、いっそ美しい。




「退たい屈くつしのぎには────ちょうどいいよ」




　───────パキンッ

　そして繭墨は、ピエロの首を嚙み折った。





　　　　＊　＊　＊






　日傘の車で案内された先には、閑かん静せいな住宅街があった。この周辺の地域は、開発が同時期に進められたらしい。舗ほ装そうされた道に沿って、よく似た建売住宅が並んでいる。白壁でデザインされた家屋は清潔で、明るい生活を予期させた。だが、灰色に濁にごった空からは雨の気配がする。美しく整えられた家々は、空の下どこか冷たく目に映った。

　並んだ建物の一番端に、その家はあった。何故か明確な違和感を覚える。造りは他の家屋と同じだが、一度受けた印象は拭ぬぐえない。

　どこか、暗い家だ。

「───依頼主は白しら木き麻ま須す美み、四十六歳。十七歳の娘がいて名前は彩あや。ラップ音の原因は恐らくその娘だろうな。この手の依頼は、要因となっている人間のちょっとした心理的変化で終わる……はず、なんだがなぁ、少年。おいさんは、正直怖くてならねぇや」

　嫌な予感しか、しやがらねぇ。

　日傘は深く煙草たばこを吸い込んだ。同じように吸いたくなる衝しよう動どうを嚙み殺す。助手席に座った灯は出て来ない。彼女はぼうっと前を見つめていた。疲労しきった目には、何も映っていないような気がする。繭墨は後部座席から降りると、唐から傘かさを開いた。黒く固まった雲からは、今すぐにでも雨が降り出しそうだ。

　日傘は緊張した面持ちでチャイムを鳴らした。深く押し込み、彼は指を放す。

　息を詰めて待つ。しばらくして、足音が響いた。誰かが足早に近寄って来ると、玄関のノブが回る。

「はい、お待たせしました……どちら様ですか？」




　戸惑ったような眼まな差ざしが僕達を見返す。

　扉を開いたのは、まだ若い女性だった。





　　　　＊　＊　＊






　─────雨が、落ちてくる。

　中に案内されてすぐ、静かな雨音が家中を包み込んだ。目の前に紅茶のカップが置かれ、茶菓子が並べられる。温かな湯気が立ち上った。席に着いた女性が、深刻な顔で囁く。

「そうですか……母から依頼を受けて。わざわざ遠いところを、ご苦労様です」

　女性は僅かに頭を下げた。明確な目鼻立ちをした美人だ。彼女は時折、訝いぶかしげな視線を僕達に向ける。だが、依頼については、さほど不ふ審しんに思っていないらしい。

「母から聞いていましたから。家の中でおかしなことばかり起こる。霊能者になんとかしてもらうつもりだと。彩によくないと止めたんですが、聞いてくれなくて……すみません。こんなことを言ってしまって、どうか不快に思わないで下さい」

　女性は申し訳なさそうに微笑ほほえんだ。無理もない反応だ。それでも迎えてくれたことに、丁寧な礼を返す。すると、女性も改めて頭を下げた。

「遅くなりました、私は白木綾あやと申します。彩の姉です」

　あやと、あや。

　同じ音が耳を撫なでる。一瞬意味がわからなかった。女性は僕の反応を見越していたのか、微笑んで続ける。

「妹の名前が、彩いろどるであや。私は、りょうとも読む方の、綾。同じ音なんです。珍しいでしょう？　小さい時は、互いに苦労しました。双子なので、よく一緒にいましたから。私が綾さんで、妹が彩ちゃん。ふふっ、いつもそうでした」

　懐なつかしそうに、彼女は微笑む。不意に、黙っていた繭墨が手を伸ばした。目の前の皿から、チョコレートクッキーを選び出す。

　サクリと嚙み砕き、彼女は目を細めた。

「────依頼をした、君の母親はどこに行ったんだい？」

　サアアアアアアッアアアアアァアアアアアッ

　雨音が静かに耳を満たす。家の中に他に人の気配はない。綾は顔を曇くもらせた。

「それが…………私も母とは会っていないんです」

「─────会って、いない？」

「ええ、ずっと会っていません」

　彼女は首を横に振った。その目に困こん惑わくの色が浮かぶ。僕は思わず辺りを見回した。

　広々とした家の中は薄暗く、寒い。

「私は、普段一人暮らしをしているんです。彩の調子が悪いと聞いて、昨夜急いで実家に帰って来たばかりで……けれども、母はその時からすでにいませんでした。ずっと待っているんですが、帰って来ないんです」

「帰って来ない……それは」

　僕と日傘は顔を見合わせた。依頼主である母親が消えた。寒気が背筋を這う。何か不吉な予感がした。だが、その形はまだ見えない。

　綾は戸惑うように辺りを見回した。繭墨は不意に顔を上げる。

　サクリと、最後の欠片かけらがその口に消えた。

「綾君だったね。君の妹に会わせて欲しい」

　繭墨は唇を舐め、囁いた。綾は眉まゆをひそめる。彼女が応える前に、繭墨は続けた。

「────この家で起こる怪現象は、恐らく君の妹が原因だよ。その結果、人が一人消えた。出かけているだけかもしれないけれどね、ボクはその可能性は薄いと思う」

　畳みかけるように彼女は言葉を紡つむぐ。そして、突然止めた。

　真剣に、囁きかける。

「早くしないと、手遅れになるよ」

　何が、と彼女は言わない。

　だが、その宣言にも似た言葉を聞いた瞬間、全身に鳥肌が立った。本能的に察する。彼女は綾を脅おどすため、噓うそを口にしているわけではない。

　ただ事実を忠告している。

「……と、……突然何を言うんですか？　彩は調子が悪くて、ずっと寝ているんですよ？　そうでなくとも、妹は気が弱い子なんです。昔から私と違って、だから……」

　綾は困惑したように答えた。無理もない反応だ。彼女に向かって、繭墨は僅かに肩をすくめる。

「わかった。それならいいさ。ボクらは帰るよ。それが君達の選択なら、ボクは知らない。お邪じや魔まして悪かったね」

　どうか、いい結末を迎えられることを祈っているよ。

　繭墨は椅い子すを下げ、立ち上がった。綾の顔が凍こおる。繭墨の言葉には、あまりにも迷いがない。聞いているだけで、不安が喉のど元もとを這う。この言葉を無視した結果が恐ろしかった。絶対的な忠告から耳を塞ふさぐことは、難しい。

　繭墨の冷たい瞳ひとみは語っている。

　聞いた方が、身のためだ。

「ま、待って下さい。それはどういう意味ですか？」

「さぁ、ね。どういう意味でもいいだろう。君とボクはもう関係ない。それでいいじゃないか」

　微笑みながら彼女は続ける。綾はさらに顔を陰らせた。深い迷いがその顔を過よぎる。繭墨の言葉はあまりにも理不尽だ。冷静に考えれば、耳を傾かたむける必要などない。

　そもそも、胡う散さんくさい連中を招まねき入いれたこと自体間違いだ。そう、綾は理性では考えているはずだ。

　だが、同時に彼女にもわかっているのだ。何かがおかしい。何かがずれている。

　繭墨は、ある意味心の底から忠告している。

　それが脅きよう迫はくと同意味だったとしても、忠告は忠告だ。

「わ、わかりました。彩に会ってください……そうすれば、少なくとも母の相談事は解決するんですよね？」

「どういう形になるのか、確約はしないさ。けれども、役には立てると思うよ」

　繭墨は微笑む。綾は眉をしかめながらも、立ち上がった。

　徐じよ々じよに雨音は強まり、激しさを増していく。床を踏ふむ度たび、僅かな軋きしみが耳に届いた。綾の案内で階段を昇る。一番手前の部屋で立ち止まり、彼女は扉をノックした。返事はない。だが、綾は穏やかに扉の向こうへ語りかけた。

「彩、突然ごめん……お客様だよ。開けるから、ね？」

「………………うん」

　吐と息いきのような声が返った。綾は一拍置いて扉を開く。

　中は、子供部屋になっていた。

　柔らかな色合いの壁紙が目に入る。緑色の明るいカーテンが、雨空を覆おおい隠かくしていた。学習机は整然と片付けられている。ぬいぐるみや人形の類たぐいは飾られていない。それなのに、どこか部屋の持ち主が幼いことを感じさせた。幼さと大人びた雰ふん囲い気きが、奇妙に混同した部屋だ。

　子供の部屋だ。一見してそれとわかるのに、無む邪じや気きさに欠けている。

　窓際に置かれたベッドでは、誰かが眠っていた。小さな頭がもぞもぞと動き、幼い少女が顔を出す。十五歳程度だろうか。大きな目が、怯おびえるようにこちらを窺うかがった。

「………誰、ですか？」

「彩、お客様だよ。前に母さんが話してた、霊能探偵の人だって。彩と話をしたいそうなんだけど……起き上がれる？　大丈夫そう？」

　綾は足早に、ベッドに眠る少女に近寄った。少女は頷うなずき、体を起こす。彼女は瘦やせた体に、大きめのパジャマを纏まとっていた。熱があるのか、その頰は紅こう潮ちようしている。僕はその姿を見て愕がく然ぜんとした。

　寄り添い合う二人は、最低でも三歳は歳としが離れているように見える。












　だが、彼女達は双子なのだ。

　彩の外見は、あまりに幼く、弱々しかった。

「無理は駄目だよ………本当に大丈夫？　ほら、お水飲んで」

「う、ん……ありがとう」

　彩の背中を撫で、綾はグラスを手渡した。彩は何度かむせながらも、水を口にする。彼女は怯えた眼差しを僕達に向けた。彼女を見つめていると、肩に手を置かれた。振り向くと、日傘の不審そうな眼差しに出会う。

「なぁ……気がついてるか、少年？」

　彼は廊ろう下かに向かい、顎あごをしゃくった。明るい光に染まった子供部屋の外は、暗く沈んでいる。ノイズに似た雨音が、壁越しに響いた。

　だが、それだけだ。

「─────なんの、音もしない」

　雨音以外が消え失せている。あまりにも静かすぎた。

　この沈黙はひどく不気味だ。

　まるで何もかもが、死に絶たえているかのように思える。

　サアアアアアアアアアァァァ、アアアアアアアアァァァァァアッ

　雨が何かを促すかのように激しさを増す。繭墨は廊下の暗くら闇やみを見つめていた。案内してくれと言っておきながら、彼女はただ一人、彩に背を向けている。

「──────音が、しない、ね」

　繭墨は唇を歪め、囁いた。

「最初のラップ音は、普通の怪異だったろうさ。だが、それは既すでに終わりを告げた。そして、それはなんに変わった？」

　繭墨は振り向く。黒いリボンが弧を描いた。彼女は灯に視線を合わせる。

「灯君、影を呼びたまえ。この家には確実に何かがあるよ。ただ、それが何かがわからないだけでね───見つけることは、たやすいはずさ」

　灯はすらりと細い腕を伸ばした。白い指が狐きつねを形作る。壁に映った影が蠢うごめきだした。左右に顔を動かし、獣は辺りの匂いを嗅かぎ始めた。五匹の獣が、次々と一匹目に重なった。彼らはずらりと横へ並ぶ。

　獣達は宙を仰いだ。猛烈な速度で走り出す。

「なっ、なんですか……なんですか、これッ！」

　綾の怯える声を号令に、獣達は部屋から飛び出そうとした。だが、闇に阻はばまれる。繭墨は外へ出ると、廊下の壁に手を伸ばした。勘かんでスイッチを探り、電気を点つける。白く染まった廊下を、獣達は走り出した。突き当たりの部屋の前で動きを止める。

　パクパクと獣達は口を開いた。

「ここはなんだい？」

「これ、これって………なんですか、これは、一体」

「いいから答えたまえ！」

　繭墨の叱しつ責せきに、綾は身を震ふるわせた。影から遠ざかりながら答える。

「そこは…………物置です。中には、特に何も……何、これはッ……」

　次の瞬間、繭墨は許可を得ず物置を引き開けた。埃ほこり臭くさい空気が香る。中には、服を収納しているらしいケースがあった。左の隙すき間まに掃そう除じ機きが立てかけられている。その向こうには、よく見ればもう一つ扉があった。

　繭墨はためらいなく、物置の中に入った。扉に白い指を掛け、強く押す。

　中から暗い木壁が覗く。雨音が一層強まった。

　扉の向こうは、屋根裏部屋らしい。収納スペースが設けられているようだ。

　鉄てつ錆さびの匂いが、ふわりと香る。

「─────……血の、匂い？」

　僕の問いかけに誰も応えなかった。繭墨は再び壁際のスイッチを探り、押し込んだ。白色電球が辺りを眩まぶしく染め上げる。灯の影が応えるように走り出した。器用に掃除機の間を縫ぬい、争うように屋根裏部屋を走っていく。

　彼らは奥へ奥へと進んだ。その後を追うに連れ、鉄錆の匂いが濃厚さを増す。血の匂いが濃く香り、生々しさに吐はき気けが込み上げた。それに腐ふ敗はいした肉の香りも混ざる。

　何かが血を流し、腐っていた。

　強くなった雨音が耳を打つ。ノイズのような音の海の中、獣達は最奥に辿たどり着ついた。

　巨大な洋よう服ふく簞だん笥すが佇たたずんでいる。

　獣達はそれに纏わりついた。中身を渇かつ望ぼうするように、口をぱかぱかと開く。

　一体、中身はなんなのか。

　簞笥はくすんだ色をしている。その扉には、何かが大量に零こぼれた形けい跡せきがあった。錆さびついた紅色が溢れ出し、床まで流れ落ちたらしい。

　──────血の、痕あと。

「繭、さんッ！」

　思わず絶叫する。繭墨は躊躇ためらいなく簞笥に手をかけた。彼女は力の限り、腕を引く。

　バンッ

　派手な音と共に、扉は開いた。中から何かが転がり落ちる。

　白色電球が瞬またたく中、僕はソレに視線を合わせた。

　死体の濁った眼球を見つめる。中年の女性だ。その顔は驚きよう愕がくの形に固まっている。死体は全身を切きり裂さかれていた。腐敗の進んでいる肌は乾いた血に塗まみれ、手足は無理やり押し込んだせいか、歪いびつに曲がっている。電球に照らされた姿は、まるで人にん形ぎようのようだ。

　腐敗臭と血の匂いだけが、唯一現実的だった。

　だが、静けさは一瞬のことだった。獣が歓喜に満ち溢れた動作で口を開く。彼らは一斉に死体の影に襲いかかった。死肉を貪むさぼるハイエナのように口を動かす。濡ぬれた音を立て、腐敗した肉が骨から剝はがれた。女性の左腕が千ち切ぎれ、眼がん孔こうに牙きばが立つ。

　凄惨な光景に言葉も出なかった。背後で足音が響く。振り向くと、灯が呆ぼう然ぜんと眼前の光景を見つめていた。

　自分自身の影が、人肉を貪り食っている光景を。

「あっ…………」

「灯ッ、灯様ッ………ッ！」

　日傘が灯の肩を抱き、影を戻すよう促す。だが、灯の影は動かない。彼女は激しく震えだした。自分の体を強く抱きしめ、後ろへ下がる。

「あっ、あっ、あっ、あっ」

　蜂はち蜜みつ色いろの目に涙が溜たまる。獣達は貪どん欲よくに、目の前の肉を貪り続ける。

「……………い、や」

　灯は呟つぶやき、後ろへ倒れた。日傘は彼女が倒れる前に、その体を受け止めた。片腕と肩を使い彼女を器用に抱きしめ、走り出す。後には、灯の影だけが取り残された。彼らは死体を貪り、飢えを満たしていく。

　どうにかして止められないだろうか。

　手を伸ばした瞬間、鋭い声がそれを遮った。

「止やめておきたまえ、小田桐君。飢えた獣は、満たされれば離れるよ。君は、影にどうやって手を触れるつもりなんだい？　それにいいじゃないか。獣の飢えは深刻なんだ」

　気にしない方がいいよ。それは死んでいるものさ。

　肉が千切れ、骨が砕ける。関節から外れた足が、重い音を立てて転がった。僕は思わず目を逸らす。獣は確かに飢えている。だが、こんな光景を灯が望むはずはない。

　どうすればいいのか。本当に何もできないのか。

　その時、閃ひらめいた。壁際に並ぶ棚に近寄り、適当に引き開ける。中から毛布を見つけると、僕は死体に掛けた。死体に新たな影が被かぶさる。獣達は諦めきれず周囲を回っていたが、大人しく首を縮ちぢめた。それなりに腹は満たされたのだろうか。溶け合いながら、彼らは消えていく。




　毛布の下には、バラバラになった手足が転がっている。

　その様子は、壊された人形のようにも見えた。
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「───母が、死んでいたッ？　一体どういうことですかッ！」

　彩の部屋に戻り報告を終えると、綾は絶叫した。だが、その問いに誰も応える言葉を持たない。灯を一階に寝かせたまま、日傘が状況を説明する。繭墨は綾に視線すら向けなかった。彼女は黙ったまま、彩のことを見つめている。ベッドの上には、パジャマを着た幼い姿が横たわっていた。その様子は、まるで病気の子供のようだ。少し背中を丸め、彼女は拳こぶしを握にぎり締しめている。大きな目が時折瞬いた。

　彼女は、起きている。

　だが、母親の死に反応しない。

「母が、どうして……と、とにかく、警察に連絡をッ」

　綾は叫び、階段を駆け降りた。繭墨は彩に向き直る。彩はぼんやりと宙を見つめたままだ。その眼球が、ゆっくりと動いた。繭墨は彼女を見降ろし、笑みを浮かべる。

「君の姉さんは帰って来たばかりで、母親の死は知らないと言うね」

　階段を踏み外す音が遠くに響いた。彩の目が細かく揺れ動く。彼女は自分自身を守ろうとするかのように、体を強く丸めた。その姿を見つめ、僕は気がつく。

　それは、胎たい児じの格かつ好こうだ。

「君は───────どうなんだい？」

　彩は反応しなかった。だが、突然その口が開く。とても静かに彼女は囁いた。

　歌うような響きが流れていく。

「私は人殺しです。私は大切な人を殺しました。私は私の友達を殺しました。私は人を殺したのです。けれども、誰も私を責めません。誰も私を咎とがめません。母は私を愛いとしい子と言います。誰も私を責めてくれなくて人殺しとは呼ばなくてでも」

　淡々とした響きは、告白と呼ぶにはあまりに単調だ。彼女は何かに憑つかれたかのような口調で話し続ける。その眼球が不意に動いた。濡れた眼差しが、部屋の隅すみを撫でる。

　そこには、簞笥があった。

　背筋に寒気が走る。先程見た光景が脳のう裏りを過る。

　死体は、どこに詰められていたのか。

「私はお母さんを殺して物置に隠して、友達を殺して私の部屋の簞笥に詰めました」

　簞笥は、沈黙の中佇んでいる。血痕はない。中から何かが溢れ出した形跡もない。

　僕は足早に近寄り、扉に手を掛けた。息を詰め、一気に開く。

　───────バクッ

　中には、ハンガーに掛けられた衣類が揺れていた。

　人の死体など、どこにもない。

　思わず安あん堵どの溜ため息いきが洩もれた。簞笥には、人が詰められた形跡すらない。だが、今度は別の不安を覚えた。彼女の言葉の意味が、それではわからない。

　私は友達を殺して、私の部屋の簞笥に詰めました。

　繭墨が笑みを深める。その直後、足音が響いた。ひどく慌あわてた様子で綾が駆け込んでくる。彼女は追い詰められた声で叫んだ。

「電話が、電話が通じないんです、どうしてッ………彩ッ！」

　彩は頭を抱え、体を縮めていた。綾は転びかけながら、彼女の元へ駆け寄る。彩は震える両腕を、抱ほう擁ようを求めるように伸ばした。綾はそれに応え、彼女の体を抱き締める。

「大丈夫、大丈夫………彩？　彩は何も心配しないでもいいからね、大丈夫だからね」

　綾の優しい声に、彩はゆっくりと頷いた。不意に糸が切れたかのように目を閉じる。

　瞼まぶたの端から、大粒の涙が零れ落ちた。

「やっと……………帰って来てくれたんだね」

　ずっと、さみしかったよ。

　ずっとずっと、さみしかった。

　目を閉じる寸前、彩はそう囁いた。




　小さな声は消えていく。

　雨音は、さらに激しさを増していた。
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　放り投げられた携けい帯たい電話が、床ゆかにぶつかった。

　薄く光る液えき晶しよう画面に、アンテナは三本立っている。だが、呼び出し音は延々と続いた。

　どこにも繫つながる気配はない。

「ちっくしょうっ、携帯電話も通じない、か。なぁ、流石さすがにこれは予想外だろぉ。よりにもよって、殺人事件たぁ、おいさんはそういう事例に遭あった例ためしがねぇぞ」

　日傘は乱暴な口調で言い、頭を搔かいた。一階のリビングでは、灯がソファーで眠っている。繭墨はその背もたれに座り、足を振った。観葉植物の葉を指でなぞる。

「君が遭遇したことがないだけだろう、日傘？　人の死は日常茶飯事だよ。事故と同じで不意に出会うこともあるだろうさ。そう戸惑うことでもないよ、死んでいるのは所しよ詮せん他人なんだからね」

　君が心を痛めることでも、動揺するべきことでもないさ。

　繭墨は冷たく囁き、ポシェットに手を伸ばした。蝶ちようがあしらわれたケースから、チョコレートを取り出す。扇せん子すを翻ひるがえした貴婦人が、彼女の指の上に載のった。

「問題は、誰にも連絡ができない、ということの方さ。一体これはなんだろうね？」

「外に出るのが先決だと思います、繭さん……警察に連絡はいれるべきでしょう」

　彼女にそう進言する。だが、繭墨は応えず、指の間で貴婦人を回した。ワルツを踊るように、チョコレートは回転する。

　ぴたりとその動きを止め、繭墨は目を光らせた。

「口にしておきながら、君にもわかっているんじゃないのかい、小田桐君？　これはただの殺人事件じゃない。警察に解決できるとは思えないね………もちろん、行きたいのなら行けばいいさ、止めはしないよ」

　ひらりと、繭墨は促すように手を振った。日傘は顔をしかめ、歩き出した。繭墨は背中を反そらせ、チョコレートを口に含んだ。眠る灯は、浅い呼吸を繰り返している。

　貴婦人の足が砕け散った。同時に、ガチャンッと硬い音が響く。

　ドアノブが回転し、元に戻る音だ。

「────出られる気は、しないけれどもね」

　繭墨はそう囁いた。日傘が蒼そう白はくな顔で戻って来る。




　尋ねなくても、結果は既にわかりきっていた。
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「『墓場には、ある日新しい墓穴が増えました。

　棺桶の中は血の匂いに満ち溢れておりました』」




　歌うような響きで繭墨は言う。それに、怒声が重なった。

「外に出られないってどういうことですかッ！　全てアナタ達が、アナタ達が来てから起こったことじゃないですかッ！」

　なんとかして下さいッ！　どうしてこんなことになったんですかッ！

　綾は胸に彩を抱きしめ、絶叫した。その姿は、子を守る獣を思わせる。必死に彼女をなだめる日傘の背中から、繭墨は視線を逸らせた。扉を閉じると、子供部屋の光は遠ざかる。繭墨は、電気を消した廊下に向き直った。

「────この家は、釘くぎを打たれた棺桶のようだね」

　家の中には死体があり、誰も外へは出られない。

　繭墨は白い指を伸ばす。彼女は物置を再び開いた。

　ギィィィイイイイイッ

　軋んだ音が鳴り響く。雑ざつ多たに詰まれた物の隙間に滑すべり込こみ、彼女はさらに奥の扉を開いた。鉄錆の匂いと腐臭が香る。雨音が強さを増し、激しく耳を打った。直すぐ頭上の屋や根ね瓦がわらに、雨がぶつかり滑り落ちる。

　濃厚な水の気配がする。部屋の最奥には死体が倒れたままだ。

　だが繭墨は死体を無視し、数多く詰まれた箱を漁あさりだした。

「閉じられた蓋ふたは、壊してでも開けなくてはならないね。彩君の話にはおかしなところがあり、あの物語にも謎なぞがある───けれども、きっと棺桶の中に答えも一緒に埋まっていることだろう」

　そうでなければ、出題した意味がないさ。

　彼女の声を聞きながら、僕は黒リボンの揺ゆれる背中を見つめた。

　あの画用紙に描かれた文章の意味を、僕はまだ聞いていない。

「ねぇ、繭さん、あの………」

「後にしてくれないかな、小田桐君。ここはなかなかに、埃っぽくていけないね」

　造りつけの棚の中段から、繭墨は箱を降ろそうとした。次の瞬間、荷物が崩ほう落らくを起こす。箱と布団ふとんの山に、繭墨の姿が消えた。

「小田桐君、ちょっと、小田桐君」

　ズボッと布団の隙間から手が伸びた。助けてくれと訴えているらしい。掌てのひらを摑み引きずり出すと、繭墨は何事もなかったかのように立ち上がった。荷物が崩くずれた棚を睨にらむ。

　その上には、もう一段高い棚がある。

「ふむ………小田桐君。ちょっとそこに跪ひざまずいてくれないかな？」

「僕が取りますから、人を踏み台にしようとするのは止めて下さい」

　文句を言いながらも、繭墨と場所を代わる。

　手を伸ばし、持ち上げた小さな段ボール箱は、異様に軽かった。




　バサバサバサバサバサバサバサッ

　箱の中身をぶちまける。床に多数の画用紙が舞い散った。

　子供らしい絵が目に入る。絵の中では、一人の少女が遊んでいた。ブランコや滑り台を背景に、彼女は笑っている。パステルカラーで彩られた絵は、拙つたないながらも愛らしい。だが、次の画用紙に目を向け、僕は絶句した。

　少女の口が黒く塗ぬり潰つぶされている。次の絵に目を移すと、その全身は真まっ赤かに染まっていた。次から次へ見つかる絵は、技ぎ巧こうこそ上がっているが恐ろしく歪んでいる。

　顔、目、口が塗り潰され、時に体まで軋んでいた。

　まるで成長と共に、少女の心が軋みをあげていったかのようだ。

　だが、それも一定時期を過ぎるとおさまった。絵は再び元の穏やかさを取り戻す。明るい色調で彩られた絵の中では、子供が遊んでいた。だが、それらの絵は妙に画一的だった。全てに同じ色が使用され、構図も似通っている。学校への提出物らしく、隅には学年と名前が書いてあった。

　白木　彩

　まるで、『誰かにこう描くよう』指示されたかのような絵だ。

「これ、は………」

　床が何枚もの絵で埋め尽くされる。散らばった絵は、誰かの心情を反映しているかのようだ。美しかったものが、壊れ、歪み、無理やり直された形跡にも見える。

「どう─────思いますか？」

　不意に、低い声が囁いた。凍った響きを耳にし、僕は顔を上げる。

　扉の前に、細い姿が立っていた。気の強そうな瞳が僕達を見る。屋根裏部屋に入って来た綾は、画用紙を拾い上げた。細い指でクレヨンを撫でる。

「ひどい、でしょう。全部、彩の描いた絵です。かわいそうにあの子は、ひどく追いつめられてしまっていた」

　問いかけられる前に、彼女は自ら語りだした。暗い紙面に指先が触れる。口を塗り潰された少女を、綾は悲しげに眺ながめた。少女の足は、よく見れば地面に埋まっている。

「言葉の自由と、行動の自由を奪われたら、人間には何が残りますか？」

　綾は薄うつすらと笑い、囁いた。応えを待つことなく、彼女は両腕を広げる。綾はその場で回転すると、散らばった絵を全身で指し示した。

「母は、厳げん格かくな人間でした……父が亡くなってから、一層その厳しさに拍車がかかったんです。妹は母の期待を一身に背負わされました。あの子は、口答えも許されず、習い事に日々を拘こう束そくされて……過度の期待に、壊れてしまった」

　幼い心は、支えきれないものを背負わされ、潰れてしまった。

　その残ざん骸がいが、ここに広がる絵なのだろう。

　潰れ崩れた内臓のように、赤黒い色が広がっている。

　綾は強く唇を嚙み締めた。その顔に激しい憎悪が浮かぶ。今まで見たことのない表情だった。彼女は感情も露あらわに、散らばる絵を眺める。

　不意に繭墨が、どうでもよさそうな口調で尋ねた。

「で、君は何をしに来たんだい？　あと、ボクらは君に黙って家や探さがしをしていたんだけれどもね、怒らないのかな？」

　堂々と繭墨は言う。すると、綾は穏やかな顔に戻り、首を横に振った。

「家から出るために必要なのだと、日傘さんに伺いました。彩が、彩がこのままでは、家から出られません。あの子は熱があるのに……どうかよろしくお願いします……母が作りあげたこの家の、どこを漁られても構わない────そして、私は」

　彼女は画用紙を踏み、歩き出した。部屋の最奥へとためらいなく向かう。そこには、毛布に包まれた彼女の母親の死体が落ちている。肉の裂けた腕が、端はしから覗いていた。

「待ってください、それはッ！」

　獣に食われた死体を、見せるわけにはいかない。

「─────母の死体を、見に来たのです」

　次の瞬間、彼女は勢いよく毛布をめくった。音を立てて、食い破られた死体が露になる。胸からは折れた肋ろつ骨こつが飛び出し、破れた腹からは内臓が覗いていた。眼球は頭ず蓋がい骨こつの中に落ち込んでいる。異様な死体を見ても、綾は悲鳴を上げなかった。

　死体を見降ろす目には、疑問の色も、悲しみの光もない。

「この死にざまが、アンタにはお似合いよ──────せいせいした」

　ニッと綾は緩ゆるやかに唇を吊つり上あげた。その鮮あざやかな笑みに寒気が走る。

　かつて聞いた繭墨の言葉が、再び耳を打った。

『嫌いな人間に不幸になれと思うのは、ある意味最も健全な反応だよ』

　だが、彼女の笑みは健全とは言い難い。

　綾は振り向き、再び身を屈かがめた。画一的に量産された絵の一枚を手に取る。

　彼女はそれを、強く握り潰した。

「彩は一時的に精神を崩しました。けれども、母は対外的にまともに見えるように、無理やりあの子を育てたんです。それがきっと、一番良くなかった」

　潰れた画用紙が床に落ちる。彼女は他の一枚も踏みにじった。

　爪つま先さきが執しつ拗ように紙を乱す。子供の笑顔が二つに裂けた。

「私が傍にいればこんなことにはならなかった。私があの子を守っていればよかったのに───私は、彩と無理やり引き離されましたから」

　憎悪だけが浮かんでいた顔に、悲しみが過る。だが、次の瞬間、それは鮮烈な怒りの表情に変わった。

「そうすれば、彩はあんなものに悩まされないで済んだのに」

　ぐるりと、僕の腹で子供が蠢いた。

　痛みに思わず膝ひざを折る。僕は、死体を睨む綾を見つめた。

　綾の言葉を聞く限り、彼女の一人暮らしには何か理由があるのだろう。辺りに散らばった画用紙が、この家の歪さを伝えていた。

　綾は恐らく放置され、彩は期待の末に壊された。

　だが、それも恐らく善意の結果だったはずだ。

　腹の中で無邪気な笑い声が沸わき起おこる。少なくとも、彩に与えられた厳しい教育は、悪意に基もとづくものではなかったはずだ。それはどんなに残酷なものだとしても、彩にとってよかれと思った行動だったことだろう。

　だが、エゴを含んだ愛情は時に人を壊す。

　それでも、それは殺されなければならないほどのものだったのだろうか。

　結果、残ったのは一つの死体だ。

　だが、この結末に至る必要性はなかったはずだ。

『私はお母さんを殺して物置に隠して、友達を殺して私の部屋の簞笥に詰めました』

　後半の言葉の意味はわからない。それでも、これ程の悲劇を起こす必要性はあったのだろうか。これしか道はなかったのだろうか。

　そんな、はずはない。

　この結末に至る前に、誰かが何かできたはずだ。

「全ては終わったことだよ、小田桐君。時は戻せない。ここには、死体が一つあるだけさ」

　残酷な言葉が耳を打つ。繭墨はチョコレートを齧かじり、囁いた。二本の細い足が彼女の口から生えている。

　その言葉はないだろう。

　思わず怒ど鳴なろうとした瞬間だった。舌で残りを口に押し込み、彼女は微笑んだ。

「──────そう、一つだけね」

　不意に、繭墨は真剣な眼差しをした。

　暗く光る瞳が、晒さらされた死体を見つめる。突然、繭墨は閉じたままの唐から傘かさを振るった。棚に並んだ箱を、振り向き様に殴りつける。中身が雪崩なだれを起こし、散らばった。

「なっ、急に何をするんですかッ！」

　綾が悲鳴を上げた。舞い上がる埃に激しく咳せき込こんだ直後、僕はソレに気がついた。床に落ちた衣服や道具の中に、おかしなものが転がっている。

　まるで死体の模も倣ほうじみた光景だ。

「─────なんですか、それは」

　手が、足が、首が転がっている。

　関節を切断された人形が落ちていた。

　ガラス球の瞳が、無言で僕達を見上げる。華麗な服を着た胴体に、手足はない。それは、ひどく不ぶ気き味みな代物だった。奇妙な印象が脳裏を過る。

　ここに散らばるこれらは、『人形の死体』だ。

「『苦しい罪を背負った少女に、■は尋ねかけました』」

　繭墨は重く囁く。一転して、彼女は軽やかな笑みを浮かべた。

　ニーソックスに包まれた足が弧を描く。突然、彼女はまだ無事な箱を蹴り飛ばした。中から服や靴が転がる。冬物の下着や靴下の類いまで床に落ちた。人形達に服が覆いかぶさる。流石に動揺したのか、綾が激しく訴えた。

「あ、アナタ達、流石にそれはっ！」

　それを無視して、繭墨は辺りを見回した。落下した衣類を眺め、彼女は頷く。

「なるほど、ね─────もしかして、ボク達はひどくおかしな状況に直面しているのかもしれないよ？」

　ひどくおかしな状況。彼女はそれが何かは語らずに、きびすを返した。もう用はないとばかりに歩き出す。背後で、綾が落ちた荷物を戻し始めた。それを無視し、繭墨は暗い廊下に進み出る。だが、不意に立ち止まり、眉をひそめた。

　階段灯の近くに、細い影がある。

　頭をもたげた獣が、何かを訴えるかのように首を左右に振った。

　パ、チリ

　繭墨は電気を点けた。すると、獣は廊下を走り、子供部屋へ滑り込んだ。その後を追い、中へ入る。ベッドでは彩が眠っていた。その眠りは深いらしく、小さな背中が規則正しく上下している。

　獣は辺りの匂いを嗅ぎ回り、不意に本棚の前で動きを止めた。ケースに入った分厚い辞書の前で、何かを伝えるかのように動き回る。そして、ふっと姿を消した。

　灯が手を貸してくれたのだろうか。獣は鼻が利きく。どうやら、怪しい物を嗅ぎだしたらしい。そして、灯が疲れ果てたため、消えてしまったのだろう。一階にいる彼女のことが心配になる。だが、灯には日傘がついているはずだ。

　今は、閉じた扉を開くことが先決だろう。

　手を伸ばし、ケースを引き抜いた。異様に重い手応えがある。中を覗くと、辞書は入っていなかった。

　ケースの中には、ノートがぎっしりと詰まっている。

「………小田桐君」

　促され、僕はそれを持ち上げた。眠る彩の前で読むわけにはいかない。廊下に戻ろうとした時、扉が激しく開いた。綾が駆け込んでくると、ベッドで眠る彩に近づく。

「彩……彩、大丈夫？」

　彩の前髪を搔き上げ、彼女は囁いた。辞書を慌てて体で隠すが、綾に気がつく様子はない。彼女は彩だけを見つめている。頰を撫でられ、目を覚ました彩が腕を伸ばした。彼女は綾に体重を預け、目を閉じる。僅かに微笑むと、綾は彩の隣となりへ体を横たえた。

「眠ってもいいよ、大丈夫」

「……………う、ん」

　彩は頷き、綾の胸元に甘えるように顔を埋うずめた。ゆっくりと、綾の手が彼女の髪を撫でる。その仕草はとても優しい。彩は綾の体に足を絡ませ、強く縋すがった。

　細い体を、綾は抱き締める。

「大丈夫、大丈夫だよ」

　二人は顔を寄せる。吐息のような声で、綾は囁いた。




「私はずっと、ここにいるから」





　　　　＊　＊　＊






　黒く彩られた絵の中で、少女が泣いている。

　少女は一人きりで、いつもいつも泣いている。




　ノートをめくると、歪んだ絵が飛び出した。黒一色の景色の中、少女が佇んでいる。その目や口は、執拗に塗り潰されていた。

　ノートは、彩の日記だった。

　彼女の痛つう切せつな叫びが、ここには溢れ出している。

　彩の唯一の捌はけ口ぐちだったのだろうか。日記の絵は、学校の提出物とは全く異ことなっていた。暗い色彩に溺おぼれるようにして、少女が泣いている。その体には、口がなく、目がなく、時に首すらない。ページは絵ばかりで構成されており、文章はほとんどなかった。

　ページをめくった瞬間、さらに異様な絵が現れた。

　少女がナイフを手に立っている。彼女の周りには、大量の死体が転がっていた。無残に切断された腕や首の周囲に、血だまりが広がっている。だが、少女の体と比ひ較かくして、そのパーツはあまりにも小さい。

　人間の物では、ないのだろうか。

　不意に、段ボール箱の中身を思い出した。

　これは、切断された『人形の死体』だ。

　────今日は、お片付けをしました。

　絵には簡潔な一文が添そえられていた。文字は乱れもなく、淡々としている。だが、冷静な文字とは裏腹に、絵は鮮烈に彩の激情を語っていた。

　紅と黒で彩られた光景は、あまりにも凄惨だ。

　再びページをめくる。すると、唐突な変化が起こった。パステルカラーがページを満たす。何の前触れもなく、子供らしい愛らしい絵が復活した。無理やり描かされたものかと、目を細める。だが、決してそうではないらしかった。

　彩に、友達ができたらしい。

　前後に、きっかけらしい出来事は何もない。二人が何故出会ったのかすらわからなかった。だが、彩は確かな幸せを得たらしい。二人が一緒にいるページは、柔らかな色調で彩られていた。楽しげな日々は続く。遊ぶ少女達を見ていると、気持ちが和なごんだ。今まで陰惨な光景が繰り広げられていただけに、この日々が長く続く事を祈りたくなる。

　だが、所詮は全て過去の出来事だ。

　終わりは、必ずやってくる。

　不意に、次のページをめくれなくなった。見てみると、ページ同士が何故か癒ゆ着ちやくしている。ページとページの隙間に爪を入れる。無理やり剝がすと、何かが零れた。

　パラパラと紅い粉が剝がれ落ちる。

　その色は、乾いた血のようだ。

　思わず手を放すとノートが落ちた。次の瞬間、油の匂いに気がつく。分厚く重ね塗りされたクレヨンが、ページ同士を貼はりつけていたらしい。血のように黒く酸化することなく、クレヨンは紅色を保たもっていた。その中心に少女が埋もれている。

　彼女は、再びナイフを手にしていた。

　塗り潰されたページの端に、余白が残っていた。冷静な文字が淡々と綴つづられている。




　私は今日、友達を殺しました。




「繭さん、これは…………」

　繭墨は突然きびすを返した。廊下に出ると、子供部屋へ戻る。優しい光の中、姉妹は寄り添いあって眠っていた。二人は足を絡からませ、目を閉じている。抱き合う二人に、繭墨は見向きすらしない。彼女は簞笥の前に進み出ると、扉に手をかけた。

　───────バクッ

　中には、誰もいない。繭墨は唐傘を開き、肩に載せた。

　ゆっくりと、回す。

　───────くるり

　しかし、何も現れない。簞笥は沈黙に包まれている。

　血が湧わきだすことも、死体が転がり出ることもない。

　それならば、答えは一つだけだ。

　ここに、人の死体が仕舞われたことはない。

「……これは、牧原さんの時と同じと言うことですか？　彼女は……少なくとも『友達』は殺していない。けれども、何故か殺したと思い込んでいる」

　追い詰められた牧原の姿が脳裏を過った。罪悪感から、彼は恋人を殺してしまったと思い込んだ。死体がないというのならば、これは彼と同じ事例のはずだ。

　誰も死んでいない。それなのに、彼女は殺したと思い込んでいる。

　だが、繭墨は首を振り、それを否定した。

「…………いや、そうじゃないよ。確かに彼女は友達を殺したんだ」

　死体はない。だが、確かに殺した。

　矛盾した言葉を口にし、繭墨は眠る二人に向き直った。紅い影が、二人の頰に落ちる。気配を感じたのか、綾が目を開いた。

　繭墨は、誰に向けるわけでもなく囁く。

「『言葉の自由と、行動の自由を奪われたら、人間には何が残るだろうね？』」

　かつて口にした言葉を繰り返され、綾は不審気な顔をした。応えを待たず、繭墨は唐傘を閉じた。次の瞬間、紅色が鋭い弧を描き、一いつ閃せんされる。

　ぴたりと、唐傘の先端が綾を指し示した。

　眼球の直前で止まった唐傘を、綾は見つめる。その目に、何故か怯えの光はない。

　繭墨は深く笑い、問いかけた。




「──────君は、誰だい？」




　沈黙が、降りた。

　サァサァと鳴る雨音が耳を満たす。綾はゆっくりと体を起こした。その首に回されていた彩の腕が落ちる。彼女に目覚める気配はない。

　彼女は、不思議なほど深く眠ったままだ。

　綾は唐傘を摑み、目の前から動かした。ベッドに座り直し、繭墨を見上げる。

「急にどうしたんですか？　私は彩の姉です。最初に、そう……」

「いいや違うね、彼女に姉はいない」

　繭墨は迷いなく答えた。不意に、彼女は閉じたままの唐傘を持ち直した。素早く回転させ、辞書を抱えた僕の腕を突く。痛みにたまらず手を放すと、バラバラとノートが散らばった。

　紅いページが広がる。

　孤独な少女が、泣いていた。

「見てごらん。彼女の日記のどこに『姉』がいるんだい？　小田桐君が無む駄だに嘆いていたけれどもね。彼女の悲劇は、彼女が孤独だったからこそ起こったものだ。傍で支える人間の一人でもいれば、最悪の事態は防げただろうさ。仕舞われていた衣類の数々にも、彼女に姉がいたことを示す痕こん跡せきはなかったよ」

　彼女に姉はいない。彼女は孤独だったが故ゆえに追いつめられ、母親を殺した。

　それならば、彼女の『姉』を自称する綾はなんなのか。

「彼女は一人だった。ずっと一人だったんだ」

　彩の声が耳元で再生された。縋るような甘い声を思い出す。

『やっと帰って来てくれた』と、彼女は言った。

　ずっと、一人だったのに。

　唐傘の先端がページをめくる。地獄じみた光景が続いた。紅と黒の光景を繰り返した後、彼女は不意に唐傘を止める。

　二人の少女が、仲良く遊んでいた。

　柔らかな色で彩られた光景は、拙いながらも美しい。以前のページと比較して、その数日間の日記だけは、まるで楽園にいるかのようだ。

　地獄を抜け出し、楽園に辿り着く。

　だが、直前のページにその前ぜん兆ちようはない。なんの前触れもなく、美しい光景が広がる。

「彼女の傍にいたのは、突然できた『友達』だけさ」

　再び繭墨はページをめくった。平和な光景が、恐ろしい速度で流れ去る。

　唐傘の先端が、紅いページを激しく叩たたいた。

　乾いたクレヨンの粉が散る。繭墨は低い声で断言した。

「だが、その『友達』を彼女は殺した」

　そう、彼女のナイフで彼女が殺した。

　歌うように言い、繭墨は逆向きにページを辿った。陰惨なページの上で、彼女は再び唐傘を止める。

　ナイフを持った少女が佇んでいた。

　その足元には、バラバラになった人形が転がっている。

「さて、この日記には二枚、似た絵があるね。一枚目はこれだ。恐らく物置に仕舞われていた人形と、この死体は同じものだろう。それにしては、一つ不思議な点がある」

　唐傘がノートをなぞる。人形の切断面からは、ありえないものが溢れ出していた。

　──────紅色。

「血が─────流れ出ているね」

　さらに、繭墨は添えられた一文をなぞった。冷静な文字を辿る。

「『今日は、お片付けをしました』」

　にやりと、彼女は嫌な笑みを浮かべた。

　綾は応えない。ノイズのように辺りを満たす雨音の中、繭墨の声は朗ろう々ろうと響き渡る。

「さて、なぞなぞを再び繰り返そうじゃないか。『言葉の自由と、行動の自由を奪われたら、人間には何が残る』だろうね？」

　言葉は封じられ、行動を制限され、その結果何に助けを求めるのか。

　人間は過か酷こくすぎる状況下で、逃とう避ひしなければ生きてはいけない。

「想像の自由だけは、たやすく失われはしない。友達すら作ることのできない環境の中、彼女は人形に助けを求めたんだろう。だが、それもこれでおしまいだ」

　コンコンッと唐傘の先端がページを叩いた。無感情に綴られた文字を、繭墨は強くなぞる。

　今日は、お片付けをしました。

　だが、少女の周囲に広がる光景は、片付けとは言い難い。人形達は関節を切断され、首を切り落とされている。彼女の足元は血の海だ。

　だが、彩はそれを片付けだと書き残した。

「人形を切り裂くことを、普通は片付けとは呼ばないさ。これは、恐らく彼女の母親がそう呼んだんだろう。人形遊びに傾けい倒とうする娘に、彼女は腹を立てた。だから言ったのさ。そんなものは片付けなさい。彩君は恐らく逆らったんだろう。だから、母親は反省のため、その手で人形達を『片付け』させた」

　玩具おもちやは玩具だ。壊してしまえば、遊べない。

　彩の母親の厳格さは、狂気に近い域いきまで達していたのだろう。彼女は、娘の反抗が許せなかった。だからこそ罰ばつとして、その手で人形達を『片付け』させた。

「彼女は人形を、人間に近い物として認識していたんだろう。この絵がそれを物語っているね───彼女は、これで予行演習を終えてしまった。とても、不幸なことにね」

　ナイフを手にした少女は、血塗れの人体部品を見つめている。

　今日は、お片付けをしました。

「──────グッ」

　彩の目に映った光景を思い、僕は思わず呻うめいた。腹の中で子供が蠢き、笑い声をあげる。佇む少女の姿が、視界全体に広がった。稚ち拙せつな絵で描かれているからこそ、その光景はひどくグロテスクだ。不意に、物置の床に落ちた人形の残骸を思い出す。

　首が、足が、腕が、胴体が、バラバラに転がっていた。

　ナイフを関節に差し込み、体重を掛けて切断した時、彩はどんな思いをしたのだろう。そして、何故あの人形達は保管されていたのだろうか。

　壊れた玩具は、捨ててしまってもいいはずだ。利用価値がないのだから。

　その瞬間、僕は眩暈めまいを覚えた。気がつく自分に吐き気を覚える。

　利用価値は、あった。

　見せしめだ。

　彼女が二度と逆らわないよう、母親はソレを保管しておいたのだろう。

　だがソレは、彩にとって大量の死体と変わらない。

　なんてことを、したのか。

「だが、人形を奪われてもなお、彼女にはまだ自由が残されていたようだね。それはどうやら、人形よりも素晴らしいものだったらしいよ」

　繭墨は冷静に続け、ページをめくった。不意に唐傘を突き刺し、止める。

　明るく彩られた光景が広がった。

「それが、彼女の『お友達』さ。孤独な彼女が生み出した、空想上の友達だよ」

　それこそが、新しい逃避の対象だった。

　前兆がなかったのも当然だ。彼女は、誰にも会っていない。孤独な彩は、ただ一人で友達を作り出した。

　依い存ぞんし、守ってくれる対象として。

　僕は綾に視線を向けた。彼女は不思議なほど穏やかな笑みを浮かべている。その左手は彩の頭を撫で続けていた。聖母のような笑顔のまま、彼女は囁く。

「───────それ、で？」

　挑発するような問いかけに、繭墨は笑った。

「新しくできた友達には、体がない。だからこそ、彼女は新しい逃避の対象に、安心してのめり込んだんだろうね。彼女の友達だけは、何があろうと死なないはずだった」

　彩の『友達』には、母親ですら触さわれない。彩にとって『友達』は、聖域であり、唯一絶対の逃避対象になったのだろう。『友達』と過ごす光景は、光に満ち溢れている。

　だが、楽園は突然終わりを告げた。

「彩君は、一時的に精神を崩した後、『問題なく』見えるよう育てられた。恐らく、虚こ空くうの友達に話しかける彼女に、母親は激げつ高こうしたんだろう。それは、あまりにも異常な行動だ。そのため、彼女は彩君に言ったんだ。そんなお友達とはお別れをしなさい」

　そんなものとは、さようならをしなければならない。

　繭墨は再びページをめくった。その速度は加速していく。

「それだけならば、まだよかった。二人はもっと別の別れ方をすることもできたかもしれない。けれども、彼女の母親は、事を急ぐあまりきっとこう言ったんだ」

　唐傘がページを貫通する。ナイフを持った少女の姿が露になる。

　真っ赤な血の海の中、彼女は一人で佇んでいた。

「ありえないものは『片付けなさい』」

　それは彩にとって、呪のろいの言葉だ。

　片付けなさい。

『予行演習』は済んでいた。母親はためらいなく、彼女のトラウマのスイッチを押した。

「─────その結果、追い詰められた彩君は、友達を『片付けた』」

『片付けろ』とは、彼女にとって『殺せ』と同意味だ。

　母親の絶対的な指示に逆らうことができず、彼女は友達を殺した。

　かつての行為を盲目的になぞり、死体を簞笥に詰めた。

　彩は死体の処しよ遇ぐうに困り、自らの部屋に埋まい葬そうしたのだ。だが、彼女の友達の姿は誰にも見えない。故に、死体はないのと同じだ。他人から見れば、彼女は誰も殺していない。

　だが、友達の死体は確かに簞笥の中にある。

　誰にも、その苦しみはわからない。

「『私は人を殺しました。私は大切な人を殺しました。私は私の友達を殺しました。私は人殺しです。けれども誰も私を責めません。母は私を愛しい子と言います。誰も私を責めてくれなくて人殺しとは呼ばなくてでも』」

　彼女は、ずっと友達の死体と過ごしてきたのだ。

　背筋を強烈な寒気が駆け降りた。興奮したらしい子供が、腹に触れてくる。繭墨の演説に似た声は続く。彼女は唐傘をノートから外し、勢いよく振った。

　パンッという鋭い音と共に、紅い華が咲く。

　彼女は唐傘を首に掛け、微笑んだ。

「度重なったストレスが、彼女を今回の凶行に向かわせた。人間の体をバラバラにすることは、彼女の体力では不可能だったんだろう。彼女は母親を切り裂き、友達と同じように埋葬した」

　白木麻須美の死体は、全身を切り裂かれていた。

　彩は友達と同じように、母親を殺したのだ。

「─────だが、一つわからないことがある」

　繭墨は目を細めた。嫌な表情で綾を見つめる。

「彼女はずっと耐えてきた。ずっとずっと耐えていた。どんなに罅ひびの入った石でも、なんの前兆もなく割れるとは考えにくい────何故、それが今だったんだろうね？」

　誰もその問いかけには応えない。彩は眠ったままだ。綾はその頰を優しく撫でる。瘦せた頰の輪りん郭かくをなぞり、零れ落ちた髪を耳に掛けた。

　繭墨は不意に笑った。一変して、優しく先を続ける。

「それよりも、実は君に尋ねたいことがあるんだ。君は彩君の過去を知っていた。君は過去に彼女の傍にいて、彼女を守っていた。それなのに、『母親』から『無理やり別れさせられた』という」

　彩の目がゆっくりと開いた。黒く濡れた眼球が動き、天井を映す。

　繭墨はチョコレートを取り出した。微笑む貴婦人の首に、彼女は歯を当てる。

　パキリッと、頭と胴体がわかれた。




「──────君は、彼女の殺した『友達』かい？」




　ザアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアッ

　雨音が激しく耳を打った。綾の顔から一切の表情が消え失せる。

　彼女は、ガラス球のような目を僕達に向けた。

　その周囲の肉が、不意に蠢いた。白い肌が盛り上がり、不規則に波打つ。中に蟲むしが入り込み、蠢いているかのような変化だ。やがて、肉は何事もなかったかのように元に戻った。

　綾は穏やかに微笑む。それが、答えだった。

　彼女は、人間ではない。

「繭さん、彩さんの友達に体はなかった……しかも、『彼女』は殺されたはずだ。何故、それがこうして僕達の前に存在するんですか？」

　疑問が口を突いて出た。彩の『友達』は、誰の目にも触れず埋葬された。

　それなのに、『彼女』は今、優雅な笑みを浮かべている。

「誰かが彼女に『体』を与えたのさ。それは、本来なら『神』にしかできない所しよ業ぎようだよ───だが、『神』なんて本当はいないはずだ」

　神ならば、土から人間を生み出せるだろう。だが、人間にその権利はない。

　それならば、彼女は誰が『創り出した』のか。

「君は誰に、その体を与えられた？　いや別にいいよ。言わなくてもわかる」

　繭墨は、ポシェットから紅い封筒を取り出した。中から画用紙を引き出す。彼女はそれを開き、綾へと突きつけた。まるで罪状を読み上げるように、言う。

「『あるところに、一匹の■がおりました』」

　繭墨は深い笑みを浮かべた。







「─────『狐』は、どこだい？」







　今、なんと言ったのか。

　視界が殴られたかのように紅く染まった。心臓が高鳴り、全ての音が遠ざかる。次の瞬間、雨音が爆発的に高まり、耳を満たした。腹の中で赤子が嗤い、指を伸ばしてくる。ぷつりという音と共に、腹が裂けた。子供の無邪気な笑い声に、別の声が重なる。

　クツクツと楽しげに響くそれは。

　──────狐の、笑い声だ。

　唇を深く嚙み締め、息を整える。気がつくと、彩が体を起こしていた。彼女は真まっ直すぐに前を見つめている。音もなく唇が開き、何かを囁いた。大きな目から、突然涙が溢れ出す。やつれた頰を、幾つも透明な滴が流れ落ちた。

　凍った声が溢れ出す。

　その声は、絵に添えられた文のように淡々としていた。

「『墓場には、ある日新しい墓穴が増えました。棺桶の中は血の匂いに満ち溢れておりました。苦しい罪を背負った少女に、狐は尋ねかけました』」




　友達の死が嘆きと言うのなら、それを覆してみせましょう。




「『しかし、それには足りない材料が必要です』」




　体のために一つ、魂のために一つ。

　少女は材料を揃えようとしました。

　誰よりも誰よりも大切な友達のためならば。

　彼女はどんなことでもできたのです。




　そう、どんなことでも、ね。




「だ、から─────────」

　彩は機械的な動作でベッドから降りた。白いシーツの下に手を入れ、ゆっくりと引く。僕は咄とつ嗟さに繭墨の首根っこを摑み、後ろへと引いた。繭墨はなんの文句も言わず、仰向けに倒れる。

　彼女の首があった位置を、紅く染まった刃物が撫でた。

　幅広のナイフは、乾いた血で汚れている。

　彩が眠っていたシーツにも、同色の染みがついていた。それを見て思わず戦せん慄りつする。

　──────ずっと抱いて、眠っていたのか。

「だからやらないと、私がやらないと、私が殺さないとおおおおおおおおおおおッ！」

　彩は不意に絶叫し、ナイフを振るった。刃が頰をかすり、痛みが走る。その腕を押さえた瞬間、細さに愕然とした。そのままナイフを奪おうとするが、上う手まくいかない。彼女はナイフを握り締め、激しく抵抗した。

　その姿は、死にかけの獣を連想させる。

　瘦せた頰を、涙が幾つも零れ落ちた。その背後で、綾はベッドに腰掛けたまま、変わらない笑みを浮かべている。ナイフを振るう彩を見つめる眼差しは、とても穏やかだ。

　その優しげな視線に、鳥肌が立った。

「な、んだ………それ、は…………」

　首筋に振るわれたナイフを押さえる。掌に刃が食い込み、血が流れた。激痛に耐え、声を嚙み殺す。それ以上刃が進まないよう、彩の手ごと柄えを押さえた。

　階段を誰かが駆けあがって来る。一階の日傘が異変に気づいたらしい。だが、開いたままの扉は勝手に動き出した。誰かが押したかのように、軋みを上げて閉じる。

「おいっ、少年ッ繭子、どうしたよっ、オイッ！」

　日傘の声が扉越しに聞こえた。ノブが激しく揺れ、扉が乱打される。だが、開かない。玄関と同じだった。部屋は棺桶のように閉じられた。

　後は、死体が中に転がれば完成だ。

「私が、私が、私が、私が……………」

　彩の悲痛な声が響く。彼女は泣きながら、ナイフを進める。その姿は、彼女の方が刺されているかのようだ。綾は頰杖を突き、優雅な笑みを浮かべている。

　全身に鳥肌が立った。痛みよりも、嫌悪感の方が勝つ。

　その視線は、一体なんだ。

「止めろ……もう止めろッ！　これ以上殺してどうなるんだッ！」

　叫んだ途端、彩は体を捩り、絶叫した。

　その声には、恐ろしい程の悲しみが詰まっていた。

「だって、私が殺したんだもん！　私が殺したの！　友達だったのに、たった一人の友達だったのに！　誰より大事だったのに！　私が殺したの！　それなのに、戻って来てくれた！　戻って来てくれたから、くれたから、だから私が殺さないといけないの！」

　幼い子供のように、彼女は訴える。カタカタと震える刃先が掌に食い込んだ。泣きながら、彩は叫ぶ。

「そうしないとあの子が消えちゃうのッ！　いやなの、そんなのいやッ！　ずっと一緒なのに。これからずっと一緒なのに。消えちゃうのッ！」

　突然、彩は体を後ろに引いた。刃が肉を裂きながら抜ける。悲鳴を嚙み殺し、僕は下がりかけた足を押し留めた。次の瞬間、彩はナイフを両手で握り、床を蹴けった。

「そう、あの人と約束したからッ！」

　──────あの、狐と。

　腹に刃先が触れる寸前、僕は彩の腕を押さえた。

　僅かに間に合わなかった。ナイフの先端が腹に埋まっている。熱い血が服に滲み始めた。だが、それよりも早く生理的な痛みが広がる。子供が腹を裂く鈍どん痛つうを感じながら、僕は囁いた。

「やめろ………やめろ………」

　ぱーぱ？

「でて、くるな…………雨う香か」

　必死に囁き、腹の子を落ちつかせる。危険を承知で片腕を放し、僕は腹を強く押さえた。肉を割り伸びて来た指を、無理やり中へ押し込む。

　どうか、眠っていてくれ。

　この少女を、殺さないでくれ。

　祈るように願い、彩に向き直った。彼女はナイフに力を込める。肉に刃が深くめりこむ寸前、僕は足を伸ばし、彩の腕を蹴った。指が解け、ナイフが天井に跳ぶ。彩は大きく目を見開いた。空になった手を動かし、呆然と呟く。

「うっ………そ？　あ、れ？　うそ、噓、噓、噓ッ！」

　僕は彼女の腕を摑み、乱暴に引き寄せた。ナイフを取りに行こうとする体を、無理やり抱き止める。片腕で細い背中を必死に押さえた。彩は手を振り払おうともがく。

　その背後で、綾が口を開いた。

「─────彩、やれないの？」

　彼女は、優しく囁く。

　その声は、とても甘い。

「アナタは、私のことをもう一度殺すの？」

　だが、その言葉には、優しさなど欠片もない。

　彩は、激しく身を震わせた。熱い涙が僕の首筋を濡らす。

「あっ………あっ………」

　彼女は体を反らせ、絶叫した。喉が壊れそうな悲鳴が、耳元で爆発する。

「ちがうの、違う、違う、違うからああああああああああああああああああッ！」

　綾は美しい笑顔で、彩を眺める。それを見て、再び背筋に寒気と嫌悪感が駆け抜けた。違和感が最高潮に達する。おかしかった。何か、致ち命めい的てきなことが間違っていた。

　──────コレは、一体なんなのか。

「アンタが本当に彩の『友達』なら、止めるべきじゃないのかッ！」

　怒りが強く臓ぞう腑ふを焼く。目の前が激情で紅く染まった。

　ノートの中で、彩と彼女の『友達』は幸せな日々を送っていた。たとえ全てが彼女の空想にすぎなかったとしても、その幸福だけは本物だったはずだ。

　死が、二人を別わかつまで。

　彼女が彼女を殺すまで。

　その幸せは確かに続いた。

　だが、今のコレはなんだ？

　綾は応えない。彼女の微笑みは揺らがなかった。再び疑問が胸に沸き上がる。

　そう、何かが致命的に間違っていた。

「アンタは本当に、彩の大事にしていた『友達』なのかッ！」

　人を殺せと言うなど、そんなものは友達ではない。

　僕は断じて認めない。

「──────ああ、その通りさ」

　不意に、涼やかな声が応えた。振り向かなくても、繭墨がどんな表情をしているのかわかる。

　きっと彼女は、笑っているはずだ。

「小田桐君の言葉は、ある意味、的まとを射いているよ。人を蘇らせるのは『神』の仕事だ。けれども、この世に『神』はいない。『だから人など創れない』」

　紙の擦すれる音がした。

　繭墨はくるくると唐傘を回し、言葉を紡ぐ。

「君は彩の『友達』を名乗り、よく似ているだけの別の何かだろう？」

　唐傘が回る。紅色が回る。

　繭墨は低い声で囁く。

「──────正体を、見せたまえ」

　ぐるりと、空間が回転した。飴あめをスプーンでかき混ぜたかのように、一瞬空間が捩れ、元へ戻る。次の瞬間、綾の頰は溶けた。全身が柔らかく弛し緩かんする。次の瞬間、服を破り、人の形が崩れた。泥どろのように伸びた肉にく塊かいが、ベッドの上に広がる。

　ソレは無様に蠢き、壁に張りついた。

「ヒィッ！」

　彩は全身に鳥肌を立てた。綾だった肉塊は、もぞもぞと壁を這っていく。床の隙間に近寄り、肉塊は体を押し込んだ。器用に中に潜り込み、消える。次の瞬間、扉は自然に開いた。打ち破ろうとしていたらしい日傘が、なだれ込んでくる。

「っ、だっ、ダダダダダダダダッ………な、何があったんだ？」

　彩の体から突然力が抜けた。彼女は呆然とその場に座り込む。

　ぱかりと、その口が開いた。

「いやああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああッ！」

　窓ガラスが激しく震えた。彩は背中をピンと反らせ、絶叫する。彼女は肺から空気を吐き尽くす勢いで叫んだ。落ちつかせようと背中を撫でても、その悲鳴は止まらない。

「ああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああッ！」

　その声は最早、言葉になっていなかった。

　獣の叫びに似た咆ほう哮こうが、空気を震わせる。

「どこ、どこっ、どこなの、あの子はどこっ、どこっどこ、どこどこどこどこッ！」

　彩は激しく首を振り、部屋中を見回した。だが、消えた綾の姿はどこにもない。

　白い肉塊は、どこかへ消えた。

　彼女の友達は、もういない。

「どこっどこっどこっどこなのおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおッ！　どこに行ったのおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおッ！」

　舌を嚙んだのか、その唇から血が溢れ出す。僕はその肩を揺さぶった。

「彩さんッ、彩さんッ！」

　必死に彼女の名を呼ぶ。覚えのある焦しよう燥そうが沸き上がるのを感じながら、繰り返した。

　あの時、手は届かなかった。

　もう二度と、繰り返すわけにはいかない。

「落ちついて下さいっ！　落ちついて下さい、お願いしますッ！」

「いやああああああああああああああああッ！　いやああああああああああああッ！　どこ、どこよおおおおおおおおおおおおおおおどこおおおおおおおおおおおおおッ！」

　彼女は血を吐きながら訴える。暴れる背中を強く抱き止め、僕は告げた。

　告げるしか、なかった。




「もう、貴方の友達は、いないんですッ！」




　死んだ者は、蘇りはしない。

　彼女は恐らく、友達のために母親を殺したのだ。

　それなのに、もうどこにもいない。




　彼女の友達は、どこにもいない。




　すとんと、彩の全身から力が抜けた。弛緩した体を抱き締める。その目は何も映していなかった。揺すられるがまま、彼女は返事すらしない。

　不意に、小さな囁きが耳に届いた。

「──────────────────────────────しにたい」

　空っぽな呟きの中には、もう何もなかった。

　感情のない囁きは淡々としている。だが、それ故にどこまでも真剣だ。

「しにたい、しにたい、しにたい、しにたい、しにたい、しにたい、しにたい」

　友達を殺した。母親を殺した。その結果、蘇ったはずの友達はどこにもいない。

　だから、彼女にはもう何もない。

「しにたい」

　もうその望みしか、残されていないのだ。

　そのことが、何よりも僕にとっては恐ろしかった。

「……………やめろ」

　溢れ出した声は、自分でも驚くほど震えていた。彼女の肩を再び揺すり、訴える。

「………やめてください、それだけは」

　彩は涙すら流さない。彼女は乾いた目をしたまま、死にたいと呟く。僕は再び腹を強く押さえた。小さな指が掌を撫でる。肉が裂け、床に血が零れ落ちた。だが、その痛みはどこか遠い。痛覚よりも、恐怖の方が勝まさっていた。彼女の言葉が恐ろしい。その投げやりな呟きは、何もかもを拒絶している。

　手を差し伸ばしても、絶対に届かない。

「どうか、やめてください………それだけは、やめてください」

　今の彼女には、どんな言葉も無意味だろう。だが、僕は無ぶ様ざまに繰り返した。死にたいと彼女が訴える声を聞く度、傷口が裂け、血が流れ落ちる。子供が顔を出そうとするのを無理に押さえ、臓腑の中に押し込んだ。

　また、繰り返す。僕の目の前で人が死ぬ。

　それだけは、もう見たくなかった。

「やめてください。それだけは、やめてください。どうか、それだけは……」

　他の言葉は思いつかなかった。ただ馬鹿みたいに繰り返す。不意に、涙が頰を流れ落ちるのを感じた。笑いだしたくなった。僕が泣く必要がどこにある。泣いて一体どうするのか。

　なんの、意味もない。

　だが、止めることはできなかった。感情が高ぶり、自分でも理解できない悔くやしさが胸を満たす。零れた涙は、彩の首筋を伝い落ちた。

　不意に、彼女の視線が揺れ動いた。彩は大きな目に、初めて僕の姿を映す。

「貴方は、なに？」












　その声は、未いまだ冷たく凍っていた。応えようとして、言葉に詰まる。なんと言えばいいのかわからない。それでも、無理やり僕は答えを絞り出した。

「僕は……僕達は、貴方の、貴方のお母さんに雇われて……やって来ました。僕達は、貴方を、救いに来たはず……なんです」

　繭墨にきっと、その意思はない。だが、僕達は誰かを苦しませるために来たわけではないはずだ。怪異の渦か中ちゆうにいる人間を、可能な限り救いたいと僕は思っていた。あの海で犯おかした過あやまちを、繰り返すことだけはごめんだった。そのはずが。

　彼女の顔を覗き込み、僕は絶望する。

　彩は、壊れている。

「………………………………………………死ぬなと言うなら」

　不意に、ひどく冷たい声が響いた。彩は僕から体を放す。その目は黒く澄すみ渡わたっていた。夜の湖こ畔はんに似た目に、もう絶望の光はない。

　悲しみすらない。

　ただ薄らと、狂気に似た光があった。

「傍にいてくれる？」

　友達を殺し、母を殺した。その果てに、一人きりになってしまった。だから。

「死ぬなと言うなら、傍にいて」

　彩は淡々と囁いた。断れば、彼女は舌を嚙み切るだろう。笑みすら湛たたえた口元が、僕にそう告げていた。

　彼女は無言で、僕の返答を待っている。

　子供が激しく暴れ、腹がひどく痛んだ。いつか感じた本能的な恐怖が蘇る。吐き気が込み上げ、喉が痙けい攣れんした。

　彩の目に宿る光を、僕はかつて見たことがあった。

『勤つとむさんは、私を好きですよね？』

　かつて、静しず香かは僕にそう問いかけた。彼女は一人になることに怯えていた。

　孤独に耐たえきれず、彼女は壊れ、僕を渇かつ望ぼうしたのだ。

　彼女は、最後に笑って消えた。だが、壊れきった彼女の姿が、再び脳裏を過る。

　それこそ、僕がかつて突き離し、殺してしまったものだ。

　彩は縋るように腕を伸ばした。僕の袖そでを小さな手が引く。助けてくれるのかと、彼女は返事を待っている。その手を取ってはならなかった。それは、僕の手に余るものだ。

　支えきれる、わけがない。

　冷や汗が頰を伝う。今すぐに目を逸らすべきだった。決意を固め、顔を上げる。




　そして、僕は叩きつけるようにして、彼女の手を握った。




　傷ついた掌に激痛が走る。だが、それを無視して小さな手を摑んだ。逃げてはならなかった。静香と同じ目をしたこの少女を、再び見捨てることなどできない。

　できるわけがない。

　ここで逃げれば────僕はきっと、後で自分自身を殺したくなる。

「それは過剰な同情だよ、小田桐君───君はあさとの名を聞いて、全く別の物を同一視しているだけさ」

　チョコレートを嚙み折る音が響いた。恐らく繭墨は、冷たい眼差しで僕を見降ろしている。だが、それを確かめる暇ひまなく、柔らかな腕が僕の首筋に巻きついた。縋ってくる腕はひどく細い。ゆっくりと、彩は僕に頭をもたせかける。

　小さなそれは、支えきれないほど重く感じられた。

　だが、僕はそれを受け止めるしかない。

「君は絶対に、後悔することになるよ」

　繭墨は、迷いなく断言した。その声に重なって、懐かしい声が耳を打つ。

　柔らかく甘い響きが耳を撫でた。




『たすけて、くれますか？』




　その声を、振り払うことはできない。

　たとえ、その先が奈な落らくだとわかっていても。





　　　　＊　＊　＊






　血に濡れた掌を、彼女は強く握ってくる。その度、強い痛みが走った。

　弱くなった雨音が響く中、一階から日傘が戻って来る。彼は一瞬なんとも言えない表情をした。ためらいがちに口を開く。

「外には出られる。鍵は開いてた…………その子を連れて、行けるが、な、少年」

　彼は途方に暮れたような顔をした。僕の腕にしがみつきながら、彩は目を瞬かせる。その姿は、小動物を思わせた。外界からの刺激に対し、ひたすら怯え、警戒している。

　掌の傷が痛んだ。だが、彩が手を放してくれないため、治療すらできない。その激痛は、僕が今後とも受け止めるしかないものだ。

　頷いたのは、僕なのだから。

「その子を、本当に、あの、な…………どう、するんですか？」

　日傘は迷いながらも問いかけてきた。その意味は僕にも理解できる。

　彩は人殺しだ。どんな理由があろうと、その事実は変わらない。

　この家は棺桶のように閉じられていた。だが、蓋が開いたのならば、その先には現実が待っている。殺人は刑罰の対象だ。彼女の精神状態は考こう慮りよされるだろうが、しかるべき裁定を受けるしかない。

　だが、彩は僕から離れないだろう。

　彼女は無理に引き離されれば、自殺しかねない。それならば、僕は彼女を連れて逃げるしかないのだ。あるいは、母親の死が人目に触れないよう、隠いん蔽ぺいするべきだろうか。

　だが、今は何一つとして、具体的なことを考えられなかった。

「ひとまず、外に出ますよ───あとは、どうにか……結論は、出します」

　何が正しいのか、何をするべきかさえ、混乱しすぎていてわからない。ただ、今はこの家から外へ出たかった。結論を先送りにするのは間違いだ。事態は悪化するばかりで、よくはならない。掌に張りつく小さな手を握りながら、僕は唇を嚙んだ。

　────結局、僕は卑ひ怯きよう者ものでしかない。

　だが、今は何も考えずに眠りたかった。

「──……そう、か。それでいいなら、おいさんは何も言わんさ、少年……ただ、な」

　日傘は静かに言う。繭墨は外を眺め、唐傘を回している。

　カーテンの隙間から覗く雨は、途と切ぎれかけていた。

「────その時それしかないと思った選せん択たく肢しがな、あとで後悔することも、あるぞ」

　わかっていた。それどころか、絶対に後悔すると知っていた。

　僕の選択は、溺れる者を助けるため、泳げないのに水に飛び込むようなものだ。

　見捨てるより、溺でき死しする方がマシだと言っているのと変わりない。

　それでも、僕には彩の手を振り払えない。溺れている彼女を見殺しにはできない。

　日傘は、何も言わなかった。きびすを返しかけるが、思い直したのか足を止める。

　彼が再び口を開いた瞬間だった。

「あああああああああああああああああああああああああああああああッ！」

　高い悲鳴が聞こえた。

　一階で、何かが壊れる音が響く。日傘は顔を陰らせ、走り出した。転げ落ちるような勢いで、彼は階段を駆け降りる。繭墨も唐傘を閉じ、その後を追った。彼女は僕のことを振り向きもしない。黒いリボンが、小さく揺れて消えた。

　僕と彩だけが取り残される。

　今のは灯の悲鳴だった。僕も行くべきではないのだろうか。

　前へ歩き出そうとすると、くんっと袖を引かれた。彩が無言で僕を見つめる。その目に吸い込まれそうな心地がした。何か言おうとして、僕は言葉を飲み込んだ。

　彼女の大きな瞳は、何を言っているのだろうか。

　一人にしないでと縋っているのか。

　助けて欲しいと訴えているのか。

　逃がさないと語っているのか。

　その三つの何が違う。どれでも同じだ。そう考えてしまう自分を殺したくなる。助けると決めたはずが、僕は何に怯えているのか。彼女を憐あわれに思う。死んで欲しくない。助けたい。見捨てるのならば、自分が死んだ方がマシだ。その気持ちは噓うそ偽いつわりなく本当だ。それなのに、彼女にかける言葉をもたない。

　無理やり口を開いた時だった。

「ッ、が、だああああああああああああッ！」

　別の悲鳴が響いた。低い声が苦痛を訴える。

　日傘の声だ。同時に、物が壊れる派手な音が響いた。扉の外へ視線を向ける。

　吹き抜けの壁に一瞬、獣の影が映った。

　獣が六頭、長く天井へと伸び上がり、元へ戻っていく。

　一体、何が起こったのか。

　思わず駆け出そうとすると、再び袖を強く引かれた。彩は無言で僕を見ている。だが、今度こそ行かないわけにはいかなかった。物が壊れる音は続いている。一階は危険だ。灯を落ちつかせ、日傘と繭墨の安否を確かめなければならない。

　僕は振り向き、彩に言い聞かせた。

「直ぐに戻ってきます。だから、待っていて下さい」

　獣が暴走している中に、彩は連れていけない。彼女は何も言わなかった。僕の手に縋りついていた指がゆっくりと離れる。血濡れた掌が、空気に触れ痛んだ。一階に降りると、灯は部屋の隅で震えていた。頭を抱え、必死に何かを呟いている。

「おさまれ、おさまれ、おさまれ、おさまれおさまれ、おさまって、おさまってよ！」

　灯は泣きながら訴えるが、獣達は言うことを聞かない。彼らは激しく口を動かし、日傘の影に群がった。日傘は慌てて後ろに下がり、距離を取る。その頰からは血が滲んでいた。嚙まれたのか、左腕の三角巾が外れている。歪んだ腕が宙に突き出し、ほどけた包帯の隙間から、白い肌と血の紅色が見えた。

　繭墨は一人だけ遠くに避難していた。彼女はソファーに座り、チョコレートを齧っている。目の前で繰り広げられる光景に、興味はないらしい。

　日傘は再び灯へ歩み寄った。獣が一斉にその影に群がる。

「日傘さんッ！」

「大丈夫だッ！　来るんじゃねぇッ、少年ッ！」

　駆け寄ろうとすると、日傘は叫んだ。彼は獣に嚙まれながら、灯に近寄る。灯は四し肢しを突っぱね、絶叫した。

「いやだあっ！　いやだあっ！　いやあっ！　食べないで、食べちゃだめえええっ！」

　泣き叫ぶ灯に、日傘は片腕を伸ばした。安心させるように彼女の背を撫で、耳元に何かを囁く。まるで笛の音のような異質な響きが、その口から細く響いた。灯の影が、ゆっくりと彼女の足元に戻り始める。獣の影が、人の形に溶け込んでいく。

　灯は突然後ろへ倒れた。目を閉じた彼女は蒼白な顔をしている。

　涙がその頰を、ゆっくりと滑り落ちた。

「もう、大丈夫です。心配させたな………悪かった」

　日傘は疲れきった顔で囁いた。灯を横たわらせ、深く溜息を吐く。立ち上がった繭墨がその横に並んだ。彼女はポシェットから新しいチョコレートを取り出す。貴婦人が切れたのか、そこから現れた物は別の形をしていた。

　小さな、人形だ。

　くるくるとそれを指先で回し、繭墨は囁く。

「─────彩君、置いてきたのかい？」

　彼女は、人形を口の中に放り込んだ。退屈そうな顔で、それを嚙み砕く。

　何故か殴られたような衝撃を覚えた。顔を上げると、子供部屋が目に入る。距離は極近く、時間もほとんど経たっていない。何も問題はないはずだ。そう思いながらも、絶望的な予感が背筋を這った。自身に対する問いかけが、脳裏を反響する。

　─────僕は今、何をしてしまった？

　床を蹴り、僕は走り出した。前のめりに階段を昇り、ドアノブを摑む。祈るような気持ちで手前に引いた。僅かな軋みを上げ、扉は開く。そのことに安堵しながら、中へ駆け込んだ。

「彩っ、さ……………」




　彼女は、どこにもいなかった。

　部屋のどこにも、彩の姿はない。

　ただ、細く簞笥の扉が開いていた。




　生々しい紅色が、その隙間から伝い落ちている。




　───────キィッ




　誘うように小さく扉が揺れた。僕はその瞬間、簞笥に飛びついた。扉を摑み、大きく引き開ける。衣服が何枚も舞い落ちた。カランッと音を立て、何かが転がる。

　それは血に染まったナイフだった。

　錆びていたはずの紅色は、新しい色で濡れている。

　幾筋もの血が流れ落ちた。足元が紅く染まり、服が濡れていく。

　彩は、簞笥の中に倒れていた。

　体を無理に曲げ、彼女は胎児のような格好で目を閉じている。

「どうして……どうしてですかッ！　どうしてッ！」

　叫び、動かない彼女の肩を摑んだ。その瞬間、目の前が白く染まった。子供が笑い転げながら彼女の記憶を咀そ嚼しやくする。白い光景に、不意に色がついた。画用紙に絵が描かれていくかのように、彼女の記憶が広がっていく。

　遠くへ、僕の背中が去って行く。彼女は呆然と、自分の手を眺めた。小さなそれは、僕の掌から流れた血で濡れている。彼女は、しばらくそこに座っていた。

　だが、不意に立ち上がった。僕の後を追おうとしたのか、一歩前へ進み出る。

　───────キイッ

　小さな音が鳴った。彩はゆっくりと振り向く。簞笥から白い指が覗いた。その向こうに、獣じみた目が光っている。

　ギ、イィイイィイイイイッ

　棺桶の蓋が開くような音を立て、扉は開いた。紅色が細く流れ落ち、次の瞬間、まるで数年が経過したかのような色合いに変色する。

　簞笥の中には、綾がいた。

　歪にその体は曲がっている。首を歪め、彼女は下から彩を見上げた。簞笥の中には、錆びつき変色した血痕が広がっている。横たわる綾の肉は、腐敗していた。ぱっくりと開いた傷口から、黒ずんだ肉が覗いている。

　まるで、棺桶に埋葬され、放置された死体のように。

『あ…………………や』

　ぽかりと穴のような口が開いた。切り裂かれた腕が、彩に向けて差し伸ばされる。

　それには、ナイフが握られていた。

　幅広の刃は、錆びついた血液で汚れている。

『私を助けてくれるよね？』

　暗い声が言う。腕が縋るように伸ばされる。

　彩はゆっくりと手を伸ばす。

『あの人と約束したよね？』

　暗い声が繰り返す。腕が誘うように振られる。

　彩は────ナイフを受け取る。

　乾いた瞳でナイフを見つめ、彼女はあっさりと頷いた。




「うん」




　次の瞬間、彩はあまりにも軽く、その首にナイフを突き立てた。

　彼女は、最後に考える。

　それは、人生の最後の思考にしては、あまりにも簡素なものだった。




　ああ、私はどこまで行っても逃げられないし許されないしどこに行ったって同じだし寂しいし悲しいし辛つらいし──────────────────────しにたい、よ。




　ブツンッ

　映像は一瞬で途切れた。彩の思念を飲み込み、子供は咀嚼を止める。後には、目をつむった彩の姿だけが残った。胎児のように体を丸めたその死に顔は、いっそ安らかだ。

　だが、それは救いにはならない。

　なるわけが、ない。

「僕、が………………」

　彼女はずっと辛く、寂しかった。彼女に残された唯一の希望は、死ぬことだけだった。それを僕は止めた。だが、彼女は断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきに立ったままだった。

　そのことを、僕は知っていた。

　知っていたはずなのに、僕は。

　手を決して離してはならないと知っていながら。

　────────何を、した？

「僕がああああああああああああああああああああああああああああああッ！」

　肺から空気を吐きだし、絶叫する。子供の笑い声がそれに重なった。無邪気な笑い声が響く。背後から、誰かが近寄って来る気配がした。だが、誰も言葉を発しない。彩の死体を前に、口をつぐんでいた。腹から血が零れ落ち、激痛を発する。だが、どうでもよかった。そんなもので死にはしない。

　彼女は死んでしまったのに。

「僕が、僕がああああああああああああああああああああああああああああッ！」

「しょ、少年……」

　パキンッ

　ためらいがちな日傘の声と共に、乾いた音が響いた。繭墨は何も変わりなくチョコレートを齧る。不意に、彼女は僕の横に屈み込んだ。簞笥の前に残ったソレを撫でる。

　血に濡れた、足跡。

「『しかし、それには足りない材料が必要です。体のために一つ、魂のために一つ。少女は材料を揃えようとしました』」

　繭墨は物語をなぞる。床に残った足跡を、彼女は真剣な眼差しで見つめた。紅いソレは、簞笥から外へ続いている。それを追い、繭墨は不意に視線を逸らせた。

「材料は…………揃った、か」







　囁く彼女の視線の向こう、カーテンは、大きく開いている。

　まるで、誰かが天気を確かめでもしたかのように。







「───────雨、上がったね」







　確かに彼女の言葉通り。

　窓の外は、晴れやかに青かった。







　その下を歩いて行った『誰か』は、どこに行ったのだろう。

　空はあまりにも青く。

　棺桶の外は光に満ちていた。









StoryⅣ






　あるところに、一匹の狐きつねがおりました。

　遠い、遠い昔、狐は彼の住処すみかに、人間の傍そばを選びました。

　狐は、そこで人間の振りをして、二人の友達を作りました。

　ですが、狐は獣です。人間と仲良くなれるわけがありません。

　狐は一人を追い詰め、一人を孕はらませ、姿を消しました。







　物語はそれでおしまい────にはなりませんでした。

　今でも狐は、人を食い散らかして生きています。







　遠い遠い、昔のお話です。

　今なお続く、お話です。





　　　　＊　＊　＊






「狐が──────動きだしたよ」

　繭まゆ墨ずみは囁ささやき、手にした画用紙を前へ滑すべらせた。一度握にぎり潰つぶされた紙には、紅あかい文字が躍おどっている。クレヨンで書かれた文字はひどく擦すれているが、読みとることはできた。




　あるところに、一匹の狐がおりました。

　狐は、墓穴を掘り起こし、棺かん桶おけを打ち壊しました。




「彼はまた───何かを始めたらしいね。愉ゆ快かいではないよ。彼の舞台は手間がかかりすぎるんだ。鑑賞しろと言われても、お断りだからね」

　事務所はチョコレートの匂いに満ちている。散らばった菓子箱の間に広げられた画用紙を、繭墨は指で叩たたいた。黒く塗ぬられた爪つめが、苛立いらだたしげにリズムをとる。




　しかし、それには足りない材料が必要です。

　体のために一つ、魂たましいのために一つ。

　けれども、揃そろえられた材料は一つだけ。

　だから、化け物は人間にはなれませんでした。




「『死んだ者』を利用し、『化け物』を作る。だが、その体はやがて崩くずれてしまう。海と共に流れ落ちた美み咲さきのようにね。化け物の体を保たもつためには、欠けた材料を揃えることが必要だ」




　少女は材料を揃えようとしました。

　誰だれよりも誰よりも大切な友達のためならば。

　彼女はどんなことでもできたのです。




「一回目の事件で、『化け物』は海へ還かえった。だが、二回目の事件では『化け物』は生き残り、どこかへ消えた。これは、材料が揃ったからだろうね」

　体のために一つ。魂のために一つ。

　事件の違いに、僕は頭を巡らせた。二つの事件で、異なっていた数は何か。

　一人と、二人。

　─────死者の数だ。

「一人の『化け物』が生き残るためには、代だい償しようとして二人の死が必要なんだ───対価があまりにも過か剰じようすぎる。悪趣味な遊びだよ」

　片方にだけ二倍の分ぶん銅どうを載のせて、天てん秤びんが釣つり合あうものか。

　繭墨は呆あきれた声で言い、万年筆を放り投げた。銀色の蔓つるが巻きついたそれが、机の上を転ころがる。並んだ二枚の画用紙を、彼女は退たい屈くつそうに見降ろした。

　ソファーの肘ひじかけに、頰ほお杖づえを突いて囁く。

「恐らく、これは彼が勝手に定めたルールさ。『死者』を『蘇よみがえらせたい者』を探し出し、『化け物』を与える。その上で、無意味なルールを押しつけ、破は滅めつに導く。一人目は、恐らく実験だった。牧原まきはらは条件を知らず、美咲はまともな『人間』としての形状すら維い持じしていなかった。だが、二人目からは遂ついに遊び始めたようだね」

　繭墨は微かすかに笑った。チョコトリュフをつまみ、口に押し込む。

　確かにそうだろう。あの事件は、彼にとっては遊びに過すぎない。

　簞笥たんすの中に詰まっていた死体を思い出す。胎たい児じのように体を丸め、彩あやは目を閉じていた。彼女の苦しみなど、狐は知らないに違いない。

　彼にとって、人の悲劇は娯楽でしかないのだ。

「『化け物』は、その生存を望んだ人間の意識に左右されるらしいね。美咲が『人間』としての形状を維持できなかったのは、牧原の肥ひ大だい化かした恐怖と罪悪感が、実像を歪ゆがめたせいだろう。綾あやが彩に人殺しを強要し続けたのも、友達を蘇らせるためには人くらい殺さなくてはならない、という彼女の意識によるものさ」

　誰も彼もが、自分自身に重すぎる枷かせをかしていたんだ。

　繭墨は肩をすくめた。彼らが抱かかえていた罪悪感を、彼女は笑わないが、憐あわれれみもしない。溶とけかけのチョコトリュフが細い指に纏まとわりつく。繭墨は紅い舌したでそれを舐なめた。

「あの結末も言わば───自殺だよ。当然の結果さ。気に病むのは止やめたまえ」

　自分自身の手で喉のどを裂さき、彼女は死んでいた。

　その行為だけを見れば、確かに自殺だろう。

　だが、それは他殺と何も変わらない。

　僕は強く拳こぶしを握り締めた。包帯の内側で、切り裂かれた掌てのひらから血が滲にじみ出だす。自分で自分を殺さざるをえないほど、彼女は追い詰められていた。その喉に刃を近づけたのは、間違いなく他人だ。そして、彼女の最後に縋すがった糸を断った人間は明白だった。

　──────僕だ。

「陰いん鬱うつな顔をするのは止めたまえ。君の感傷は、ボクにとってはどうでもいい。暗い顔をされても、鬱うつ陶とうしいだけさ。それに、君は自分の傲ごう慢まんさに気づいているのかな、小お田だ桐ぎり君？　彩君にとって、君がそれほどに大きな存在だった？　彼女を救えたはずだ？　ふざけちゃいけないよ、馬鹿馬鹿しい。無事彼女を連れ出せたところで、いずれ似たような形で破は綻たんを迎えただろうさ。彼女は壊れきっていたからね」

　君ごときに、治せるわけがない。彼女にはもう何もなかったんだから。

　黒ストッキングに包まれた足が滑なめらかに動いた。彼女は足を組み、緩ゆるやかに微笑ほほえむ。

　それは、寒気が走るほどに美しい笑みだ。

「今のうちに死んでくれて、よかったんじゃないのかい？」

　ガンッ

　僕は激しく机を蹴けりあげた、チョコレートが転がり、水すい槽そうの蓋ふたがずれる。紅い金魚が宙を舞い、窓ガラスの前を横切った。灰色の空を背景に、鮮烈な紅色が目を焼く。繭墨の足元に金色の包みが落ちた。彼女はそれを拾い、中身を口にする。

　硬かたいチョコレートを齧かじり、何事もなかったかのように彼女は続けた。

「人の意識で変化する、『肉』────ね。あれは───『神』によく似ているよ」

　先日の水み無な瀬せ家けの事件を思い出す。『神』は自在に変化する肉で構成されていた。『神』は、木に、魚に、獣に、人に変わり、最終的に自己を保てず崩壊した。肉で創られた『化け物』達は、思い返せば『神』によく似ている。恐らく、繭墨は『人魚』を見た時点で気がついていたのだろう。だからこそ、水無瀬家と連絡を取り合ったのだ。

「────だが、『神』は確かに死んだはずだ」

　そう、あの日、『神』は死んだ。

　それ以前に、アレは『神』ではなかった。自在に変化する粘ねん土ど細ざい工くにすぎない。

「そう、アレは紛まがい物ものの粘土細工さ。けれども、粘土細工であることが重要だよ。本物の『神』など、人間の役に立ちはしない。あさとは、自在に変化する肉を手に入れ、遊んでいる。だが、どこでどうやってソレを手に入れたのかが、わからないね」

　繭墨は不ふ機き嫌げんそうに目を細めた。彼女は万年筆を手に取り、真まっ直すぐに線を引いた。紅い文字を無意味に切断し、彼女は囁く。

「──────面倒な話だよ。あの狐は、何も変わっていやしない」

　君の準備する見世物は、醜しゆう悪あくだと言ったはずなのに。

　カラリと万年筆が倒れた。金魚が天てん井じようを舞う様子を、僕は呆ぼう然ぜんと眺ながめる。混乱で逆に何も考えることができなかった。繭墨は何も言わず、画用紙を睨にらんでいる。

　不意に重い沈黙を破り、チャイムが鳴なった。

　─────ガチャンッ

　意図せず足が跳はね上あがり、机を蹴った。心臓が高鳴り、全身が震ふるえる。落ちつこうと努つとめるが無理だ。呼吸が上う手まくできなくなり、僕は襟えり元もとを緩め、犬のように舌を突き出した。

　再びチャイムが鳴る。全身がさらに激しく震えた。自分でも理解不能な反応だった。これでは、まるでパブロフの犬のようだ。だが、どうしても落ちつくことができない。

　依頼が怖かった。誰かが何かの話を持ってくることが恐ろしい。

　その結果、また誰かが死ぬかもしれない。

　僕が見捨てた、彼女のように。

　繭墨は呆れた顔をすると、立ち上がった。彼女は迷いなく玄げん関かんまで歩いて行く。何かやりとりが聞こえたが、上手く耳に入って来なかった。人の話など聞きたくない。何も知らなければ、関わらずに済むだろう。

　だが、繭墨は会話の相手を伴ともない、戻ってきた。背の高い男性が僕を見る。

「日ひ傘がさ、さん………？」

「大丈夫か、少年？　顔色が悪いぞ、ちゃんと寝てるのか？　えっと、な……俺おれは言葉を選ぶのが下へ手たで、なんと言えばいいのかわからんが……あまり、気に病むなよ？　自分を追い込んだって、どうにもならんさ。あの状況では、仕方がなかった」

　誰にも、どうにもできんかったさ。

　日傘はそう首を振った。片手で頭を搔かき、言葉を選びながら口にする。彼の心こころ遣づかいが伝わってきた。だが、同時になんとも言えない不安が込み上げてくる。

　彼の顔は、ひどく青ざめていた。

「日傘さん……もしかして、何か、あったんですか？」

「そうだよ、日傘。用事があるのならばさっさと言いたまえ。さっきから言いい淀よどんでばかりだけれどね。葛かつ藤とうする時間が無む駄だだよ。君は何をしにきたんだい？　ボクに話をしに来たんじゃないのかい？」

　繭墨は、皮肉気な笑みを浮かべた。彼女は軽やかにソファーに近寄り、僕の向かいに座る。澄すました顔でチョコレートをつまんだ。精せい巧こうに作られた小鳥がその口に消える。僕は慌あわてて席を横へずれた。僕の意図を察さつしたのか、日傘は礼をし、席に着く。

　左腕の包ほう帯たいは、分厚さを増していた。獣に嚙かまれた怪け我がは、治っていないらしい。

　彼は右手を胸ポケットへ伸ばした。僕は思わず目を見開く。

　黒いシャツから、紅色が覗のぞいていた。

　無骨な指が、ゆっくりと封筒をつまみだす。画用紙で作られたそれは、まるで子供が遊びで折ったかのようだ。その想像は、恐らく間違いではない。

　封筒は、遊びで折られた物だろう。

　狐が、気き紛まぐれで作った小道具だ。

　彼は封筒を机に置き、前へ滑らせた。繭墨は無言でそれを受け取る。開封すると中身を一読した。

「────────ハッ」

　鼻で笑い、繭墨は紙面を叩く。

　ソファーの背もたれに片腕を置き、彼女は尊そん大だいな態度で紙を投げた。

　画用紙に、紅いクレヨンで描かれた文字が躍っている。手に取ると、何な故ぜか紙面は激しく揺れ出した。しばらくして、僕は自分の手が震えていることに気がついた。諦あきらめて、画用紙を机に戻す。嘲あざ笑わらうように歪んだ文字を覗き込んだ。




　あるところに、一匹の狐がおりました。




　物語は、全て同じはじまり方をする。

　これは、狐の物語であり、彼の仕掛けたゲームだろう。

　同じ文面が続くが、やはり途中からそれは変化した。




　墓場には、ある日新しい墓穴が増えました。

　棺桶の中は雨の匂いに満みち溢あふれておりました。

　深い悲しみを抱だいた二人に、狐は尋たずねかけました。




　大切な人の死が嘆なげきと言うのなら、それを覆くつがえしてみせましょう。




　しかし、それには足りない材料が必要です。

　体のために一つ、魂のために一つ。

　二人のためには、合わせて四つ。

　とても難しい条件を、彼らは受け入れました。

　化け物は、人間になれるでしょうか。




　これを読む貴方あなたは、どう思いますか？




　目の前がぐらりと揺れた。海に消えた人魚と、簞笥に詰まった綾の姿を思い出す。全身を切り裂かれた彼女の眼球が、ぐるりと蠢うごめき『僕』を見上げた。




　体のために一つ、魂のために一つ。

　二人のためには、合わせて四つ。




　人が四人、死ぬことになる。僕は震える掌を握り締めた。最後の一文に目を移す。それは、今までのものと完全に異なっていた。腹の子がぐるりと回る。思わず唇くちびるを嚙み締めると、裂けた肉から血が溢れ出した。垂たれ落おちた滴しずくが、指の間を滑っていく。




　これを読む貴方は、どう思いますか？




「──────あ、さ、とッ」

　低い呟つぶやきが耳を掠かすめた。僕自身の呟きが、まるで他人のもののように耳を打つ。そこに込められた憎悪に愕がく然ぜんとした。唇に埋もれた歯を引き抜くと、鋭い痛みが走る。溢れた血が、口の中に満ちた。乱暴に唇を舐め取ると、日傘の視線に気がつく。

「だ、大丈夫か……少年？」

　怯おびえた声で彼は言う。

　僕は一体今、どんな表情をしていたのだろうか。

「………大丈夫です。ご心配なく」

　吐はき捨すてるように言い、画用紙を睨む。文面を幾いく度ども視線でなぞった。

　ふざけ、やがって。

「……………………なるほど、ね」

　繭墨は不意に低く囁いた。気がつけば、彼女は一枚のカードを手にしている。同封されていたらしいそれを、彼女は机に投げた。僕の目の前までカードは滑り、止まる。

　純白のカードは、画用紙とは一変して高価な紙で作られていた。そこに、地図とタイプされた文字が並んでいる。

『貴方へ依頼があります』

　思わず強くカードを摑つかんだ。忌いまわしい記憶が脳のう裏りを過よぎる。

　郵便受けに届いた地図を頼りに、僕はあさとの元へ向かった。

　それから後は、どうなった？

「お、おい。少、年？」

　心配そうな声に促うながされ、僕はカードを手放した。血痕が、僕の親指の形に残る。

「依頼内容は、ポルターガイストへの対処、か。見えすいた噓うそだね。堂々としたものだよ。鉄の匂いを隠すために、鶏にわとりの血を撒まくのは猟りよう師しの役目、か。狐は罠わなを隠す気すらないらしい」

　狐は見えやすい罠を仕し掛かける。彼はそれを、土の中に埋うめることすらない。

　繭墨は囁き、足を組み直した。冷たい目で、彼女はカードを見降ろす。

　そして、不意に視線を上げた。

　凍こおった眼まな差ざしが、日傘へ向けられる。

「それで、君はこれをなんのつもりで、ボクの元へ届けたんだい？」

　繭墨は囁き、チョコレートを手に取った。マーブル模も様ようを描く猫の背に舌を這はわせる。獣の尾を齧り切り、彼女は日傘を不機嫌に見つめた。僕はそれを聞き、眉まゆをひそめた。彼女の言葉の意味がわからない。

　なんの、つもり？

「ボク達にその話を聞かせて、それでどうするんだい？」

　繭墨は呆れたように言った。その声には、何故か焦あせりも緊張もない。

　日傘は、繭墨の反応に困こん惑わくしながら先を続けた。

「最近の依頼は、皆おかしかった……普段はないようなことばかり、立て続けにおこりやがる。まるで、何もかもが狂っちまったみたいだった。お前さん方が広げてるソレ、だがな。コレと同じもんだろう？　何が起こってるのかはわからねぇ。だけどな、ここまで続けば、何かが起こっているのは、私共にも嫌でもわかります」

　日傘は画用紙を指で叩いた。狐の物語を嫌そうに見つめる。彼は不意に顔を上げた。日傘の視線に対して、繭墨は微笑まない。

　何故か、彼女の顔はひどく冷めていた。

「────繭子。この依頼は、俺達とお前さん方に向けられたものだろう？　そして、最後がこれだ。今までとは、趣おもむきが違う………さっき、お前さんが言った通り、あまりにも露ろ骨こつすぎる。こっちが足を突っ込むのを待ってやがるんだろうさ」

「それ、で？」

　退屈そうな声が続けた。あさとからの書状を見ても、繭墨に焦る気配は皆かい無むだ。むしろ猫の耳を齧る彼女は、話に全く興味がないらしい。その姿を見て、僕は再び疑問に思った。

　繭墨は、何故そんなに退屈そうな顔をするのか。

「俺は、あえて依頼を受けたいと思う」

　低い声で、日傘は言った。僕は顔を上げる。彼は、ひどく真剣な眼差しでカードを睨んでいた。繭墨は何も言わない。理由さえ問いかけない彼女に向けて、彼は続ける。

「一連の依頼には、裏で糸を引く何かがある……もしも、これがお前さん方だけじゃなく、俺達にも関係してるんなら───雁かり屋や家けが関与している可能性も捨てきれません。灯あかり様に危険が及ぶ前に、決着をつけたいのです」

　依頼の背後にいるのは狐だ。彼の標的は僕と繭墨で、日傘と灯は無関係のはずだった。だが、僕は日傘達の事情を知らない。全ての依頼は、僕達と彼らを巻き込む形で届けられた。

　狐はどこかで『神』と似た物を手に入れた。

　それならば、誰かと手を組んでいる可能性もありうるのだろうか。

　僕はカードの文字を睨む。

　───────合わせて四つ。

　僕と繭墨、日傘と灯で四人だ。

「………………そうかい、それならば好きにしたまえ」

　カリッ

　冷たい言葉と共に、チョコレートが砕くだけ散ちった。頭のない猫を持ち、繭墨は退屈そうな眼差しを日傘に投げかける。その目は、明確に彼女の答えを伝えていた。

　心底、どうでもいいのだと。

「繭さんッ！　貴方は一体何を言うんですかッ！」

　僕は思わず叫び、立ち上がった。膝ひざが机にぶつかり、チョコレートの箱が落ちる。繭墨は尊そん大だいに足を組んだまま、僕を見上げた。その表情はなんら変化しない。

　僕の怒りも、焦りも、彼女にとってはどうでもいいことなのだ。

「君こそ何を言っているんだい、小田桐君？　考えてもみなよ。これは、狐の物語だ」

　狐が作り、狐が演じる話だよ？

　その通りだった。これは狐が仕掛けてきたゲームだ。だからこそ、放置しておけば裂かれるのは僕達の腹ではないのか。

　繭墨は、猫の体を縦に嚙み折った。肩をすくめ、先を続ける。

「この依頼を受けたのならば、それなりにボク好みの舞台が待っているのかもしれない。だが、彼の考えた台本に組み込まれるのはごめんだよ。向こうから来るのならば相手をしよう。けれども、何故こちらから訪たずねなくてはならないんだい？」

　繭墨は馬鹿にしきった口調で言い、鼻で笑った。彼女は呆れている。あさとの仕掛けた露骨な罠に、そのまま背を向けるつもりなのだ。

　剝むき出だしになった虎とらバサミに、足を差し伸ばす気はないという。

　だが、罠を放置しておけば別の人間が掛かるだろう。

　それでいいのかと叫ぼうとして、言葉を飲み込んだ。尋ねる必要などない。答えはわかりきっていた。

　他人の足が千ち切ぎれたところで、繭墨あざかは気にしない。

　彼女は誰が死んだとしても、流れる血を眺めながら、チョコレートを齧るだろう。

「僕は反対です……繭さん。もう何人もの人間が、遊びで殺されているんですよ？　あさとが仕掛けたゲームに参加しなければ、また何が起こるかわからない」

　海に飲まれた彼のように、棺ひつぎに埋まった彼女のように、次は誰が死ぬかわからない。そう確信があった。狐は、僕達が自分から向かうまで人殺しを続けるだろう。

　繭墨はチョコトリュフをつまんだ。口に押し込み、舌の上に載のせる。

　ぐしゃりと、柔やわらかくそれは潰れた。

「君は彩君の死によって、冷静さを失っているだけだよ、小田桐君。そんな状態で罠に掛かってどうするんだい？　止し血けつもできないくせに、他人の代わりに罠に掛かる？　自分に酔うのは止めたまえ」

　いい加減、うんざりだよ。

　美しい笑みを浮かべ、繭墨は吐き捨てる。その言葉は辛しん辣らつだが、的まとは射いていた。僕は言葉にするだけで、実際はなんの手立ても持っていない。僕の腹には、どんな化け物よりも強力な『鬼』がいる。実在する血と肉を持った異い形ぎようは、どの異能者よりも強力だ。だが、僕自身はなんの力も持っていなかった。

　僕に一体、何ができるのか。

　彩一人救えなかった僕に。

　思わず言葉を失う。次の瞬間、繭墨は紅い唇を深く歪めた。

「それに、考えてもみてご覧。何人もの人間が殺されていると言うけれどね、死んだのはたったの『三人』だよ？」

　ガシャアアァァァァァンッ

　鋭い音が鼓こ膜まくを震わせた。気がつけば、右手が水槽を弾はじき飛とばしていた。ガラスが床にぶつかり、割れる音が響ひびく。僕は繭墨を強く睨みつけた。

　彼女の言葉は醜悪だ。その考えは、狐となにも変わらない。そのことを知りながら、僕は今まで彼女について来た。もう何度も繰り返し、答えを得たはずの自問が沸わき上あがる。これ以上、彼女の言葉を聞いていられない。

　その言葉はある意味正しいかもしれない。

　だが、そんなものはくそくらえだ。

「アンタはそう言うがなァッ、僕はッ！」

「もういいッ、わかったッ！」

　口を突いて出た叫びを、別の怒声が遮さえぎった。日傘が、膝を叩き立ち上がる。彼は僕を見つめ、頷うなずいた。次に繭墨に視線を移す。彼女は冷静に彼の眼差しを受け止めた。

　小首を傾かしげ、繭墨は優しく尋ねかける。

「何がわかったのかな、日傘？」

「自分は関係ない、そう言うならそれでいいさ。これは、俺達の問題だ。もう、手は借りん……………………………そうだ。いつまでも、逃げ続けられるわけがねぇんだ」

　低く呟くと、日傘は首を振り立ち上がった。繭墨は黙ったまま彼を見送る。僕は慌てて彼を追った。扉とびらを開け、遠ざかる背中に呼びかける。

「日傘さんッ」

　立ち止まった背中に追いついた途と端たんだった。目の前に拳が突き出された。

　チャリリと音を立て、銀色の輝きが揺れる。

　筒つつ状じようのロケットペンダントだ。

「お前は来るな、少年。繭子の言葉はな、冷たいが、俺も頷くところがある。お前みたいな奴は、もう首を突っ込まん方がいい。お前はさ、自分で思ってるほど器用な奴じゃねぇし、自分だけで手いっぱいなんだよ。早く大人になんてなぁ、ならんほうがいいぞ？　辛つらい思いをするだけだ」

　日傘はそう囁いた。その目はどこまでも真剣だ。

　彼は本気で、僕のことを案じている。

「──────手、出しな」

　言われた通り手を出すと、掌にロケットペンダントが落ちた。僕が受け取ったのを見て、日傘は頷く。

「もしも、俺達に何かあった時にはこれを開けてくれ……それと、な」

　彼は不意に深々と頭を下げた。掠れた声が耳を打つ。

「巻き込んでしまったこと、心の底よりお詫わび申し上げます。全ての依頼は、元より我我の受けたもの……どうか今までのことについて、これ以上、悩まれませんよう。ご迷めい惑わくを、おかけしました」

　失礼、します。

　次の瞬間、日傘はきびすを返した。僕は呆然と、足早に遠ざかる背中を見送った。ロケットペンダントを強く握り締める。部屋に戻ると、叩きつけるようにして扉を閉じた。繭墨はいつの間にか、カップにホットチョコレートを注そそぎ、飲んでいる。

　砕けた水槽には、視線すら向けない。

「繭さん、もう一度言います。僕達も動くべきです。僕達は、当事者だ。逃げることなんて許されるわけがない」

　繭墨は返事をしない。彼女はカップを傾かたむけ、甘い液体を飲み干した。

「──────言いたいことはそれだけかい？」

　沈黙の末、繭墨は囁いた。彼女は僕に視線を向ける。猫のような目が光った。

　彼女は、薄く笑みを浮かべる。












「─────ボクの言うべきことは、もう言ったよ？」

　よくわかった。

　僕にも、最も早はや言うべきことは何もない。

　僕はきびすを返し、走り出した。革かわ靴ぐつを履はき、ドアノブを摑む。その瞬間、背後から声だけが追い掛けて来た。

「行きたいのならば止めはしないさ。それは君の選せん択たくだ。ボクは関与しない。ただ、忠告はしておくよ。過剰な同情は禁物だ。小田桐君。君はただの人間だ」

　その声はひどく冷たい。だが、彼女は僕の行動を馬鹿にしているわけではなかった。

　ただ、真剣に忠告する。

「────────神様じゃない」

　彼女の言うことはわかった。人間に背せ負おえるものなど、極ごく僅わずかだ。

　背負えないものは、最初から背負わない方がいい。

　人が人を救えることなど少ない。だから人は神を求めるのだ。

　どうしようもない苦く境きように堕おちた時、自分自身を支えるために。




　もう声は追い掛けて来ない。僕はドアノブを握り締めた。一瞬躊ちゆう躇ちよするが、大きく扉を開き、走り出す。マンションを飛び出し、駅に着くまでの間、僕は足を止めなかった。何が悔くやしいのか、何が辛いのか、本当はどうしたいのかすらわからない。既すでに幾つもの間違いを犯おかした。海に飲まれた彼も、血ち塗まみれで目を閉じた彼女も、全て僕のせいだ。今さら何をするつもりなのかと、自分自身に問いかけても答えなど出ない。




　それでも、僕はどうしても。

　自分の無力を、認めたくなかった。





　　　　＊　＊　＊






　都市部に出てから、灯を届けた際の記憶をなぞり、電車に乗る。覚えのある駅で下車し、タクシーを捕まえた。複雑な道のりを暗記している自信はなかった。だが、妙みように冴さえた頭で一個一個、うろ覚えな道のりをなぞる。何度か間違えたかもしれない。それでも、最終的には見覚えのある道へ辿たどり着つくことができた。

　暗く染まり始めている道を歩き、日傘の家を目指す。延々と塀へいが続く道を歩いていると、異次元に迷い込んだような錯さつ覚かくに襲われた。二年前には、自分一人だけでこの場所に来ることになるとは、思いもしなかった。

　あの時の僕は、非日常の境界線を飛び越えることに怯えていた。

　少し前の僕は、何があろうと自分だけは変わらないと考えていた。

　今の僕はどうなのだろうか。変わらないと言い切れるのだろうか。

　覚えのある場所で足を止め、塀に向き直る。一見して、そこは行き止まりに見えた。だが、ためらいなく手を伸ばす。不意に、繭墨の声が耳を打った。

　──────君ならきっと、歓迎されるだろう。

　───────キィッ

　気がつけば、手が鉄の扉を摑んでいた。錆さびた音が鳴る。唐から草くさの意い匠しようの扉を、中へ押し込んだ。暗い空の下、石いし畳だたみの道が伸びている。隠れ家を思わせる家は、木々の中に埋もれていた。




　僕は息を飲み、ゆっくりと歩き出した。





　　　　＊　＊　＊






「………少、年？　お前さん、一体どうしたんだ？」

　日傘は目を見開き、僕を出迎えた。何か言おうとするかのように口を開く。だが、彼は僕の顔を見ると、何を悟さとったのか黙った。頭を片腕で乱暴に搔く。

「歓迎するが、な……その、なんだ。お前さんは本当にどーしようもない性しよう分ぶんだ、な」

　緩く笑い、日傘は顔を伏せた。次の瞬間、バシバシと激しく肩を叩かれる。彼は首を振り、深く溜ため息いきを吐ついた。

「正直、助かった…………………悪い。ありがとう、な」

　緊張がほどけたのか、その顔に笑みが浮かぶ。日傘は振り向き、部屋の中へ歩き出した。二人がまだいたことに安あん堵どを覚える。もう家を出ている可能性も考えていた。

　どうやら、間に合ったらしい。

　彼は首を振り、僕を呼んだ。




「来いよ──────灯も喜ぶさ」




「─────────えっ？」

　灯はソファーから起き上がり、僕を呆然と見つめた。その手足には、新しい包帯が巻かれている。彼女は蜂はち蜜みつ色いろの目を、幾度か瞬またたかせた。

「なんで？」

「お久しぶりです………お元気でしたか？」

　尋ねると、彼女は首を縦に振った。泣きそうに顔を歪め、僕から視線を逸そらせる。彼女はクッションに顔を埋め、子供のように体を丸めた。

　嫌われているのだろうか。そう思った時、呟きが返った。

「………………人の心配ばっかり」

「はっ？」

「………………嫌い。だいっきらい」

　やはり、嫌われているらしい。

　日傘は困ったように笑い、肩をすくめた。椅い子すに掛かかったエプロンを手に取る。口と片腕で、素早く彼は首元に紐ひもを結んだ。机の上には、食材が無造作に転がっている。

「えーっと、だな。立ち話もなんですから、適当に座ってください。少年も夕飯まだだろう？　今日はみんな大好き美お味いしいシチューだから、そこで待っててくれ」

　日傘は包丁を手にした。片腕で使えるのかと不安になる。だが、彼は器用に手を動かし、野菜を切り始めた。

「心配するなって、うちの姫さんに包丁は握らせられねぇからなぁ。これでも結構慣なれたし、やろうと思えばできるもんだぜ？」

　だが、片腕で皮は剝けない。日傘は、ジャガイモと人にん参じんを適当な大きさに切り、玉ねぎと共に鍋なべまで運んだ。ちゃんと煮えるのかと不安になる。

「あの、すみません。皮は剝いた方がいいのではないですか？　やりますよ？」

「ん、あれ？　ジャガイモと人参って、皮剝かないだろう普通」

　それは普通とは言わない。

　あと、炒いためるのは玉ねぎが先だ。

　日傘から包丁を受け取り、野菜を剝き、大きさを揃える。包帯を巻いたままの掌が痛んだが、料理に支し障しようはない。席に着いた日傘は、ほーほーと感心したような声を出した。野菜を順番に炒め、煮込んでいく。

「なー、少年。ジャガイモは入れないのかー？」

「ジャガイモは表面を揚げ焼きにして、後から追加します」

「ほー、ふーん。なるほどなー」

　温かな湯気が立ち上った。ジャガイモと、焦こげ目をつけた肉を追加し、レトルトのルーを溶かす。手製のホワイトソースを使用した方が美う味まいが、牛乳がなかった。お玉で搔き混ぜ、味見をし、黒くろ胡こ椒しようを振る。古いコンロは使いにくいが、どこか懐なつかしい。灯が時折ソファーの背から顔を覗かせた。視線が合うと、素早く引っ込んでしまう。

「少年、おいさんに味見させてくれ、味見、味見。おいさんにはその権利があるぞー、役に立つぞー、味見役くらいするぞー」

　日傘がうるさいので、差し出された皿にシチューを注ぐ。もう一皿用意し、それは灯に手渡した。彼女は素早くソファーの背に隠れたが、手だけは伸び、皿を受け取った。

「うん、美味いな。へーほーなるー。いいなぁ少年。最近は料理ができる方が男はもてる時代だぞ。お前さん、立派な婿むこさんになれるわ。しッかーし、灯はやらんからな」

「よくわからないたとえはしないでください。あと、そんなことは言っていません。灯さんは……」

　ひょこっとソファーの向こうから手が覗いた。相変わらず、彼女は顔を見せない。

　だが、味見用のシチューは、綺き麗れいになくなっていた。

「食事はさぁ────────大事だよなぁ、少年」

　不意に、日傘は溜息と共に言った。彼は嘆くように首を振る。

「異能を使わなければ、生きていけないと言いましたよね？　灯様の影は、定期的に何かを食べなければ、飢うえ渇かわき、暴れ出すのです。この腕も、そのせいだよ。雨の日に腕を嚙まれてな。ハンドル操作を……誤あやまっちまった」

　シチューが音を立てて煮える。日傘の低い声が響いた。空からになった皿を見つめ、彼は苛立たしげに吐き捨てる。

「食わなきゃ生きていけねぇのは、一つの業ごうだよな………ちくしょうが」

　灯の影を思い描く。彼女の影は、投とう身しん自じ殺さつを遂とげた死体のように歪んでいた。飢えた獣達は、灯の普段の影さえ歪め、彼女の指示を無視し、死体を貪むさぼった。

　何かを食わなければ、生きてはいけない。

　それは、ひどく残酷なことだ。

「…………すみません。食事前にする話ではありませんでした。少年、そろそろ完成じゃないのか？　フランスパンあるぞ！　焼くか？　ガーリックバターとか塗るか？」

　日傘は無む邪じや気きに笑い、立ち上がった。冷蔵庫には雑多な食材が詰まっている。ジャムやチーズの類たぐいが充実していた。食材の偏かたより方は、まるでパーティーの前日に、購入した食材を詰め込んだかのような有様だ。

　僕は温かな部屋の中を見回した。愛らしく飾られた壁や家具は、子供部屋を連想させる。この部屋は、日常生活を営いとなむ場所というには、どこか浮うき足あし立だって見えた。

　僕はふと思いつく。

　二人はここで、『精一杯楽しく』生きているのではないかと。

　自分自身に言い聞かせるように、二人は日々を送っているのかも知れなかった。
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「ごちそーさまでしたッ！　いやー、美味かったなー。灯、どうだった？」

「……………ごちそうさま」

「灯が残さずに食うって滅めつ多たにないんだぞ。いやー、うらやましいなー、少年。おいさんは猛烈に嫉しつ妬とするぞー、こんちくしょうッ！」

　ガルルルッと唸うなられる。灯は乱暴に頭を撫なでてくる日傘の手を避け、走り出した。彼女は不機嫌な顔のまま、部屋から出て行く。日傘は仕方なさそうに笑い、立ち上がった。食器棚から、カップを二つ取り出す。

「………悪いな、少年。こういうのに、灯は慣れてねぇんだ。気にしないでやってくれるか？　悲しく、なるんでな」

　日傘はインスタントコーヒーの瓶びんを取り出した。片腕で蓋を開け、適量をカップに入れる。手伝おうとすると、止められた。

「いいっていいって、座ってろよ。さっきも言ったけどな、慣れてんだ。安物のインスタントで悪いけどな。少年はブラックでいいか？　そういう顔、してるもんな」

　湯を注ぎ、日傘はコーヒーを二つ並べた。苦味のある湯気が立ち上る。一口啜すすり、日傘は深く息を吐いた。

「………………繭子とは、喧けん嘩かしたのか？」

「………………喧嘩、ですか」

　アレは、喧嘩と呼べるのだろうか。

　恐らく繭墨にとって、僕の行動はなんの意味も持たない。僕が勝手に怒ど鳴なり、飛びだしてきただけの話だった。

　喧嘩とすら呼べない。ただの僕の身勝手だ。

「……いや、いい。悪かった。聞かねぇって決めてたくせに、俺の悪い癖くせだ。申し訳ありません。だがな、少年……一つ、気になってはいるんだ」

　話したくなかったら、話さないでもいい。

　彼はそう前置きし、指を組んだ。ひどく真剣な眼差しで言う。

「お前と繭子は、相方と呼ぶには……ズレてるように見える。絶対に合わないパズルのピースを、無理矢理に押し込んでるみてぇに、な。少年、お前はどうして繭子と一緒にいるんだ？　貴方は、ひどく……無理をしているように見えるのですが」

　尋ねられた瞬間、腹が痛んだ。子供が暴れ出そうとするのを、懸命に鎮しずめる。今は、繭墨から遠く離れた場所にいるのだ。腹が開いても、塞ふさぐことはできない。

「繭子が、腹に何かとんでもねぇものを連れた奴を助手にした………ってのは知ってるんだ。お前さんには、何があったんだ？　それは、このカードに関係あるのか？」

　日傘は、僕の動揺に気づかないまま続けた。依頼の詳細が書かれたカードを振る。純白のカードには、地図とタイプされた無機的な文字が並んでいた。

　狐からの、贈り物だ。

「お前さんはあの時……人でも殺しかねん顔をしてたからな」

　僕はあの時そんな顔をしていたのか。驚きながらも、納得する。

　繭墨あさと。

　あの狐だけは、何があろうと許すことはできない。

　笑う子供を落ちつかせる。数度腹を撫で、僕は口を開いた。

「この依頼には、ある男が関係しているんです……日傘さんと灯さんは、もしかしたら無関係かもしれません」

　僕は、意を決して語りだした。




　繭墨あさとと繭墨あざか。

　そして、彼と僕との因いん縁ねんを。
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　話が終わる頃には、コーヒーは冷めきっていた。自身の顔を撫で、日傘は口をつぐんだ。彼がどう反応するのか、僕にはわからなかった。もしかして、二人は巻き込まれただけかもしれないのだ。理り不ふ尽じんだと、腹を立てられたとしても仕方がないだろう。だが、そう思った時、日傘は激しく首を振った。

　不意に、腕を伸ばしてくる。

「うわわっ！」

　ぐしゃぐしゃと頭を撫でられた。僕の髪を乱暴に搔き乱し、日傘は手を放した。

「─────な、急に何をッ」

「よく頑張ったなぁ、少年」

　聞き慣れない言葉が響いた。

　恐る恐る顔を上げる。日傘は真剣な顔で繰り返した。

「よく、頑張った」

　あまりにも予期しない言葉に、なんの反応もできなかった。呆然と、今聞いた言葉を繰り返す。何度反はん芻すうしても、その意味が上手く理解できない。

　頑張った？

　僕は、頑張ったのだろうか。

　それはわからない。けれども。

「──────────辛かった、だろう？」

　それだけは、確かにその通りだった。

　返事ができなかった。喉が詰まり、言葉が出て来ない。日傘は、それ以上何も言わなかった。立ち上がり、冷たくなったコーヒーを流しに捨てる。彼は再びコーヒーを入れ直すと、僕に手渡した。熱い液体を一気飲みする。強烈な苦みと熱さが喉を焼いた。そこでやっと僕は、言葉を出すことができた。

「僕、は………」

　だが、それ以上何も言えない。日傘は言葉を促さなかった。彼は、カードを二本の指の間に挟はさんだ。勢いよく回し、止める。僕はそれを呆然と見つめ、考えた。

　僕は今まで、頑張ってきたのだろうか。

　───────────わからない。

「事情は、わかった。だがな、俺達が無関係っていう可能性は低いと思うがなぁ───このカードは、私共のところに届きました。それには、何か理由があるはずです」

　不意に、彼はカードを手放した。空になった手で、狐の形を作る。机に獣の影が映った。左右にその顔を動かし、彼は言う。

「────食べ続けるのは一つの業。影に獣を背負ったのは、一種の罰ばつ。何かを食い潰してまで生きようとすることは、それだけ強ごう欲よくってことだ」

　ぱかりと獣の口が開いた。獣は左右を見回し、ぱかぱかと口を動かす。

「獣を背負った俺達の本家は、ロクなところじゃない……逃げ続けたツケが、遂に回って来たのかもしれません」

　指を解ほどき、日傘は溜息を吐いた。手で獣を作っても、彼の影は自動では動かない。

　彼は、なんの異能も持っていないらしかった。

「日傘と言う名は、偽ぎ名めいだと言ったよな……これはな、そのままの意味なんだ。影ができないよう。もう影で苦しまないように、灯を守ってやりたかった。だけどな、日傘なんて、正直なんの役にも立ちゃしない」

　そう吐き捨て、彼は激しく頭を搔いた。その顔に激しい激情が過ぎる。砕けるのではないかと心配になるほど、日傘は強く歯を嚙み締めた。だが、突然力を抜き、溜息を吐いた。沈黙が部屋を満たす。彼は静かな目で、灯の眠っていたソファーを見つめる。

　ゆっくりと、縋るような声が響く。

「聞いて下さいませんか………我々の話を」

　退屈で、単純な話ですが。

　僕は頷く。日傘は僅かに礼をし、語り出した。
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　灯の家は、影を飼っている。

　正確には、影の中に獣を飼っている。

　獣は生きていて、時に異能者本人と周囲の人間を食い殺す。

「だから、異能者には無能力の人間が一人つく。『沈しずめ者もの』と呼ばれていてな。獣が暴走した際、鎮めるか、殺すか、殺されるか、どれかを真っ先に担になう役やくさ」

『沈め者』は、自我の未発達な子供から選定され、異能者と共に育成される。その過程で、異能者と明確な主従関係を結び、家への忠誠を覚える。

　だが、日傘は例外だった。

「俺は体が丈夫なことを買われてな……急きゆう遽きよ本家からの呼び出しを受けたんです。灯様の前任の『沈め者』が食い殺されまして……灯は能力を授さずかりながら、上手く操れない『鬼おに子ご』でな。本家からは、うとまれていた」

　日傘は、再び指で狐を作った。壁に獣の形が生まれる。ぱくぱくと口を開きながら獣は走り回り、辺りの匂いを嗅かいだ。

「嬉うれしかったさぁ。異能者の家はどこもそうだと思うがな、無能力の人間は、異能者に強烈な憧あこがれを持つ。私は灯様の『沈め者』になるために、相当な教育にも耐たえました………だが、家への忠誠心だけは、どこかに置き忘れちまったらしい、な」

　薄く彼は笑った。その疲れたような笑みを見て、僕は悟った。時折混ざる彼の口調は、『沈め者』としての教育により、身に着いたものなのだろう。容よう易いにはとれないほど、それは彼に深く染みついている。

　直したいと願っても、直すことができないほどに。

　壁に映った影が崩れる。掌を二、三回振り、日傘はそれを拳けん銃じゆうの形に変えた。真っ直ぐに、前を撃うつ真ま似ねをする。

「灯は『鬼子』だ。だから、本家は灯に相当な教育を科かしてたよ……」

　日傘はそこで言い淀んだ。だが頭を搔き、後を続ける。

「アレは、獣に科す仕打ちさ。人間にやるべきことじゃあ……ねぇ」

　雁屋の家には、白熱電球が灯された牢ろう獄ごくのような部屋がある。

　異能者への教育は、罰に近いものだった。

　部屋の中央に、異能者を鎖くさりで固定する。動きを封じられた異能者は、生き残るため、影を操り、食料と水を引き寄せる。さらに、暴走を抑えるため小動物を殺す。

　生きるために足あ搔がき、殺す。排はい泄せつすらその場で行い、身を持って獣の使し役えきを学ぶ。そんな過酷な日々に、灯が耐えられるはずがなかった。

　彼女は定期的に血を吐いたという。

「追い詰められたアイツの姿を見て、俺は思ったよ」

　過去に聞いた言葉を思い出す。

　────異能者は、この世でまともな生き方などできはしない。

　日傘は苦しむ灯を見て、彼女を助けなければならないと決意した。

「異能者には、親も子もない。俺にしか灯は頼れない。傷ついた彼女の傍には、私しかいませんでした。気絶したアイツの傍にいるのも、部屋から出て来た後、一晩中吐き戻すアイツに付き添うのも………弱った灯様を支えられるのは、自分だけでした」

　彼は強く拳を握り締めた。

　真剣な瞳で、後を続ける。

「その衝撃が、貴方にわかりますか？」

　過去を思い出しているのか、彼は目をつむった。幾つもの表情がその顔を過る。自分自身確認するかのように、彼は低い声で囁いた。

「世界中でただ一人、私が手を離すだけで壊れてしまう人間がいる……そう気づいた瞬間の衝撃は凄すさまじいものでした。私に……俺にとって灯は恋人とも家族とも違う、俺が守らなくてはならない存在なんだ。それを上手く言い表せられる言葉は、ないさ」

　手を放せば死んでしまう。だから、彼女だけは守らなければならない。

　それは恋に似ているが、どこか違う感情だ。

　灯はある日限界を迎えた。喀かつ血けつの治おさまらない彼女を見て、日傘は遂ついに一族を出しゆつ奔ぽんする。本家の存在に怯え、流る浪ろうの日々を送る間、灯の獣の暴走は悪化していった。安住の地を得るため、彼らは受けられる依頼を手当たり次第に受け、偶然知り合った繭墨に依頼し、隠れ家を手に入れた。

「繭子はな、不思議な奴だよ。雁屋にいたころから、アイツの噂うわさは聞いていた。繭墨あざかは、ただの異能者ではない。異界に通じる『鬼』だとな……確かに、彼女はどこか異様です。でもな、悪人ってわけじゃない。気紛れだが、話は通じる」

　本家の追跡は今のところない。だが、獣を背負った一族の考えは、日傘にはわからないと言う。

　上手く隠れられているのか、見逃されているだけなのか。

「そして、今回の依頼、だ────奴らが狐と手を組んで、何かをたくらんでいたとしても、俺は驚かんね」

　獣同士、気は合うだろうよ。

　日傘は吐き捨て、立ち上がった。突然台所を出ると、歩き出す。僕は慌ててその背を追った。玄関から外に出ると、冷たい風が頰を撫でる。緑深い庭を見渡すと、森の中にいるような気分になった。空に星はなく、辺りは闇やみに包まれている。日傘を追い掛け、裏庭に回る。壁際に一つベンチが置かれていた。日傘が設置したのか、まだ真新しい。

　そこに、灯が眠っていた。

　彼女は体を丸め、目を閉じている。長い髪がその肩を覆っていた。

「夜空を眺めてるうちにさ、よく眠っちまうんだよ、うちのお姫様は」

　優しい声で日傘は囁いた。だが、不意に辛そうに眉を寄せる。

　闇の中でさえ、灯の手足を覆おおう包帯は、白く映はえていた。

「………包帯の下はさ、古傷だらけなんですよ。灯は隠したくないって言うんだがな、俺が見てられなくて、巻いてある………身勝手、だよな。ひでぇ、話だろぉ？」

　自じ嘲ちようするような乾いた笑いが響いた。灯の背は、小さく上下している。細い手足を見つめ、僕は思わず囁いた。

「……それは、灯さんの傷ついた姿を見たくないから、ですよね？」

　傷を直視できないとは、そういうことだろう。

　それは当然の感情だ。

「…………」

「ひどい話だとは、僕は思いません」

　日傘は答えず、代わりのように僕の肩を叩いた。彼は胸元から煙草たばこを取り出し、僕にも差し出した。一本受け取り、ライターを借りる。闇の中に薄く煙がたなびいた。日傘は深く息を吸い込み、吐き出す。












「────────明日、灯は置いていっていいか？」

　ぽつりと彼は呟いた。狐の罠を踏むのに、異能者を連れて行かない。無む謀ぼうにも程がある話だが、僕は頷いた。目を閉じた灯の姿を見つめる。




　彼女を、連れて行くわけにはいかない。

　これから、僕達に何があるかはわからない。

　残される彼女の幸せを、祈らずにはいられなかった。
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　夜が明けると、晴れ間が覗いていた。空に雲は多いが、辛かろうじて太陽が覗いている。だが、僅かに雨の気配がした。悪化しそうな天気を睨みながら、僕は生ぬるい風を受ける。

　雨の降る光景が、脳裏を次々と過ぎった。暗い書庫、深夜のマンション。棺桶のように閉じられた家の中。目をつむると、雨に閉じ込められているような気がした。息苦しさが蘇る。

　─────雨う香か。

　囁くように呼ぶと、腹の中がぐるりと蠢いた。

　車は目的地へと走り続ける。途中で幾度かガソリンを入れ、高速道路を使って西へ向かい、あとは地図を頼りに道を巡り、山奥を目指した。木々の間に、指定された屋や敷しきはあった。重厚な洋風建築が目に入る。外国から移築された建物らしい。他に民家などはない山中に、廃はい屋おくが一軒だけ佇たたずんでいるのは異様な光景だった。一見して、日本にある場所だとは到底思えない。

　幽霊屋敷。

　カードにはそう書かれていた。

「幽霊屋敷で起こるポルターガイスト、ね………ベタすぎる状況設定だよなぁ」

　日傘が首を鳴らしながら言う。カードに書かれた言葉は、何もかもが噓くさい。まるで、物語の中の出来事のように、綿めん密みつな設定がなされている。僕はそれを読み、確信した。

　この場所は、狐の作った舞台なのだ。

　日傘と共に、屋敷の前へ歩み出た。石造りの階段を昇り、扉に手を掛ける。

　そこで、視線を感じた。

　振り向くと、紅色が目を撫でた。鮮やかな色に目を細める。だが、見直してもそこには何もいない。ただ、薄く太陽の光る空が、広がっているばかりだ。

　言いようのない不安が背筋を這う。だが、止まっている暇ひまはない。

　日傘が扉を開く。獅し子しの意匠が施された取っ手を引くと、軋む音と共に、屋敷の内部が目に入った。

　暗く沈んだホールに人影はない。中央に階段があり、上階の手すりが四角く部屋を取り巻いていた。ホールから三方向に伸びた廊ろう下かを見て、日傘は小さく口笛を吹く。僕も思わず言葉を飲み込んだ。豪華な内装の屋敷は、映画のワンシーンのように目に映る。

　────できすぎだ。

「さ、てと。探検と────行くしかねぇんだろうなぁ」

　歩き出すと、磨みがかれた床ゆかに高い足音が響いた。黒く艶つややかな床に、薄うつすらと顔が映る。階段の前を過ると、飾られた花が目に入った。

　紅い薔ば薇らが、悪趣味なほど豪華に咲き誇っている。

　それを見て、僕は気がついた。

　埃ほこりが、積つもっていない。花も新しい。

　屋敷には、確かな生活の痕こん跡せきがあった。食堂に並べられた銀食器に曇くもりはなく、古い冷蔵庫には食材が詰まっている。電気も通っているようだ。生ハムの塊かたまりを見つめ、僕は首を横に振った。他の部屋も探っていくが、住人の姿はない。

　探索中に、物置として使用されていたらしい小部屋を見つけた。冬用の寝具や暖房器具、ポリタンクの類いが保管されている。だが、住人の年齢や性別が特定できる物は、やはりなかった。それでも、確かに住人が存在していた気配はある。

　マリー・セレスト号の逸話を思い出す。

　生活の痕跡はそのままに、住人だけが消失してしまったかのようだ。

　丁てい寧ねいに整えられた寝室を眺め、日傘は肩をすくめた。書き物机の上には、インクとペンがある。文章の類いは残っていないが、インクは新しく、十分に使うことができた。

「───不ぶ気き味みにも程があるな。なんだこりゃ？」

　彼は困惑したように呟いた。だが、屋敷は応えない。重い沈黙が降りた。

　客室と思われる部屋には、奇妙なプレートが掛かっていた。

『死者の部屋』

　不安を飲みこみ、僕達はきびすを返した。一度ホールまで戻る。磨かれた床を覗き込むと、困惑した顔に出会った。階段の傍では、紅い薔薇が奇妙な鮮やかさを見せている。

　屋敷には、やはり誰の姿もない。

　何もかもが、沈黙の中に埋もれていた。

「………………どうしたら、いいんでしょう、ね？」

　日傘は首を捻ひねる。それに応える言葉をもたなかった。声が反響し消えていく。予想外の事態だった。家の中には、豪華な設備の他には、何もない。

　何も起こらない。ただ、不気味なだけだ。

「ここも、海の怪異と同じように時間制なのかもな……こうなったら、夜まで待つしかねぇか」

　日傘は胸元から煙草を取り出し、嚙んだ。火を点つけると、僕にライターと煙草の箱を差し出す。受け取った瞬間だった。

　──────ギィッ

　軋んだ音が響いた。

　一瞬、違和感を覚えた。

　不思議な感覚が全身を走る。だが、その理由はわからなかった。硬い足音が床を叩く。日傘は驚きよう愕がくに目を見開いた。その口から、煙草が落ちる。

　火が点いたままのそれが、床を転がった。

　振り向くと、スーツを着た女が立っていた。その横に、同じ格好をした男が寄り添っている。簡素な黒いスーツは、どこか喪も服ふくじみていた。短髪の女が顔を上げる。中性的な美しい顔立ちに、表情は一切ない。彼女は薄く口を開いた。

「お久しぶりですね」

　その声の響きは、ひどく冷たい。彼女は乾いた目で日傘を見つめる。

　凍った視線には、人間味が欠けていた。

「頂いた情報の通りで驚きました。ありえないとは思っていましたが、まさか」

　驚いたと言いながらも、その声に抑よく揚ようはない。次の瞬間、日傘は絶叫した。

「逃げるぞ、小田桐ッ！」

　突然手を摑まれた。肩が外れる程の勢いで、腕を引かれる。日傘は全力で走り出した。駆け出した次の瞬間、床が揺れた。重い地響きと共に、硬い床に罅ひびが入る。僕は目を見開き、振り向いた。

　女性が腕を掲げていた。複雑に両の掌が組み合わされている。薄らと床に伸びた影が、形を変え蠢いた。

　ぱくぱくと、影絵の犬の口が動く。

　それは、突然三つに分裂した。頭が三つできあがり、首が溶け合う。三つの頭を持つ、犬の影絵ができあがった。それは歪いびつに膨ふくれ上あがり、変形していく。灯の影にはなかった変化だ。犬は女性の指から形を変え、獰どう猛もうさを増していく。

　異形の巨大な犬が、咆ほう哮こうした。

　その姿は、神話に出てくるケルベロスに酷こく似じしている。地獄の番犬は、この世にはいないはずのものだ。だが、同時に繭墨の囁きが耳を打った。

　ありえないことなど、ない。人のもつ常識など、なんの意味もない。

　それを超えてこその────異能者だ。

　日傘は迷いなく奥の部屋へ駆け込んだ。これでは袋の鼠ねずみだ。そう思った次の瞬間、彼はカーテンを閉じた。部屋は暗闇に包まれる。これで、影の獣は入れない。深く息を吐き、日傘は外の気配を窺うかがった。遠くで床の割れる音が続く。まるで獣の牙が、一嚙みごとに屋敷を破壊しているかのようだ。

　濃密な気配が扉の外からでも伝わって来る。

　あまりにも強烈な、獣の気配だ。

　床を這う影は、生きている。

「アレは、誰ですか」

　握ったままだった煙草とライターを胸ポケットに押し込み、僕は尋ねた。日傘は顎を伝い落ちる汗を拭ぬぐう。その目には、明確な怯えの色があった。彼は細かく眼球を動かし、耳を壁に押し当てた。次に、部屋中を困惑したように動き回る。

「アレは、本家の人間です。雁屋の一族にはな、人殺しを請うけ負おう人員が存在するんだ。奴らは誰よりも獣の扱いに長たけていて、誰よりも容赦がなく人間味など皆かい無むです」

　ガチガチと細かく日傘の歯が鳴った。不意に、屋敷が崩壊する音が静まる。足音が遠くで止まった。

　僕達のことを見失ったのだろうか。

　───────ギチッ

　そう思った瞬間、壁が音を立てて軋んだ。まるで、巨大な牙きばが打ちこまれているかのように穴が開き、罅が四方に走る。

「それがッ、奴らですッ！」

　日傘が叫ぶのと同時に、壁が崩れた。割れた天井が落ちてくる。差し込む光を頼りに、獣の体が伸びて来た。次の瞬間、日傘は窓を開き、外へ飛び出した。庭に転がり落ち、走り出す。その背中を僕は追った。ベッドが叩き割られる音が響く。外と廊下から光を受け、獣は激しく部屋の中を蹂じゆう躙りんした。

　庭を走りながら、日傘に訴える。門まではそう遠くない。走れば、追いつかれる前に車まで辿りつけるだろう。

「このままでは二人とも殺されますッ！　逃げるべきですッ！」

　だが、日傘は応えなかった。彼は何故か立ち止まる。

「日傘さんッ！」

　次の瞬間、強く手を引かれた。掌の傷が、開く痛みを嚙み殺す。獣が壁から顔を出し、地面の上で咆哮した。獣に向かい、日傘は強く地面を蹴る。

　すれ違いざま、彼は叫んだ。

「ちくしょうがッ、逃げても同じだッ！　途中で捕まるだろうよ、何より……このままでは灯様が危険です。生かしておけるかッ！」

　燃えるような目で彼は言う。だが、対抗手段はない。それでも、彼は足を止めず走り出した。獣が咆哮し、口を開ける。日傘は鋭い牙の傍を、上手く駆け抜けた。その肩が薄く裂け、血が零こぼれる。獣は口を開閉しながら、その後を追った。

「任せました────小田桐さんッ！」

　彼は獣を連れ、走り去った。僕は彼の叫びを聞き、愕然とした。

　このままでは、共倒れになる。

　だから日傘は、自分が獣を引きつけ、僕に解決策を任せようと言うのか。

　だが、彼が嚙み殺される前に何ができるというのか。

　腹の中が蠢き、子供が声を上げる。だが、彼女が出てくる気配はない。恐怖や憎悪よりも、焦りの方が勝まさっていた。子供は顔を見せる様子もなく、臓ぞう腑ふの奥で笑っている。

　僕自身は何もできない。だが、そんなことを言っている暇などない。走り出そうとした時、壁の割れ目から女性が姿を現した。彼女は影の先を見つめ、日傘の悲鳴に目を細める。だが、それだけだった。笑みすら浮かべることなく、彼女は横を見る。

　────目が、合った。

　全身を寒気が駆け抜ける。だが、彼女は顔を逸らし、日傘の後を追い始めた。彼女が足早に通り過ぎた瞬間、その背後にいた黒い姿が動き始めた。

　気配を殺して寄り添っていた男が、僕に向かって歩き出す。

　すぐさま走り出すべきだった。だが、後悔しても遅い。僕は地面を蹴り、走り出した。裏口を開き、中へ飛び込む。屋敷中に、壁が崩落する音が響いていた。さらに日傘の悲鳴も聞こえてくる。この状況を打開する手段は思いつかない。

　だが、ここには僕しかいないのだ。

　できないことでも、やるしかない。

　廊下を走ると、背後から足音が響きだした。身を屈かがめて走りながら、僕は唇を嚙み締めた。背後の男は、飛び道具の類は持っていないらしい。そのことに安堵する。恐らく、彼は女の『沈め者』なのだろう。

　女は強力な異能者だ。まともにアレの相手をして、敵かなうわけがない。

　廊下が行き止まりになる前に、適当な扉を開いた。食堂に飛び込み、深く息を吐く。一度冷静になる必要があった。考えなくてはいけない。一体どうすればいいのか。

　その瞬間、鼻で笑われた気がした。

「───────えっ？」

　振り向くが、彼女がここにいるはずがない。だが、僕にはわかっていた。ここに彼女が居合わせたのなら、焦ることすらなく現状を嘲笑うだろう。

　彼女は肩をすくめ、チョコレートを齧るに違いない。

『いつも言っているけれどね、小田桐君。異能者は異能にこだわりすぎるんだよ。馬鹿馬鹿しい。君まで彼らの流儀に飲まれてどうするんだい？』

　呆れたような声が耳を打つ。横を向けば、豪ごう奢しやな姿が立っている気がした。美しい黒いドレスを身に纏まとい、彼女は退屈しきった眼差しで続ける。

『いいかい、小田桐君。紙は水をかければ滲むし、燃やせばそれまで。水無瀬家の事件の時にもボクはそう言っただろう？　さあ、問題だよ、小田桐君。影ならばどうする？　それは、何に映るんだい？』

　繭墨は謎なぞ々なぞのように問いかけてくる。現実には、彼女がそう口に出しているわけではない。だが、彼女ならそう言うだろうと僕にはわかった。

「─────何……にッ！」

　電流が走ったような衝撃があった。僕は慌てて物置へと走り出した。

　繭墨の声が追いかけてくる。笑いながら、彼女は言う。

『簡単な問題さ、馬鹿馬鹿しい。これくらいならば、君にもわかるだろう？』

　あぁ、ありがとうございます、繭さん。確かに簡単です。

　これくらいなら、僕にもわかりますよ。

　ただ問題は、目当ての物があるかどうかだ。

　季節柄、既すでに存在しないことも考えられる。廊下の一番端に位置する、小部屋の扉を引き開けた。中に飛び込み、祈るような気持ちで目当ての物を手に取る。空からではない、確かな重みが伝わって来た。安あん堵どを覚えながら、駆け出そうとした瞬間だった。

　──────カッ

　頰の直ぐ横に、刃が突き立った。呆然と、突然現れたそれを見つめる。

　スローイングナイフだ。投とう擲てき用ようの武器を、男はどうやら持っていたらしい。僕は両手を掲げ立ち上がった。足音が近づいて来る。男は嫌になるほど気配が薄い。自分の行動の遅さが悔やまれた。

　繭墨の声は、もう聞こえない。

　ここに彼女がいれば、なんと言うだろうか。

「………考えなくても、わかりますね」

　僕の愚ぐ鈍どんさを、馬鹿にするに決まっている。

「そのまま、動かないで頂けますか？」

　男は低い声で言った。抑揚のない喋しやべり方かたは、驚くほど女のものと似ている。振り向くと、男はナイフを構え、僕を見ていた。その目には、何の感情の色もない。ただ静かに僕の動きを窺っている。説得が通じる相手とは思えない。

　だが、何もやらないよりはましだろう。このまま諦めるわけにはいかない。

　僕は、日傘に頼まれたのだから。

「なぁ、一つ聞いてもいいか？」

　男は応えない。だが、黙れとも言わなかった。僕は息を吸い込み、先を続ける。

「あさとに何を言われて、手を組んだ。あの噓吐きの狐に、たぶらかされたのかもしれないがな。それは、利用されているだけだ。止めておいた方が身のためだ」

　そう、狐は人間ではない。彼は誰とも手を組みはしない。

　彼にとって人間とは、騙だます対象でしかないはずだ。

　戯ざれ言ごとだと切り捨てられればそれまでだった。あるいは、承知していると応えられても終わりだ。だが、彼はそのどちらも口に出さなかった。一瞬、無表情だった顔立ちに動揺が走る。本当に僅かに、彼は眉を跳ね上げた。

　どこか人間味の感じられる声が、その口から洩もれる。

「あさと？　我々は水無瀬家からの連絡を受け………」

　次の瞬間、激しく屋敷が揺れた。地震のような振動と共に、何かが落ちる音が響く。同時に、ホールの方向から一際激しい人間の悲鳴も聞こえた。

　日傘の声だ。

　脳裏に点滅する違和感を無視し、目的の物を摑み直す。僕は、一瞬硬直した男の横をすり抜け、走り出した。再び屋敷が揺れる。狙ねらいのずれたスローイングナイフが、僕の足元に突き刺さった。胸元から煙草を取り出す。震える手で口に運んだ。強く嚙むと、落としかけた物を両手で摑む。再び素早く手を放し、片手でライターを取りだすと、何度も失敗しながら火を点けた。勢いで嚙み切らないよう注意しながら、ホールまで駆け抜ける。扉を摑んだ瞬間、間近で何かが落ちる音が響いた。悲鳴はホールの上部から聞こえてくる。

　僕は方向を急転換し、廊下の突き当たりに向かった。階段から二階に駆け上がり、ホールを囲む外廊下へ飛び出す。

　そこには、変わり果てたホールが広がっていた。中央階段が消失している。広い床へ、幾つもの巨大な破は片へんが落ちていた。日傘は崩ほう落らくした階段の端はしを摑み、もがいている。ギリギリのところで体を支え、必死に這い上がろうとしていた。その手前に、女が立っている。異形の犬が、その足元で忠犬のように口を閉じていた。彼女は日傘を見降ろし、何かを言う。次の瞬間、僕は手にしたソレの蓋を開けた。

「うっ、らあああああああああああああああああああっ！」

　女の足元に、手にした物をぶちまける。女は乾いた目を上げた。彼女が影を動かす直前に、僕は口から落ちた煙草を指で弾いた。

　撒かれた灯油の上に、火ひ種だねが落ちる。

　火が激しく燃え上がった。着火しない可能性も高かったため、思わず歓かん声せいを上げる。女の影が一瞬消え、火に照らされ形を変えた。それは、一度消えたせいか人の形に戻っている。女は火を避け、後ろに下がった。その隙すきに、僕はポリタンクを投げ捨て、火の向こうの日傘へと手を差し伸ばした。

　逃げなくてはならない。とにかく、今は体勢を立て直すべきだ。壁が燃えれば、また状況は変わるだろう。だが、火に巻かれる前に動かなくては。考えを目まぐるしく働かせるが、上手く言葉にならない。ただ、僕は彼の名を叫んだ。

「日傘さんッ！」

　上手く体勢を立て直したのか、日傘は立ち上がった。火を飛び越え、転がり込んでくる。彼は素早く起き上がった。火の向こうに取り残された女に向け、何かを構える。

　両腕で。

　─────────パンッ

　乾いた音が鳴り響いた。火の向こうで、何かが弾ける。壁が紅く染まり、女の影の上に、どろりとした物が散った。

　僕はそれを見たことがあった。

　脳のう漿しようの混ざった、血液だ。

「……………えっ？」

　女は痙けい攣れんしながら崩れ落ちる。その影が、一瞬咆哮する獣の形を取った。だが、ゆっくりと崩壊し、動きを止める。日傘は後ろを振り向く。僕達の背後には、男が呆然と立ちすくんでいた。彼は僕達を見ていない。その眼差しは、崩れ落ちた女へと向けられていた。彼の無表情が崩壊する。一瞬で目に涙を浮かべ、彼は絶叫した。

「かすがさまあああああああああああああああああああああああああああああッ！」

　それが、女の名前だったのだろう。彼はナイフを引き抜き、日傘に向かって疾しつ走そうした。だが、日傘は再び無造作に引き金を引く。

　パンッ、パンッ、パンッ

　軽い音が三度響いた。男の胸が弾け、彼は呆あつ気けなくその場に倒れ伏した。胸から紅い何かが零れている。男は体を震わせ、動かなくなった。

　全ては一瞬の出来事だった。馬鹿馬鹿しいほどに短く、劇的な一幕だ。

　何もかもが、笑えない冗じよう談だんのようだった。

　僕は目の前に転がるソレを見つめた。ソレは見慣れたものだが、同時に今まで一度も見たことがない類いのものだった。僕が今まで目にしてきたソレは、もっと壮そう絶ぜつで、凄せい惨さんなものだったはずだ。そのはずが、コレは胸に数ヶ所穴が開いているだけだ。

　人間の、射殺死体。

　僕は呆然と、目の前の死体を見つめた。

　人間は、こんなにも簡単に死ぬのか。

　人を殺すための武器なら、異能者ですらこんなにも呆気なく殺せるものなのか。

「何でお前らが出てくるんだよ……まぁ、いいか。おかげ様で、時間は潰れました」

　日傘が低く囁く。その声は、まるで別人の物のように耳に届いた。

　炎が壁を舐め、ゆっくりと天井を這う。衝撃に痺しびれた頭が、徐じよ々じよに現状を把は握あくし始めた。僕は横に立つ男を見上げた。本能的に、後ろへ下がる。子供が声を上げて笑った。ケタケタと笑う声を聞きながら、僕は彼から遠ざかる。

　日傘は、手にした拳銃を僕へ向けた。

　その左腕は、白く歪んでいる。

　包帯の解け落ちた腕は、人間のものではない。

「日傘、さ………ん？」

　先程の光景がフラッシュバックした。彼は階段から落ちかけた体を、ギリギリのところで支えていた。崩壊した階段にしがみつき、体勢を立て直そうともがいていた。

　片腕で、そんなことできるわけがない。

　日傘は黙ったまま応えない。彼は前へと一歩歩き出す。僕は後ろに下がりながら、呆然と銃口を見つめた。

　炎に照らされた彼の顔は、ひどく冷たい。

「『あるところに、一匹の狐がおりました』」

　歌うような声が流れ出す。燃え盛る炎から逃れるように、日傘は銃口を僕へ向けたまま歩き出した。僕は彼と向き合ったまま、後ろへと下がる。外廊下から部屋へと入り、廊下へと移動した。背後から伝わる熱と光を避けながら、僕達は屋敷の中へ入る。煙が徐々に流れ込み始めるが、日傘は焦る様子すらなく続けた。

「『墓場には、ある日新しい墓穴が増えました。棺桶の中は、雨の匂いに満ち溢れておりました。深い悲しみを抱いた二人に、狐は尋ねかけました』」

　大切な人の死が嘆きと言うのなら、それを覆してみせましょう。

　僕は日傘の肥大化した左手を見つめた。何故その左手は包帯を巻かれていたのか。思い返し、僕は息を飲んだ。

　─────雨の中、交通事故に遭あった。

「『とても難しい条件を、彼らは受け入れました。化け物は、人間になれるでしょうか』」

　静かな眼差しで、彼は僕に問いかける。

「『これを読む貴方は、どう思いますか？』」

　日傘は左手の指を動かした。関節がない肉の棒が蠢く。蠟ろう燭そくじみた太さの指が、一本宙に立てられた。

「牧原で一、彩で一、お前と繭墨で二」

　四つ、日傘は指を立てた。ゆっくりと微笑む。

「これでわかっただろう？」

　──────化け物が、誰なのか。

　目の前には、明確な答えがあった。彼の手は『化け物』の物だ。白く膨れたその手は、子供が不器用に粘土遊びで作ったかのような代しろ物ものだ。

　そんな手をした『人間』は、この世に存在しない。

　だが、それでも僕は納得できなかった。

「何故、なぜ……………ですか？」

　笑いだしたくなる程に、僕の声は震えていた。後ろへさらに歩き、炎から遠ざかる。開いたままのドアをくぐり、僕達は廊下を歩いた。

　逃げるように僕は後ろへ下がり、日傘は前へ進む。

　屋敷は炎に浸食されていく。だが、その進行速度は何故か遅い。炎はゆっくりと壁を舐め、緩かん慢まんに屋敷を食い進んでいく。日傘の歩みは穏おだやかだ。僕達は奥へ奥へと、向かい合ったまま逃げて行く。

　彼の銃口は、揺らがない。

「俺達は、さ。五月の終わりに交通事故で死んでるんだよ───腕を灯の獣に嚙まれてな、ハンドル操作を誤った………ですが、私が窓ガラスに首を裂かれて死んだ後、灯様はまだ生きていました。そこで、声を掛けられたんだ。ある男に」

　あの、狐に。

　いかにも狐らしい行動だった。彼は人の絶望につけ込む。事故は自分のせいだと絶望する灯に、彼は囁いた。

　───人の死が嘆きと言うのなら、それを覆してみせましょう。

「ただし、代償と特別なルールを守らなければ、死者は灰と塵ちりに戻る。それが嫌ならば、ゲームの進行役を務つとめること……それに灯は頷いた。そして、俺を生き返らせ……灯様は、お亡くなりになったのです」

　声が悲痛な色を帯びた。日傘は生き返り、その直後灯は死亡した。

　そして、残された彼はどうしたのか。

「生き返った私は、灯様との再会を望みました……いや、違うな『創つくられた』俺は、だ」

　日傘は吐き捨て、頭を搔いた。彼の癖は変わらない。白い肉に髪の毛が絡まり、抜ける。痛みに顔をしかめながら、彼は足を進めた。僕は片手で壁を伝いながら、後ろへ下がった。煙が広がり、屋敷が燃えていく。遠くで壁の崩れる音が響き、視界が濁った。だが、日傘の声は淡々としたままだ。

　彼は静かに、僕を見ている。

「扉の外で聞いてたけどな、繭子の話には、肝が冷えたよ。『神』はいない。人は蘇らない。それなら、ここにいる俺はなんだ？　俺は誰なんだッ？」

　彼は絶叫に近い声で僕へ問いかけた。足がもつれ、僕は後ろへ倒れる。だが、無ぶ様ざまな僕の姿を見ながら、彼は引き金を引ひかなかった。僕が立つのを促すように、拳銃を振る。

「けどな、思い返してみると確かに言われたんだよ。『君達はできがいい』ってな。死亡時近くにいたことと、互いが互いに対してぶれることのない認識を抱いていたせいで、『ほぼ完璧にできた』ってな。ただ、この腕だけは別物だ」

　独白は続く。日傘は僕の返答を待たず、語り続けた。僕は立ち上がり、再び後ろへ下がる。屋敷全体が熱を持ち、遠くの部屋が火を噴ふいた。煙の熱で肌が焼けた。すぐに燃え広がらないのは、屋敷の材質によるものだろうか。それに感謝するが、果たしていいことなのかどうかはわからなかった。混乱に乗じて、逃げることすらできない。

　日傘の腕の肉が不意に溶けた。柔らかく伸びた肉塊が床に触れる。だが、次の瞬間、思い返したように手の形を取り戻した。日傘は苛立たしげに腕を振る。その指先が掠めた壁に、音を立てて罅が入った。

「この腕は、灯の獣に『嚙み切られた』んだ。そのせいで、灯が上手く想像できなかったんだろうなぁ。俺の体の中で、ここだけが白い肉塊のままだ………この口調もそうだよ。昔からたまに混ざってはいたさ。だが、ここまでひどくなったのは、灯の認識が、過去の俺と現在の俺とで混同したせいだ。そうだよ、俺は、俺じゃない。私も灯様も──この肉塊と何も変わらないのです」

　日傘の目に、一瞬深い悲しみが過った。彼は不意に銃を構え直す。銃口が完璧に僕を捉とらえた。僕達は向かい合ったまま立ち止まる。彼は真剣な声で囁いた。

「それでも私は、灯様を守りたいのです」

　その想いは、今までの彼と何も変わらない。

　だが、目に映る情景はあまりにも狂いきっていた。腹が痛みを発する。肉が裂け、血が零れるが、止める気にはならなかった。シャツに血が滲むのを見て、日傘は薄く笑う。

　恐らく、子供が出てくる前に、彼は僕を撃ち殺す気だろう。

「─────僕を、撃つのか？」

　尋ねると、日傘は頷いた。だが、次の瞬間、否定するように首を横へ振る。彼は銃口を僕に向けたまま、後を続けた。

「ああ、撃つさ。だが少し待て、少年には言わにゃならんことがある」

　その声は、今までの彼と同じものだ。

　僕を気遣ってくれた声と、何も変わらない。

　胸から込み上げる激情が、憎ぞう悪おなのかなんなのかわからなかった。無む性しように叫びだしたくて仕方がない。だが、何一つとして上手く言葉にならなかった。心臓が喉から飛び出してきそうだ。目が勝手に熱くなり、全身が震える。

　そこで、やっと僕は現状に気がついた。




　あぁ、なんだ。

　僕は、裏うら切ぎられたのか。




「今回、私共に与えられた条件は他と違っていました。少年と繭子を事件に巻き込むこと。最初の二人を、必ず『救わないこと』。お前に、なるべく甘い言葉を掛けて、自主的に事件に巻き込むこと。そして、もう一つだ。全ての事件が終わったら、『繭墨あざかから、小田桐勤つとむをひき離せ』。だから、俺はこの屋敷にお前をつれて来た。指定された狐の住まいで、数時間を過ごすためだけに、な」

　彼は淡々と語る。その口調は僅かに早まっていた。血がどろどろと僕の足元を流れ落ちる。子供の頭を押さえつけはしなかった。臓腑の内側に彼女を戻す必要がどこにある。痛みすら気にならない。ただ、目の前で語り続ける男を僕は睨んだ。

　雨香はまた成長したらしかった。裂けた腹を髪が擦こする。彼女はなかなか、頭を外に押し出すことができない。

「灯は、人殺しを嫌った……私とて、灯様にそのようなことは、させたくありません。ですが、私達は二人しかいないのです。この世に、たった、二人だけ………俺がお前を連れ出したら───あとは、灯が決着をつけることになっている。繭墨は、体はただの人間だ。一人になれば、誰よりも弱い」

　彼女の腹は、誰でも簡単に裂ける。

　──────今、なんと言ったのか。

　僕は目を見開いた。僕の驚愕に影響されたのか、雨香がぴくりと震え、一瞬止まる。頭の中が真っ白に染まった。脳裏に紅い唐から傘かさが浮かぶ。彼女は、今日もマンションでチョコレートを齧っているのだろうか。

　たった、一人で。

「『わかるかな、小田桐？』」

　不意に、日傘の声が変わった。彼は優しく語りかけてくる。その背後の扉から火の手が上がった。強い光に照らされた日傘の顔は、薄い笑みを浮かべている。

　その優しい口調は、まるで誰かの言葉をなぞっているかのようだ。

　そして、彼は狐の言葉を吐く。

「『繭墨あざかは、君のせいで死んだんだ』」

　その瞬間、僕は前へと地面を蹴った。

　何も考えられなかった。日傘の顔に拳を叩きこもうとする。いつかの屋上が脳裏を過ぎった。僕は、目の前にいる狐を殴り倒そうとした。だが、拳は届かなかった。今は、あの時と同じだ。銃口が僕に向けられる。わかっているのに、止まることができない。僕はがむしゃらに、目の前の笑顔に向かって腕を突き出した。

　だが、次の瞬間、誰かにズボンの裾すそを引かれた。

　僕は前のめりに倒れ伏した。頭上を乾いた銃じゆう声せいが駆け抜ける。日傘が驚愕の声を上げるのを聞きながら、僕は立ち上がった。再び、日傘に飛びつこうとした瞬間だった。

　───────くいっ

　また、小さくズボンの裾を引かれた。子供に服を摑まれたような錯覚を覚える。振り向くがそこには誰もいない。だが、何故か呼びかけられた気がした。

　逃げろ、と。

　僕は振り向き、走り出した。一瞬前まで立っていた地点に穴があく。廊下を疾走すると、背後から日傘が追いかけて来た。出て来た部屋とは別の部屋へ飛び込み、扉を閉じる。逆の通路側の扉を開け、飛び出した。火の浸食が元の廊下より激しいのか、熱い煙が充満している。口元を押さえ駆け抜けながら、僕は日傘の声を聞いた。

「俺は灯を守りたい。私は、灯様のためなら死んでもいい……小田桐、お前はどうなんだ？　俺はお前を殺してでも、灯のことは守りたい」

　銃声が鳴り響く。冷静さを失っているのか、天井に銃弾が当たった。走る度に、腹が激痛を発する。半ばまで頭を出した雨香が揺れた。血が零れ、足を生温かく濡らす。頰を何かが伝い落ちた。

　漏もれそうになる嗚お咽えつを嚙み殺し、僕は足を進める。

「お前は結局、誰かを助けたいと言って、自分を助けたいだけだろう？　誰かを助けることに必死になって、自分が生きることを正当化したいだけなんじゃないのか？　結局、誰も本気で助ける気がないから、そんなことを言えるだけだろう？　ふざけるなよ馬鹿野郎ッ！」

　銃弾が近くの壁を掠めた。僕は荒く息を吐いた。脳裏で夏の海が輝き、血が簞笥から零れ落ちる。屋上から落ちる笑顔が遠ざかり、全てが消滅する。

　そうだった。確かに、僕には何もできなかった。

　助けると言いながら、僕は多くの人間を結果として殺してきた。

　─────それでも。

「ふざけて………ねぇ………よ」

　僕は助けたかった。人を本気で救いたくて、僕は動いて来た。その結果は最悪だった。過剰な同情の結果、僕は誰も救えず、むしろ追い詰めてしまった。

　それでも、僕は本気だったのだ。

「僕は……………本気、で………」

　だが、同時にわかっていた。

　僕は生きていたいだけなのだ。僕は根底では、人のことなどどうでもいい人間だ。誰かのために死ぬことなどできない。現に僕が生き残ることで、灯と日傘は消滅する。それを知りながら僕は逃げ続けている。たくさんの人間を巻き込んで来た。それを後悔しながら、僕は決して自分の命を投げ出さない。

　決して、足を止めない。

「それでもさぁ、僕は…………」

　死にたくない。誰かのために、死んでなどやらない。

　それでも、僕は確かに人を救いたかったはずなのだ。

　涙が頰を零れ落ちる。子供のように泣きながら、僕は足を進めた。角を曲がったところで、前が完全に見えなくなる。涙と煙で視界が濁にごった。喉が焼け、激しく咳せき込こむ。焙あぶられた皮ひ膚ふには水ぶくれができていた。足がもつれ、僕はその場に倒れ伏す。

　もう何も見えない。足を進めることができなかった。

　大声で泣きわめきたかった。寝転がったまま、僕は体を丸める。言葉にならない日傘への返答が、胸の奥で暴れ回った。

　そうじゃない。そうじゃない。そうじゃないはずだ。そうかもしれない。それでも、それだけじゃない。

　そうじゃない、違うんだ。

　だが必死に訴えたところで、何も否定できやしない。

　もう目を閉じればいい。そうすれば楽になる。

　それで、今度こそおしまいだった。

　そう、思った時だった。

「─────────────おきて」

　誰かが僕に囁きかけた。小さな影が僕を見降ろす。それが、誰かはわからない。ただ、小柄な人影に向かって、僕は思わず口を開いた。

「………繭、さん？」

　彼女は来てくれたのだろうか。

　桜の舞い散るあの日のように、僕の手を取ってくれるのだろうか。

　だが、次の瞬間、足を蹴られた。軽い痛みが走る。誰かは僕を見降ろし、囁いた。

「違う、馬鹿」

　小さな手が、僕の手を握る。朦もう朧ろうとする意識の中、僕は誰かに引っ張られ、立ち上がった。目の前で長い髪がなびく。彼女は迷うことなく歩き出した。長い廊下を歩き、彼女はノブを摑むと、扉を引き開けた。

　冷たい風が頰を撫でる。その向こうには、薄青い空があった。

　煙に滲んだ目から涙が零れる。溢れる光の中、彼女は振り向いた。

　蜂蜜色の目が僕を映す。長い髪が、風に吹かれ流れる。

　彼女は、穏やかに微笑んでいた。

「灯、さッ………」

　息を飲んだ次の瞬間だった。何かに足を引っ張られた。猛烈な勢いで外へ引きずり出される。裏庭に設置された外階段に、体がぶつかった。それでも、容よう赦しやなく『何か』は僕の体を引きずる。それは、先程僕のズボンの裾を引いたものと同じものだった。

　灯の影が、必死に僕を引っ張っている。

　外に放り出されかけ、僕は階段の手すりを摑んだ。掌の傷が血を吹き、体が宙に浮く。扉の向こうで、灯は笑っていた。彼女に向かって、僕は何かを叫ぼうとした。

　止めなくてはいけない。彼女を行かせてはならない。

　彼女の笑顔でそれがわかった。なんとしてでも、呼び止めなくてはならない。だが、焼けた喉からは言葉が出て来なかった。包帯に包まれた足が、軽くステップを踏ふむ。

　彼女は、踊るように駆け出した。

「───────ばい、ばい」

　小さく彼女は手を振った。桜色のワンピースが消えて行く。彼女は廊下へと走り出した。壁が燃え、紅く染まる中、彼女は軽やかな足取りで去って行く。












　そして、廊下から現れた日傘へと抱きついた。

　彼の首筋に、彼女は強く腕を回す。日傘は、一瞬目を見開いた。彼は何か言おうとする。だが、次の瞬間、ゆっくりと顔を歪ませた。震える指先から、拳銃が落ちる。歪な左手が恐る恐る動いた。彼は両腕で、彼女を抱き締める。

　日傘は、泣きそうな顔で囁いた。

「もう───────────いいんですか？」

　唇がそう動く。灯は、彼の顔を見つめる。

　そして、満面の笑みで頷いた。

　次の瞬間、二人の体が溶けた。人の輪郭が崩れ、巨大な白い肉塊が床に広がる。それはあまりにも残酷な変化だった。先程まで人間だったものが、一瞬にして死肉へと戻る。

　もう、二人はどこにもいなかった。

「─────────────ッ」

　僕は絶叫した。喉が痛みを発し、音は言葉にならないまま消える。視界が紅く染まった。指から力が抜け、手すりからほどける。灯の影がなくなったせいで、僕はそのまま真下へと落下した。火が階段から噴き出すのを見ながら、僕は遠ざかる空に向かって手を伸ばす。




　そして衝撃と共に、僕の意識は途絶えた。





　　　　＊　＊　＊






　雨が、降っている。

　思い返せば、記憶の中はいつも雨ばかりだ。

　空から降る水に、閉じ込められている気分がする。このままでは、窒ちつ息そく死ししてしまいそうだった。必死に手を伸ばしもがくが、逃げることはできない。




　彼女は、僕の手を取ってくれない。

　だから僕はずっと溺おぼれているしかなかった。




　たった、一人で。




　目を開けると、雨音が耳を打った。冷たい水が足に降ふり注そそぐ。いっそ死んでしまいたいほどに寒い。空からは激しい雨が降っている。だが、何故か顔だけは濡れずに済んでいた。薄らと目を開き、僕は空を見上げる。

　誰かが僕の頭上で唐傘を差していた。安堵と共に、僕はその名前を呼ぶ。

「………繭、さん？」

　だが、次の瞬間、僕は唐傘の色に気がついた。




　─────紅色ではない。

　─────華やかな紺こん色いろ。




「やぁ、久しぶりだね、小田桐」




　────狐が、僕を見降ろしていた。




　芝生しばふにしゃがみこみ、彼は僕を覗き込んでいた。その背後に雨が降っている。彼はいっそ穏やかとすら言える微笑みを浮かべ、僕を見つめていた。

　その頭には、相変わらず狐の面がある。

　悲鳴が喉から湧きだした。憎悪よりも、恐怖が全身を支配する。僕は無理やり体を起こし、後ずさった。だが、足が動かない。全身に力が入らなかった。貧血のためか視界が揺れる。腹では、まだ雨香が蠢いている。動けと何度命じても体は動かない。

　動けない。逃げ出せない。

　あさとは、そんな僕を見守っていた。しばらくして、口を開く。

「余よ興きようはどうだったかな、小田桐？　楽しんでくれたようで幸いだよ」

　僕は動きを止めた。今聞いた言葉が耳を打つ。顔を向けると、あさとは笑顔で僕に応えた。頭の中が真っ白になった。目の前に、次々と今までの光景が過る。海が、血が、床に広がった白い死肉が、視界を満たす。僕は言葉にださずに繰り返した。

　──────余興。

「あぁ、君と妹君がこんなことで死ぬはずはないと知っていたからね。これは手始め。ただの余興だよ。手間はかかったけれどね、その分楽しんでくれたようで、俺としてもとても嬉しいよ」

　満足そうに彼は言う。その満たされた声を聞き、僕は目を見開いた。ぶちりと腹が裂ける。視界の中でくるりくるりと、紺色の唐傘が回った。雨あめ雫しずくが弾かれ、飛んで行く。

　腕が動いたならば、僕はきっと狐の目を抉えぐり取とっていた。

「…………楽しんで、くれただと」

　雨香が徐々に顔を出す。危険な量の血が零れ落ち、熱く肌を伝う。

　楽しんだわけがない。牧原が、彩が、灯が、日傘が死んだ。狐の娯楽のためだけに弄もてあそばれ、彼らは無残に殺された。そんな醜悪な見世物を楽しめるわけがない。誰がそんなものを楽しみ、喜ぶというのか。

　ふざけるな。死ね。今すぐに死んでくれ。

　だが、あさとはふらりと首を横に振った。彼は僕の殺意にも全く反応しない。顔の前に白い指を立て、彼はふざけるように左右に振った。

　くるりと、その指先が僕を指し示す。




「───────君のせいだ」




　迷いのない声が、そう断定した。

　その声は繭墨のものに似ている。殴なぐられたように視界が揺れた。意味は理解できていなかった。だが、本能的に恐怖が全身を駆け抜けた。聞いてはならなかった。その言葉を耳にしてはいけない。

　聞くくらいならば、心臓をナイフで刺された方がまだマシだ。

　だが、動くことはできなかった。それどころか、狐の笑顔から目を逸らせない。

　あさとは微笑みを浮かべる。いい子だと言うように彼は頷いた。




　そして、狐はゆっくりと語りだす。




　一つ目は、罪悪感に食われた男の物語。




「君が牧原を糾きゆう弾だんしたせいで、あの海は溢れ出したんだよ。気づいていないようだから、断言しようか？　君がもしも何もしなければ、化け物は一階に留とどまったまま、二階へは届かなかった。『死にたくない』という彼の気持ちが、『断罪されなければならない』という罪悪感を上回らない限り、人魚はやって来なかったんだから。逃げられると思うな。その言葉を聞いて、彼は逃げてはいけないと悟ってしまった。彼が海に飲まれたのは君の正義感のせいさ─────ねぇ、小田桐。満足かい？」




　二つ目は、追い詰められた少女の物語。




「君が彼女の手を放さなければ、彼女は死ななかった。ねぇ、知っているかい？　実は俺は、綾にある制約をつけていたんだよ。なんらかの形で、君が彩に守ると約束したのなら、君がいるところでは、彩に手を出してはいけないよと。それなのに、君はためらいなく手を放したねぇ。最初から本気で守る気なんてなかったから、手を離せたんだろう？　ああ、それとも、無意識的に彼女の死を望んでいたせいかい？　重荷が取れてよかったじゃないか。君に縋る女は、皆勝手に死んでくれるね────満足だろ？」




　三つ目は、二人の死者の物語。




「君が灯に中途半端に優しくしたから、彼女は死んだ。彼女は君を見て、もうこれ以上、誰かを犠ぎ牲せいにしてはならないと思ってしまった。君が中途半端に日傘に手を貸し続けたせいで、彼は死んでしまった。君がもしも彼らに手を貸そうとしなければ、あるいは妹君を説得して一緒に連れて来たのなら、まだ他にも方法はあったかもしれないのにね。その道を全部閉ざしたのは君だよ？　ああ、それとね、小田桐、君に聞きたいことがあったんだった。君は、あの時、去って行く灯に何を言おうとしたんだい？　君は、彼女が自分の代わりに死んでくれると期待していただろう？　それなのに、何を言うべきことがあったんだい？　君は生き残り、彼らは死んだ───満足、しただろう？」




　彼の言葉の響きは、とても優しかった。

　僕は呆然とそれを聞いた。言葉は何も出てこない。それどころか、考えることすらできなかった。あさとはそっと手を伸ばしてくる。白い指先が僕の頰に触れた。こびりついた煤すすを、ゆっくりと彼は払う。

　その指先は、ひどく冷たい。

「全部、全部、君がそんな風だからだよ」

　彼は小首を傾げ、僕に言い聞かせた。次の瞬間、視界に入る物全てが、砕けたような錯覚があった。痛みはない。肉体的な変化は何もなかった。




　だが、その瞬間。

　確かに、僕の中の『何か』が死んだ。




「─────ほら、楽しかっただろう？」




　狐が笑う。

　狐が嗤わらっている。




「あっ……………………あっ」

　溺れた者のように、口を動かす。腹から血が吹き出した。幼い声が耳を打つ。

　彼女は、心配するように僕に向かって囁いた。

　ぱぁ、ぱ？

　べしゃりと、土の上に何かが落ちた。前よりも背の伸びた体が立ち上がる。生えそろった黒髪が、小さな頭を覆っていた。足元に蠢く小さな体を見て、あさとは一歩後ろに下がった。雨香は自力で立ち上がり、両腕を突き出す。彼女はぱくぱくと口を動かした。それを見て、僕は衝動的に思った。

　ああ、そうだ。彼女が何もかも食ってしまえばいい。

　そうすれば、狐は目の前からいなくなる。

　僕の思いに応えるように、彼女は口を開けた。目の前にいるあさとに向けて、無邪気に駆け寄る。狐は動かない。その顔に、雨香が手を伸ばした瞬間だった。

　─────ヒュンッ

　何かが飛んでくると、小さな頰にめりこんだ。時間が止まり、雨香の体が傾ぐ。彼女は一瞬空中に静止し、次の瞬間、吹き飛ばされた。木にぶつかり、濁った悲鳴を上げる。幼い体は、力を失い、地面へ落ちた。

　──────雨、香？

　僕は呆然と彼女に手を伸ばした。何度も名前を呼びかけるが、声にならない。彼女は顔を上げることすらしなかった。傷ついた体を抱きあげてやりたいが、手が届かない。

　そして、目の前の光景の意味を、僕は一瞬遅れて理解した。

　──────『鬼』が、殴り飛ばされた。

　──────何よりも強いはずの生き物が。

「ふふっ」

　笑い声を耳にし、僕は振り向いた。純白のゴシックロリータを着た少女が、雨の中佇んでいる。いつか公園で見かけた彼女は、紅い目を光らせた。

　スカートの裾をつまみ、彼女は礼をする。

　その姿は、狐の好み通り、芝居がかった代物だ。

「静しずか、おいで」

『その子』をあさとは呼び寄せ、抱きあげた。少女は嬉しそうにキャハキャハと笑う。だが、突然体を震わせた。辛そうに背中を折り曲げ、彼女は地面へ嘔おう吐とする。

　──────ゲェッ

　濡れた音を立て、白い肉塊が地面に落ちた。柔らかな肉は、湯気を上げながら痙攣している。自身の形を迷うように、それは伸のび縮ちぢみを始めた。だが、しばらくして動きを止める。不意に、あさとは手を動かした。指し揮きをするように白い指を振る。

　肉は突然、ある方向性をもって動き始めた。大きく伸び、形を変え、人間の顔を作りだす。耳たぶができ、目ができ、口が開いた。幾筋もの肉が伸び、黒く色づき髪の毛へ変わる。人間を冒ぼう瀆とくしているような、醜悪な変化は続いた。

　それは、最後に懐かしい形を取った。

　穏やかな顔立ちが僕を見つめる。

　静香が、ゆっくりと目を開いた。

『つとむ、せんぱ、あああああああああっ』

　だが、次の瞬間、それはぐしゃりと潰れた。後には、死肉の塊だけが残る。

　あまりの光景に言葉が出なかった。目の前が紅く染まる。だが、何一つとして確かな感情は胸の奥から湧わいてこなかった。頭は完全に痺れきっている。

　あさとの手にした子供が、声を上げて笑う。

　楽しくてたまらないとはしゃぐ声を聞きながら、僕は顔を上げた。あさとも僕に視線を向ける。

　笑ったまま、彼は手を伸ばしてくる。

　恐怖はなかった。睡すい魔まにも似ただるさが、全身を満たす。

　───────あぁ、なんだ。

　───────これで、楽になれるのか。

　だが、その瞬間、僕は背後から抱きすくめられた。

　柔らかな腕が僕の体に回り、後ろへ引きずられる。あさとの手が止まった。彼は僅かに目を見開いた後、再び微笑みを浮かべる。墨すみの匂いが香った。繭墨のものとは違う、白い紙で作られた傘を彼女は差している。それを肩に掛けたまま、彼女は両腕で僕を守るように抱き締めた。

　凜りんとした顔立ちが、狐を睨む。僕はその横顔を見て息を飲んだ。

　何故、彼女がここにいるのか。

　──────水無瀬白しら雪ゆき。

　雨の中、墨を使う彼女は不利なはずだ。だが、彼女に臆おくする様子はない。不意に、その腕が動いた。両手に筆を持ち、彼女は眼にも止まらぬ速さでそれを振るった。傘の内側に、『虎』と巨大な文字が左右に並ぶ。白雪は鋭く傘を振った。投げられた傘が、あさとの足元に落下する。

　傘の中から、二頭の虎が伸びあがった。薄うす墨ずみで作られた筋肉がしなる。彼らは、体を雨に流される前に、あさとの首筋に牙を伸ばした。

　──────あはっ？

　だが、その直前、小さな手が虎の顎あごに触れた。白い子供が虎の顔を握り潰す。下顎と舌を失い、虎の体が崩れた。地面の上に、血痕を思わせる黒い水溜まりが広がる。白雪は息を飲んだ。だが、彼女は再び僕を強く抱き締める。

　まるで子供を守る母親のようだ。白雪は一歩も退ひこうとしない。

　その横に、誰かが並んだ。

　紅色が、目に滲む。

　──────くるり

　見慣れた唐傘の下に、ゴシックロリータに彩られた姿が立っていた。彼女の顔には、焦りも恐怖の色もない。ただ、退屈そうな笑みを浮かべたまま、あさとを眺めている。

　──────ぱきり

　彼女は相変わらず、チョコレートを齧っていた。

「やあ、久しぶりだね、兄上」

　その横に、金魚が寄り添うようにして飛んでいた。幽霊屋敷の玄関で見た紅色の正体に、僕はやっと気がついた。あの時目を焼いた血の色は、この魚だったのだ。

「どうしたんだい、小田桐君、そんなに目を見開いて……って、ああ、この魚かい？」

　繭墨は視線を金魚に移した。ひらひらと舞うそれを眺め、肩をすくめる。

「御当主が、君を捜すために飛ばしたのさ。あの肉塊は『神』に似ている──それを耳にした彼女が、責任を感じて直じき々じきに来てくれた直後にね。だが、君を見つけたはいいものの、雨で飛べなくてね、遅くなった……けれども、わざわざ来てみて正解だったね」

　繭墨は再び、あさとを見つめた。だが、首を横に振る。

「いや、不正解かな。ボクはこの顔を見たくはなかったからね」

　あさとはそれを聞き、愉快そうに目を細めた。

　その顔に、白い子供が頰を寄せた。純白のゴシックロリータを纏った彼女は、まるで繭墨とは逆の存在だ。顔を寄せ合う二人を見てなお、繭墨は微笑む。

　だが一歩、後ろに下がった。

「逃げるつもりかな、妹君？」

　あさとの声には、明確な嘲ちよう笑しようが含まれている。だが、繭墨は動じない。

　彼女は、堂々と胸を張った。

「ええ、逃げますよ、兄上。その子をどこで手に入れたのかは知りませんがね。その子は鬼だ。正々堂々と戦う気はボクにはありません」

　ニッと笑みを浮かべ、彼女は宣言する。白雪は僕を抱き締める腕に力を込めた。

　あさとが、白い子供に指示を出せば終わりだ。『鬼』ですら、あの子供には敵わなかった。全員が食われて、それでおしまいだろう。

　重い沈黙が落ちる。雨音が耳を叩いた。

　あさとは、何も言わない。

　しばらくして、低い声が流れ出した。

「───逃げなよ。犬のように逃げたまえ、妹君。そして、敗走の気分を知るといい」

　冷たい声は憎悪に凍っていた。

　口元だけ笑ったまま、あさとは言う。だが、その目は黒く奈な落らくのようだ。

　その顔は、狐の面とよく似ている。

「敗者の気分を、自分は一生知ることはないと思っていただろう？　そして、最高の状態を整えて戻っておいで」

　歪んだ表情が瞳に焼きつく。視界が揺らいだ。白雪が強く僕の腕を引く。その感覚だけを頼りに、呆然と立ち上がった。狐の声が、反響して耳に届く。




　紺色の唐傘が回る。

　ぐるぐると回る。




「──────俺は、楽しみに待っているよ？」




　雨音が遠ざかり、彼の囁きだけが耳を満たす。

　そして、何もわからなくなった





　　　　＊　＊　＊






　狐の声が聞こえる。

　そして、それ以外は何も聞こえない。

　だが、それも徐々に雨音に切り替わっていく。




　激痛によって、泥のような眠りから引きずり起こされた。腹がひどく痛む。視線を向けると、歪な傷口が見えた。切開した傷口を無理に縫ほう合ごうしたかのように、肉が盛り上がっている。中で、何かが暴れていた。内臓を搔き回されるような痛みが走る。

　だが、今はそれが逆に心地いい。

　生きているという実感は、その痛み以外、他になかった。

　誰かが僕の額ひたいに触れる。柔らかな指先は、膜まく一枚隔へだてた場所にあるように感じられた。白い手は何度も僕の汗を拭う。熱を確かめるように、時折掌全体が額を包んだ。

　誰の手なのだろうか。ここがどこなのかすら、よくわからない。

　その時、甘い匂いが鼻を刺した。机の上に、幾つもの空箱が転がっているのが目に入る。窓の前に、誰かが立っていた。僕はどうやら、ソファーに寝かされているらしい。豪華なドレスを着た彼女は、振り向くと囁いた。

「─────起きたかい、小田桐君？」

　その瞬間、思い出した。

　ここがどこで、彼女が誰なのか。

　そして、記憶が濁だく流りゆうのように蘇る。

「────────あっ、ぐっ」

　その場に、僕は吐き戻した。血混じりの胃い液えきが床に広がる。不機嫌なのか、雨香がさらに激しく腹の中で暴れた。咳き込む僕の背を、幾度も細い指が撫でる。顔を上げると、白雪の心配そうな視線と出会った。だが、応える気力はわかない。全身から力が抜け、ソファーに倒れ伏した。体の奥深くが、空っぽになってしまっていた。だが、それを嘆く気力すらわいてこない。

　このまま、死者のように横たわっていたかった。

　だが、突然頰に硬い何かが当たった。顔を上げると、繭墨は不機嫌そうな顔で僕を見ていた。床の上に、銀色の何かが転がっている。次の瞬間、僕は息を飲んだ。

　端の溶けた、ロケットペンダントだ。

「君が倒れた場所に落ちていたよ。一応拾っておいたんだけれどね───渡さない方がよかったかい？」

　目の前が揺れ、頭痛が起こった。癒ゆ着ちやくしていた傷口が、音を立てて裂ける。言葉が、瞬間的に喉へ溢れ出した。だが、何を訴えればいいのかわからない。頰を涙が次々に伝い落ちた。それはソファーに落ち、弾ける。

「──────────────────────────ッ！」

　絶叫したはずだった。しかし、言葉は出てこない。僕は天井を仰あおぎながら、声にならない悲鳴を上げた。胸を強く搔かき毟むしる。肌が削けずれ、爪に食い込んだ。脳裏で狐が嗤う。紺色の唐傘を回しながら、彼は優しく尋ねかけてきた。

　楽しかった、だろう？

　違う違う。そうじゃない。そうじゃない。そんなわけがない。

　全部、僕のせいだとしても、それでも。僕は。けれども。

　─────何を、言い訳すればいい。

　白雪が必死に僕の背中を撫でた。彼女に水を渡され、震えながら受け取る。半分まで喉に流し込むが、全て吐き戻してしまった。足が無様に濡れ、全身が激しく震える。

　僕は一体、何をしたのか。何故、僕は。

「……日傘君と灯君を、本家は監視していたけれども、追う気はなかったんだよ。君達を追って来たあの二人は、『死亡を確認したはずの者が生きている』ことに驚き、詳細を確認するため、現れただけさ。『化け物』じゃない、『本物の』灯君と、日傘君の死体は交通事故の後、本家が収集していたからね。事件を知った御当主が、一族の者が巻き込まれているが、把握しているかと雁屋家に連絡を取った結果、彼らはイレギュラーとして日傘君に殺される羽目になった」

　繭墨は、窓の外を眺めながら淡々と語る。あの時感じた違和感を、僕は思い出した。

突然現れた彼らは、狐の演出にはそぐわなかった。狐が仕掛けた罠に、彼らの存在は必要なかったのだ。それ以上、考え続けることはできなかった。臓腑がひっくり返りそうな感覚を覚え、腹を押さえる。頭がハンマーで殴られているように痛んだ。何故か指先からも、焼けるような痛みを感じる。だが、胸の奥底は空っぽだった。

　深い虚きよ無む感かんが広がっている。傷ついた掌を握り締めながら、僕は嗚咽を飲み込んだ。

　何かに縋りたい。それなのに、何に縋ればいいのかわからない。

　ただ、奇妙な実感があった。

　僕はもう二度と、自分から何かをすることはできない。

　もう、どこへも歩けない。

　自分の腕で体を抱き締め、身を屈める。なるべく小さくなりたかった。蹲うずくまったまま、震えていたい。繭墨は振り向かずに、先を続けた。

「日傘の自分達に対する認識は間違っていたんだよ。灯君の能力は、暴走が多い上に力自体も弱かった。灯君と日傘は、本家から見てほとんど無価値だったのさ。それなのに、日傘は自分達を追い詰めた──自分が灯君を守らなければならないと思い込み、世界の全てを勝手に敵に回した。灯君への厳しい教育は、能力の暴走を抑え『灯君自身を守るため』という意味があったというのにね」

　───────バキッ

　チョコレートを嚙み折り、彼女は振り向いた。ゴシックロリータの裾が揺れる。

　僕を見降ろし、彼女は冷たく宣言した。

「アレも一つのエゴの結果さ、君が気にすることじゃない。過剰な同情は止めたまえ」

　彼女は僕に同情しない。だが、最低限の言葉は紡つむいでくれる。僕は、それに応えることができなかった。涙が止まらない。繭墨はそんな僕を見て、鼻で笑う。

「むしろ、君が背負うのもおこがましい話だよ」

　彼女は言い切ると、ソファーに座った。彼女はそれ以上、何も言う気はないらしい。白雪が、強く僕の背中を抱き締めた。その腕に縋り、僕はやっと息を吐いた。数回呼吸を繰り返し、体を丸め、再び吐き戻す。

　白雪は辛そうに顔を歪めた。彼女は素早く腰から扇せん子すを引き抜いた。繭墨に向けられた文字が、歪んだ視界に飛び込んでくる。

『これから、どうするのですか？』

　困惑した文字を見て、繭墨は微かに唇を上げた。

　パキリとチョコレートを嚙み折る音が響く。




「さぁ、知らないさ───開幕ベルはもう鳴ったんだ」




　相変わらず彼女はチョコレートを齧る。

　だが、その声が告げる状況は、絶望に満ち溢れていた。




　これは、狐の物語だ。

　一つ目が終われば、二つ目が幕を開くだろう。

　そして、それは狐好みの悲劇に違いない。




「あとは、彼が勝手に踊るだろうさ、誰が望まなくてもね」







　そう言い、繭墨は深く笑う。




　その声は、まるで処刑宣告のように僕の耳を打った。














　焼け落ちた家の前に、狐は立っていた。雨の降り終わった空は蒼あおく、残骸は黒々と濡れた跡を晒さらしている。蘇らせた死者達と、ルール説明のために一時的に暮らした家は、完全に燃え尽きていた。元々、過去の依頼人の一人に作らせ、住まわせた後、時期を見て『譲り受けた』場所だ。未み練れんはない。むしろ思おも惑わく通りに壊れた屋敷を見回し、彼は満足気に頷いた。




「あるところに、一匹の狐がおりました」




　彼は歌うように囁く。その足元には、白い少女が微笑んでいた。彼女は目をつむり、彼の物語に聞き入っている。美しい白髪を、彼は愛めでるように撫でた。

「狐は、墓穴を掘り起こし、棺桶を打ち壊しました」

　だが、彼は知っていた。少女は、彼の言葉を理解しているわけではない。彼女は彼の指示通りに動くが、その頭の中は獣と同じだ。どれだけ美しく飾ろうと、生存本能しか詰まっていない。彼女は生き残るために、彼に懐いているだけだ。

　だから、ここに、彼の話を聞く者は誰もいない。

「狐は化け物を作りましたとさ。物語は、これでおしまいです」

　だが、彼は誰にともなく言葉を紡ぎ続けた。青空に向かって、彼は両手を広げる。

　役者のように礼をし、彼は囁いた。




「どうか、次の話をお楽しみに」




　そして彼は顔を上げる。僅かな風が吹き、その髪を揺らす。

　両手を広げたまま、彼は堂々と宣言した。







「─────さぁ、始めようか」







　開幕を彼は告げる。

　白い子供が、楽しそうに声を上げて、笑った。
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あとがき






　夏ですね。




　三巻出ました。




　こんにちは、綾あや里さとけいしです。初めましての方かたは、お会いできてとても嬉しいです。会ったことがあるよという方には、この再会に心からの感謝を捧ささげたいと思います。立ち読みだけどな！　とおっしゃる方は、ぜひぜひお家に持ち帰って頂きたい所存です。「B.A.D.バツド」三巻には、枕元に置いておくと、安眠効果があるそうです。寝苦しい夜のお供にどうぞ。




「B.A.D.」もついに三巻を迎えました。長かったような短かったような、とても奇妙な感じがしますが、デビューしてから約半分の月日は死んでいたような気がします。特に五月は、口から魂たましいが半分飛び出て、びっちびっちと震えておりました。ここ数カ月は嵐のような日々でしたが、とても楽しく、有意義な時間を過ごさせて頂きました。三巻という節目を無事に迎えられ、大変嬉しく思います。自身の本を出すという夢が叶かない、綾里は世界で一番幸福な人間です。これからも、どうかお付き合い頂けますと幸さいわいです。




　さて、その幸運にさらなる幸運が重なり、「B.A.D.」のコミカライズが決定しました。少年エース様にて、掲載予定です。夢かと思い頰ほおを抓つねってみましたが、夢ではありませんでした。とりあえず、家中を水みず拭ぶきして、心を落ち着かせようと思います。




　FBonlineエフビーオンラインでの短編連載も現在続いております。三巻で僅わずかに出た廃はいビルの話、雄ゆう介すけの後輩の話などは、全て短編から繫がっております。本筋には絡みませんが、読んでおくと本編をさらに楽しめる仕様……のはず！　ですので、よろしければ、お暇ひまな時にでもお読みくださいますと幸いです。現在は、第三巻に繫がった短編が恐らく掲載されている、はず、です！




　それではここで、お世話になりました方々に御お礼れいを！




　担当の儀ぎ部ぶさん、笠かさ原はらさん、この度たびも多くのご指導を賜たまわり、本当にありがとうございました。絵師のkonaさん。毎回素晴らしいイラストをありがとうございます。綾里はkonaさんの大ファンです。そして、デザイナー様。素敵なデザインを本当にありがとうございました。出版に携たずさわって下さった多くの方々、心の底からお礼申し上げます！　そして、日々綾里を支えてくれる皆様。いつも頑張っている親友、友人達。お世話になっているｋさん。サインデザインを考えて下さったＨ氏。愛する家族と、世話になりすぎな姉に、精一杯の感謝を！




　そして、お読み下さった皆様へ特大級の感謝を。本当に本当にありがとうございました！　よろしければまたお会いできることを、切せつに願ってやみません。




　次回は四巻。




　どうか、次の話をお楽しみに。








二〇一〇年六月某日　綾里けいし























作中、次の著書を引用、または作品に合わせて一部表記を変更して使用させていただきました。




『日本文学全集51　三好達治、中原中也、伊東静雄集』（集英社）







著者

綾里けいし

Keishi Ayasato




愛知県在住。幼い頃より読書を好み、自然と作家を目指すようになる。『B.A.D.』で第11回「えんため大賞」優秀賞に輝き、見事デビュー。好きな食べ物は焼き肉、寿司、ラーメンと、外見に似合わずガッツリ肉食系。















イラスト

kona

kona




兵庫県在住。フリーのアニメーター兼イラストレーター。プニっと可愛いキャラに、目玉などホラーなモチーフを組み合わせた独特のイラストで人気を博す新鋭。おっとり喋る外見に似合わず、こちらもガッツリ肉食系。

http://canaria.xii.jp/
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